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は
じ
め
に

　
石
井
町
は
、
県
都
、
徳
島
市
の
西
側
に

隣
接
し
、
町
域
面
積
は
二
八
・
八
五
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
南
北
約
五
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ほ

ぼ
正
方
形
を
し
て
お
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
の
中
で
約
二
五
、
六
〇
〇
人
の
住
民

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
三
月
に
一
町

四
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
徳
島
市
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
町
の
南
側
は
、
緑
濃
き
四
国
山
地
、
北

側
は
、
清
流
吉
野
川
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

肥
沃
な
平
地
が
広
が
り
、
古
く
か
ら
農
業

が
盛
ん
な
一
方
で
、
都
市
機
能
と
自
然
環

境
が
調
和
し
た
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
で
す
。

　

　
古
く
は
弥
生
時
代
か
ら
町
内
で
水
稲
栽

培
が
開
始
さ
れ
、
人
々
の
生
活
が
始
ま
っ

て
い
る
な
ど
、
歴
史
と
文
化
、
伝
統
が
息

づ
く
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

進
む
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

　
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
科
学

技
術
等
の
飛
躍
的
な
発
展
、
急
速
に
進
行

す
る
少
子
高
齢
化
、
国
際
化
と
ボ
ー
ダ
レ

ス
社
会
の
到
来
な
ど
に
よ
り
変
化
し
続
け

て
い
ま
す
。

　
特
に
、
少
子
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
七
年
国
勢
調
査
の
速
報
値
に
お

い
て
、
日
本
全
体
の
人
口
が
前
回
調
査
に

比
べ
減
少
し
た
と
の
発
表
が
あ
り
、
国
家

レ
ベ
ル
で
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
住
民
の
皆
様
方
か

ら
「
近
所
に
年
寄
り
は
よ
う
け
お
る
け
ど
、

子
ど
も
は
お
ら
ん
な
ぁ
。」
と
い
う
声
を

よ
く
お
聞
き
し
ま
す
。

　
私
自
身
、
現
在
三
十
七
歳
、
三
人
の
子

ど
も
の
父
親
で
あ
り
、
子
育
て
真
っ
盛
り

の
「
子
育
て
世
代
」
で
も
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
達
を
見
て
い
る
と
、
私
が
子
ど
も
の

頃
と
比
べ
て
子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
い
る

と
実
感
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

　
人
口
減
少
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
る
な

か
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
、
急
速
な
少

子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
住
み
よ
い
環
境

を
確
保
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ

る
社
会
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
も
、
平
成

二
十
七
年
度
に
お
い
て
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、
石
井
町
版

の
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
総
合
戦
略
」
の

策
定
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

人
口
の
動
向

　
人
口
減
少
へ
の
対
応
策
を
探
る
に
は
、

ま
ず
、
人
口
の
現
状
を
分
析
し
、
人
口
の

将
来
展
望
を
描
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人口と人口変化率の推移
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本
町
の
総
人
口
は
、
平
成
十
七
年
国
勢

調
査
に
て
二
六
、
〇
六
八
人
に
達
し
ま
し

た
が
、
平
成
二
十
二
年
調
査
で
は
二
五
、

九
五
四
人
と
人
口
減
少
に
転
じ
、
平
成
二

十
七
年
調
査
（
速
報
値
）
で
は
二
五
、
六

〇
〇
人
と
な
っ
て
お
り
、
緩
や
か
で
あ
る

も
の
の
、
人
口
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
。       

　
平
成
二
十
二
年
か
ら
平
成
二
十
六
年
の

五
年
間
に
お
け
る
本
町
の
人
口
動
向
を
見

て
み
る
と
、
出
生
数
と
死
亡
数
の
差
で
あ

る
自
然
動
態
は
五
年
間
で
五
七
八
人
減
少

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
転
入
者
と
転
出
者

の
差
で
あ
る
社
会
動
態
は
五
年
間
で
一
四

一
人
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
石
井
町
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
二
十
七

年
三
月
三
十
一
日
時
点
で
二
八
・
八
％
と

高
い
割
合
を
示
し
て
お
り
、
団
塊
の
世
代

の
高
齢
化
に
よ
り
二
〇
四
〇
年
ま
で
は
死

亡
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
一
方
、

合
計
特
殊
出
生
率
は
過
去
五
年
間
平
均
で

一
・
三
五
と
な
っ
て
お
り
、
国
・
徳
島
県

の
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
自
然
動
態
の
減
少
傾
向
は
、
今
後

も
し
ば
ら
く
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。住

民
ア
ン
ケ
ー
ト

　
今
後
の
人
口
動
向
を
探
る
た
め
、
十
五

歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
の
町
民
か
ら
二
、

〇
〇
〇
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
、「
地
方

創
生
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
理
想
的
な
子
ど
も
の
数
に
つ
い
て
は
、

「
二
人
」（
五
一
・
六
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
三
人
」（
三
二
・
〇
％
）、「
一

人
」「
〇
人
」（
三
・
八
％
）
と
な
っ
て
お

り
、
無
回
答
を
除
く
理
想
的
な
子
ど
も
の

数
の
平
均
は
「
二
・
三
三
人
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
口
置
換
水
準
（
人

口
が
均
衡
し
た
状
態
と
な
る
水
準
）
で
あ

る
「
二
・
〇
七
」
を
上
回
る
と
い
う
、
出

生
率
の
上
昇
に
希
望
が
持
て
る
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
に
対
し
て
町
が
取
り

組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
取
り
組
み
を

求
め
る
声
が
、
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
働
き
場
所
に
つ
い
て
は
、「
町
外
」五
〇
・

八
％
、「
町
内
」
二
二
・
八
％
と
な
っ
て

お
り
、
町
内
だ
け
で
は
雇
用
の
場
を
確
保

す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
周
辺
市
町

村
で
働
く
人
に
「
住
む
場
所
」
と
し
て
選

ば
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。
周

辺
市
町
村
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
い
う
の
が
、

本
町
の
特
性
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

　
石
井
町
の
自
慢
に
つ
い
て
、
自
由
意
見

で
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
四
三
六
人
か
ら
五
五

五
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

石
井
町
の
自
慢

・
自
然
が
豊
か
（
九
十
四
件
）

・
子
育
て
し
や
す
い
（
八
十
二
件
）

・
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
（
四
十
七
件
）

・
生
活
が
し
や
す
い
（
四
十
二
件
）

・
農
作
物
が
豊
富
・
美
味
し
い

　
（
四
十
一
件
）

・
交
通
の
便
が
良
い
（
三
十
六
件
）

・
商
店
が
豊
富
・
賑
わ
っ
て
い
る

　
（
二
十
九
件
）

・
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
（
夏
ま
つ
り
等
）

　
（
二
十
八
件
）

・
藤
の
花
（
二
十
二
件
）

・
四
銀
い
し
い
ド
ー
ム
（
十
四
件
）

　

「
子
育
て
し
や
す
い
」、「
生
活
が
し
や
す

い
」、「
交
通
の
便
が
良
い
」、「
商
店
が
豊

富
・
賑
わ
っ
て
い
る
」
と
い
う
「
住
み
良

さ
」
に
繋
が
る
こ
と
が
自
慢
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
「
住
み
よ
さ

の
総
合
力
を
高
め
る
」
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
て
町
政
運
営
を
し
て
き
た
こ
と
の
結

果
が
現
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

石
井
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　「
石
井
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
先

に
述
べ
た
よ
う
な
人
口
動
向
が
続
い
た
場

合
、
二
〇
六
〇
（
平
成
七
十
二
）
年
に
は

約
一
六
、
〇
〇
〇
人
ま
で
減
少
す
る
見
通

巻頭言　「人口減少社会」に対応した地方自治
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し
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

　
そ
こ
に
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分

析
等
を
踏
ま
え
、
目
指
す
べ
き
将
来
の
方

向
を
「
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
整
備
」、「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
・

石
井
町
の
環
境
整
備
」
と
し
、
本
町
の
戦

略
人
口
を
『
二
〇
六
〇
年
に
お
い
て
一
九
、

〇
〇
〇
人
〜
二
〇
、
〇
〇
〇
人
の
人
口
規

模
を
目
指
す
』
と
い
た
し
ま
し
た
。

石
井
町
総
合
戦
略

　「
石
井
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
示
す
長

期
的
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、
今
後
５

年
間
の
戦
略
的
な
取
り
組
み
を
明
ら
か
に

す
る
「
石
井
町
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
は
、

『
人
口
減
少
を
抑
制
す
る
こ
と
』 『
人
口
減

少
に
備
え
る
こ
と
』
の
二
つ
の
視
点
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
石
井
町
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
り
、

産
・
官
・
学
・
金
・
言
の
有
識
者
及
び
住

民
代
表
に
よ
る
「
石
井
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
推
進
会
議
」
を
組
織
し
、
意

見
を
伺
い
ま
し
た
。
委
員
の
意
見
や
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
上
記
の
基
本
姿

勢
、
三
つ
の
基
本
目
標
を
柱
と
し
て
、『
人

口
減
少
の
抑
制
』 『
人
口
減
少
へ
の
準
備
』

に
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
町
の
「
発
展
」
は
、
こ
れ

ま
で
の
常
に
「
右
肩
上
が
り
」
で
は
な
く
、

他
自
治
体
と
の
連
携
を
図
り
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
し
、
人

口
が
減
少
し
て
い
く
中
に
お
い
て
も
、
住

民
の
皆
様
が
で
き
る
限
り
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
に
よ
る「
発
展
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
効
率
的
な
組
織
運
営
や
各
種

事
業
の
事
業
効
果
に
つ
い
て
検
討
、
評
価

を
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
事

務
事
業
の
見
直
し
、
重
点
化
等
に
努
め
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
効
率
的
、

効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
協
働
」
そ
し
て
、

　「
ま
ち
を
ひ
と
つ
」
に

　
私
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」
は
行
政
だ
け

で
行
っ
て
い
く
も
の
で
は
な
く
、
地
域
住

民
の
皆
様
方
と
、と
も
に
力
を
合
わ
せ「
協

働
」
で
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
協
働
」
は
、
単
に
住
民
の
方
に

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
た

だ
く
と
い
っ
た
狭
義
の
「
協
働
」
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
社
会
で
活
動
す
る
あ
ら
ゆ

る
主
体
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を

高
め
合
い
な
が
ら
理
想
を
追
及
し
、
豊
か

な
未
来
へ
の
創
造
に
積
極
的
に
参
画
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
こ

と
が
、
さ
ら
に
ま
ち
を
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
方
の
お
知
恵
や
経
験
を
お

借
り
し
、
ご
意
見
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

「
町
を
一
つ
に
」
し
、
オ
ー
ル
石
井
町
と

し
て
次
世
代
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
協

働
、
協
治
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
人

口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
と
い
う
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
時
代
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
石
井
町
は
自
然
に
恵
ま
れ
、
地
理
的
に

も
徳
島
市
と
隣
接
し
、
ま
だ
ま
だ
発
展
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
残
し
た

町
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
中
国
四
国
地
方
に
お
い
て
最
年

少
の
首
長
で
す
。
こ
の
若
さ
を
生
か
し
、

石
井
町
の
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
、
住

民
の
皆
様
と
協
働
し
、
何
事
に
も
前
向
き

に
力
強
く
取
り
組
み
、
今
ま
で
の
こ
の
社

会
を
築
き
上
げ
て
き
て
く
れ
た
高
齢
者
の

方
々
、
先
輩
方
を
永
続
的
に
支
え
、
元
気

で
活
気
あ
ふ
れ
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

［石井町総合戦略の基本姿勢］ 

［人口減少社会に対応するための強み・弱み］ 

［石井町総合戦略の基本目標］ 

弱み 

産業 住環境 

石井町の個性やまちの良さを町
内外に向けて発信できていない

農村地域と住宅地域が混在

農業や商工業の後継者・担い手
の不足

国の基本目標 

地方における安定した雇用を創出する 【基本目標１】 
子どもを産み育てやすい環境と移住・定住の促進 ひと

強み 

町民アンケート結果 

『住みやすい：76.2％』 

『住みにくい：5.0％』 

住みやすい町 農作物が何でも
作れる・
おいしい

自然が
豊か

徳島市への交通の
便が良い

子育て・教育 子育てが
しやすい

他の地域から来た人（よそ者）
を受け入れたがらない人もいる

石井町総合戦略３つの基本目標 

住みたい、住み続けたい 選ばれるまち石井町の実現 

地方への新しいひとの流れをつくる 

若い世代の結婚・出産・子育ての
希望をかなえる 

時代に合った地域をつくり、安心な

を連携する 

【基本目標２】 
暮らしやすい生活環境の形成 まち

【基本目標３】 
産業の振興と雇用の場の創出 しごと

イベントが盛ん・
団結力がある

くらしを守るとともに、地域と地域
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１
　
は
じ
め
に

　「
地
方
財
政
計
画
」
は
、
地
方
交
付
税
法

第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
「
地

方
団
体
の
歳
入
歳
出
総
額
の
見
込
額
に
関
す

る
書
類
」
の
こ
と
で
あ
り
、
同
条
の
規
定
に

よ
り
、
国
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
一
般

へ
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
人
口
や
産
業
集
積
の
度
合

い
に
よ
る
地
域
間
格
差
や
景
気
の
動
向
に
よ

る
税
収
の
年
度
間
格
差
に
か
か
わ
ら
ず
、
地

方
団
体
が
そ
の
重
要
な
責
任
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、

　
○
地
方
交
付
税
制
度
と
関
連
し
て
、
地
方

財
源
を
保
障
す
る
機
能

　
○
地
方
団
体
に
お
け
る
当
該
年
度
の
「
財

政
運
営
の
指
針
」
と
し
て
の
機
能

  

○
「
国
家
財
政
・
国
民
経
済
等
と
の
整
合

性
」
を
確
保
す
る
機
能

を
担
っ
て
い
ま
す
。

２
　
平
成
二
十
八
年
度
の

　
地
方
財
政
計
画

　
平
成
二
十
八
年
度
の
地
方
財
政
計
画
は
、

二
月
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
会
に
提
出

さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
般
に
も
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
平
成
二
十
八
年
度
以
降
に

お
け
る
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
つ
い
て
は
、
被
災
地
が
自
立
し
、
地
方
創

生
の
モ
デ
ル
と
な
る
復
興
を
目
指
す

｢

復

興
・
創
生
期
間
」
に
移
行
し
ま
す
が
、
引
き

続
き
「
通
常
収
支
分
」
と
「
東
日
本
大
震
災

分
」
に
区
分
し
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
１
）
通
常
収
支
分
（
資
料
①
、
②
）

　
通
常
収
支
分
に
お
い
て
は
、
極
め
て
厳
し

い
地
方
財
政
の
現
状
及
び
現
下
の
経
済
情
勢

等
を
踏
ま
え
、
歳
出
面
で
は
、
地
方
創
生
や

地
方
の
重
点
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
社
会
保
障

関
係
費
の
増
加
を
反
映
し
た
計
上
が
行
わ
れ

る
一
方
、
国
の
取
り
組
み
と
基
調
を
合
わ
せ

た
歳
出
改
革
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
入
面
に
お
い
て
は
、「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
一
五
」（
平

成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
閣
議
決
定
）、
い

わ
ゆ
る

｢

骨
太
の
方
針
」
で
示
さ
れ
た

｢

経

済
・
財
政
再
生
計
画
」
に
沿
っ
て
、
地
方
の

安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
と
な
る
地
方
の

一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
七
年

度
地
方
財
政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ

う
実
質
的
に
同
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
引
き
続
き
生
じ
る
こ
と
と
な
っ

た
大
幅
な
財
源
不
足
に
つ
い
て
、
地
方
財
政

の
運
営
上
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
な
補

填
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
通
常
収
支
分
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
規
模
】

　
通
常
収
支
分
の
歳
入
歳
出
規
模
は
、
八
五

兆
七
五
九
三
億
円
（
前
年
度
比
＋
四
八
八
三

億
円
、
＋
〇
・
六
％
）、
地
方
一
般
歳
出
の

規
模
（
歳
出
総
額
か
ら
、
公
債
費
、
公
営
企

業
繰
出
金
の
う
ち
企
業
債
償
還
費
普
通
会
計

負
担
分
、不
交
付
団
体
水
準
超
経
費
を
除
く
）

平
成
二
十
八
年
度
　
地
方
財
政
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

市
町
村
課
係
長
（
企
画
財
政
担
当
）　

西
　
森
　
　
　
修
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は
、
六
九
兆
九
一
三
七
億
円
（
前
年
度
比
＋

五
九
八
六
億
円
、
＋
〇
・
九
％
）、
ま
た
一

般
財
源
総
額
は
、六
一
兆
六
七
九
二
億
円（
前

年
度
比
＋
一
三
〇
七
億
円
、
＋
〇
・
二
％
）、

不
交
付
団
体
水
準
超
経
費
を
除
い
た
額
で
は
、

六
〇
兆
二
二
九
二
億
円
（
前
年
度
比
＋
六
〇

七
億
円
、
＋
〇
・
一
％
）
と
な
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
前
年
度
を
上
回
る
額
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　
平
成
二
十
八
年
度
地
方
財
政
計
画
・
通
常

収
支
分
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
六
点
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

○
一
般
財
源
総
額
の
確
保
と
質
の
改
善

　
毎
年
度
、
地
方
六
団
体
等
か
ら
強
く
要
請

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
方
創
生
等
の

重
要
課
題
に
取
り
組
み
つ
つ
、
地
方
公
共
団

体
が
安
定
的
な
財
政
運
営
を
行
え
る
よ
う
、

前
年
度
を
上
回
る
額
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
税
・
地
方
譲
与
税
等
が
大
き

く
伸
び
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
水
準

に
ま
で
回
復
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

地
方
交
付
税
総
額
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
程
度
の
額
を
確
保
し
つ
つ
、
赤
字
地

方
債
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
額
に

つ
い
て
も
、
前
年
度
に
比
べ
て
△
七
三
七
〇

億
円
（
△
一
六
・
三
％
）
の
減
と
、
大
幅
に

平成28年度の地方財政の姿

①　地方財政計画の規模　　　　　85兆7,593億円（前年度比＋4,883億円、＋0.6%）

②　地方一般歳出　　　　　　　　69兆9,137億円（ 　同　　＋5,986億円、＋0.9%）

③　一般財源総額　　　　　　　　61兆6,792億円（ 　同　　＋1,307億円、＋0.2%）

　　・水準超経費除き　　　　　　　60兆2,292 億円（　 同　　＋　607 億円、＋0.1%）

④　地方交付税の総額　　　　　　16兆7,003億円（㉗16兆7,548億円、　　▲ 546億円、▲ 0.3%）

⑤　地方税及び地方譲与税　　　　41兆1,344億円（㉗40兆1,773億円、　＋9,571億円、＋ 2.4%）

⑥　臨時財政対策債　　　　　　　　3兆7,880億円（㉗4兆5,250億円、　　▲7,370億円、▲16.3%）

⑦　財源不足額　　　　　　　　　　5兆6,063億円（㉗7兆8,205億円、▲2兆2,142億円、▲28.3%）

（1）復旧・復興事業

　　①　震災復興特別交付税　　　　　　4,802億円（㉗　　5,898億円、▲1,096億円、▲　18.6%）

　　②　規模　　　　　　　　　　　　　　　　1兆7,799億円（㉗2兆　60億円、▲2,261億円、▲　11.3%）

（2）全国防災事業

　　　　規模　　　　　　　　　　　　　1,310億円（㉗　　4,905億円、▲3,595億円、▲　73.3%）
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区　　　　分
平成28年度

（Ａ)
平成27年度

（Ｂ)
増　減　額

(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)
増　減　率
(Ｃ) ／ (Ｂ)

歳
　
　
　
　
　
　
入

地 方 税 387,022 374,919 12,103 3.2

地 方 譲 与 税 24,322 26,854 △ 2,532 △ 9.4

地 方 特 例 交 付 金 1,233 1,189 44 3.7

地 方 交 付 税 167,003 167,548 △ 546 △ 0.3

国 庫 支 出 金 132,184 130,733 1,451 1.1

地 方 債 88,607 95,009 △ 6,402 △ 6.7

う ち 臨 時 財 政 対 策 債 37,880 45,250 △ 7,370 △ 16.3

う ち 財 源 対 策 債 7,900 7,800 100 1.3

使 用 料 及 び 手 数 料 16,247 16,044 203 1.3

雑 収 入 41,643 40,689 954 2.3

復 旧・ 復 興 事 業 一 般 財 源 充 当 分 △　    79 − △ 79 −

全 国 防 災 事 業 一 般 財 源 充 当 分 △　  589 △　  275 △ 314 114.2

計 857,593 852,710 4,883 0.6

一 般 財 源 616,792 615,485 1,307 0.2

（ 水 準 超 経 費 を 除 く ） 602,292 601,685 607 0.1

歳
　
　
　
　
　
　
出

給 与 関 係 経 費 203,274 203,351 △ 77 △ 0.0

退 職 手 当 以 外 185,807 185,291 516 0.3

退 職 手 当 17,467 18,060 △ 593 △ 3.3

一 般 行 政 経 費 357,931 350,589 7,342 2.1

補 助　 190,004 185,490 4,514 2.4

単　　　　　　　　　　　　 独 140,374 139,964 410 0.3

国民健康保険・後期高齢者医療制度関係事業費 15,053 15,135 △ 82 △ 0.5

まち・ひと・しごと創生事業費 10,000 10,000 0 0.0

重 点 課 題 対 応 分 2,500 − 2,500 皆増

地域経済基盤強化・雇用等対策費 4,450 8,450 △ 4,000 △ 47.3

公 債 費 128,051 129,512 △ 1,461 △ 1.1

維 持 補 修 費 12,198 11,601 597 5.1

投 資 的 経 費 112,046 110,010 2,036 1.9

直 轄 ・ 補 助 57,705 57,252 453 0.8

単 独 54,341 52,758 1,583 3.0

う ち 緊 急 防 災・ 減 災 事 業 費 5,000 5,000 0 0.0

うち公共施設等最適化事業費 2,000 1,000 1,000 100.0

公 営 企 業 繰 出 金 25,143 25,397 △ 254 △ 1.0

企 業 債 償 還 費 普 通 会 計 負 担 分 15,905 16,247 △ 342 △ 2.1

そ の 他 9,238 9,150 88 1.0

不 交 付 団 体 水 準 超 経 費 14,500 13,800 700 5.1

計 857,593 852,710 4,883 0.6

（ 水 準 超 経 費 除 く ） 843,093 838,910 4,183 0.5

地 方 一 般 歳 出 699,137 693,151 5,986 0.9

資料② 地方財政計画歳入歳出一覧（通常収支分）
（単位：億円、％）
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抑
制
さ
れ
て
お
り
、
一
般
財
源
の
質
が
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
重
点
課
題
対
応
分
の
創
設

  

地
方
の
重
点
課
題
で
あ
る
高
齢
者
支
援
や

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
革
等
に
取
り
組

む
た
め
に
必
要
な
経
費
と
し
て

｢

重
点
課
題

対
応
分
」
が
創
設
さ
れ
、
二
五
〇
〇
億
円
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
の
確

保

  

地
方
公
共
団
体
が
自
主
性
・
主
体
性
を
最

大
限
発
揮
し
て
地
方
創
生
に
取
り
組
み
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
施
策
を
可

能
に
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
二
十
七
年
度
に

創
設
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

事
業
費
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
度

に
お
い
て
も
昨
年
度
と
同
額
の
一
兆
円
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
内
閣
府
が
所
管
す
る
地
方
創
生
の

深
化
の
た
め
の
新
型
交
付
金
（
地
方
創
生
推

進
交
付
金
）
に
つ
い
て
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
事
業
費
」
と
は
別
に
、
同
交
付

金
の
地
方
負
担
に
応
じ
て
地
方
財
政
措
置
が

適
切
に
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
の
推
進

  

総
務
省
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
平
成
二
十

八
年
度
中
に
ほ
ぼ
全
て
の
団
体
で
「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
が
策
定
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
公
共
施
設
等

最
適
化
事
業
費
」
が
増
額
さ
れ
る
と
と
も
に
、

決
算
等
を
踏
ま
え
て
公
共
施
設
等
の
維
持
補

修
費
に
つ
い
て
も
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
歳
出
特
別
枠
と
交
付
税
の
別
枠
加
算

　
歳
出
特
別
枠
や
交
付
税
の
別
枠
加
算
と

い
っ
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
歳
入
・
歳

出
両
面
の
特
別
措
置
に
つ
い
て
は
、
経
済
再

生
に
合
わ
せ
、
危
機
対
応
モ
ー
ド
か
ら
平
時

モ
ー
ド
へ
の
切
り
替
え
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
歳
出
特
別
枠

に
つ
い
て
は
、
四
〇
〇
〇
億
円
が
減
額
さ
れ

て
い
ま
す
が
、前
述
の

｢

重
点
課
題
対
応
分
」

と｢

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
係
る
経
費
」

に
よ
り
同
額
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
全
体
と

し
て
は
前
年
度
と
同
水
準
が
確
保
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
別
枠
加
算
に
つ
い
て
は
、
地

方
税
収
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
前
年
度
と
ほ

ぼ
同
程
度
の
地
方
交
付
税
総
額
を
確
保
し
た

上
で
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
地
方
財
政
の
健
全
化

　
地
方
税
・
地
方
譲
与
税
等
が
大
き
く
伸
び
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
水
準
ま
で
回
復

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

に
伴
い
、
折
半
対
象
財
源
不
足
が
前
年
度
か

ら
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
付

税
特
別
会
計
借
入
金
に
つ
い
て
も
、
計
画
ど

お
り
着
実
に
償
還
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

  【
歳
出
】

　
歳
出
の
概
要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
給
与
関
係
経
費

　
前
年
度
比
で
、
△
七
七
億
円
、
△
〇
・
〇
％

の
微
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
内
訳
を
見
ま
す
と
、
退
職
手
当
以
外
で
は
、

平
成
二
十
七
年
度
の
給
与
改
定
に
伴
う
増
加

分
が
あ
る
一
方
、
地
方
財
政
計
画
上
の
職
員

数
の
純
減
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
前
年
度
に

比
べ
て
＋
五
三
七
億
円
、
＋
〇
・
三
％
の
微

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

に
比
べ
て
△
五
九
三
億
円
、
△
三
・
三
％
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　○
一
般
行
政
経
費
（
単
独
）

　
社
会
保
障
の
充
実
分
等
が
増
額
計
上
さ
れ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
＋

四
一
〇
億
円
、
＋
〇
・
三
％
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税

で
補
填
さ
れ
る
地
方
税
収
等
の
減
収
分
見
合

い
の
歳
出
分
（
三
六
一
億
円
）
に
つ
い
て
は
、
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東
日
本
大
震
災
分
に
お
い
て
計
上
さ
れ
て
い

る
た
め
に
控
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費

　
地
方
公
共
団
体
が
、
自
主
性
・
主
体
性
を

最
大
限
発
揮
し
て
地
方
創
生
に
取
り
組
み
、

地
方
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
前
年
度
同
額

の
一
兆
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
重
点
課
題
対
応
分
（
資
料
③
〜
⑤
）

　
地
方
の
重
点
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
必

要
な
経
費
と
し
て
、
新
た
に
二
五
〇
〇
億
円

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
と
し
て
は
、

｢

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
構
造
改
革
推
進
事

業
」
が
一
五
〇
〇
億
円
、「
高
齢
者
の
生
活

支
援
等
の
地
域
の
く
ら
し
を
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り
の
推
進
」
が
五
〇
〇
億
円
、「
森
林

吸
収
源
対
策
等
の
推
進
」
が
五
〇
〇
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
地
域
経
済
基
盤
強
化
・
雇
用
等
対
策
費

　
地
域
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変
す
る

中
、
海
外
競
争
力
強
化
等
の
た
め
に
、
地
域

が
実
施
す
る
緊
急
事
業
を
含
め
、
地
域
経
済

活
性
化
や
雇
用
機
会
の
創
出
な
ど
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
い
わ
ゆ
る

｢

歳
出
特
別
枠
」
と

し
て
、
四
四
五
〇
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
前
述
の
と
お
り
前
年
度
と
比
較
し
て

１．自治体クラウドの推進（コスト構造改革）

○ 自治体クラウドの導入に必要な業務システムの標準化及びハード
ウェア整備等に係る経費や、データ移行作業、途中解約等システム移
行に係る経費（自治体情報セキュリティクラウドを含む。）を計上。

２．情報セキュリティ構造改革

○ マイナンバーの情報連携が始まる平成29年７月までに、都道府県や
市区町村が行う、住民情報の流出徹底防止やLGWAN接続系とインター
ネット接続系の分割等所要のセキュリティ対策を講じるための経費等
や、今次導入される自治体情報セキュリティクラウドの運用・管理等
に係る経費を計上。

３．マイナンバー制度の基盤になる住基ネット等の運用

○ マイナンバーの付番等に用いる住民基本台帳ネットワークシステム
の運用経費や中間サーバ・団体内統合宛名システムの運用経費といっ
た情報連携に向けて必要となるシステムの運用に係る経費を計上。

４．地方公会計システムの整備・運用

○ 統一的な基準による財務書類等を作成するために必要となる地方公
会計システムの整備・運用に係る経費を計上。

５．デジタル方式に移行した消防救急無線システムの運用

○ 平成28年５月末までに消防救急無線がアナログ方式からデジタル
方式に移行することから、デジタル化したシステムの運用に係る経費
を計上。

自治体情報システムにおける自治体クラウドの推進、情報セキュリ
ティ対策、マイナンバー関連システムの運用、地方公会計システムの
整備・運用、デジタル方式に移行した消防救急無線システムの運用に
要する経費を地方財政計画に計上（1,500億円）。

自治体情報システム構造改革推進事業

資料③

○ 人口減少や高齢化が著しい地域においては、一体的な日常生活

圏を構成している「集落生活圏」を維持することが重要であり、

将来にわたって地域住民がくらし続けることができるよう、地域

住民が主体となって、地域の課題解決のための持続的な取組体制

の確立（地域運営組織※の形成）を図る必要がある。

○ このことから、高齢者の生活支援等の地域のくらしを支える仕

組みづくりとして、地域運営組織の持続的な運営等に必要な費用

を地方財政計画に計上。

高齢者の生活支援等の地域のくらしを支える仕組みづくりの推進

（１）地域運営組織の運営支援のための経費

地域の生活やくらしを守るための組織である地域運営組織が持続可

能な活動を継続できるよう、地域運営組織の運営に係る所要の経費を

計上。

（２）高齢者等のくらしを守る経費

地域における住民同士の支え合いによる高齢者支援の取組（高齢者

交流、声かけ・見守り、買物支援、弁当配達・配給食、雪下ろし等）

に係る所要の経費を計上。

※ 地域運営組織

地域の生活やくらしを守るため、地域でくらす人々が中心となって形成さ

れ、地域内の様々な関係主体が参加する協議組織が定めた地域経営の指針に

基づき、地域課題の解決に向けた取組を持続的に実践する組織。地域課題の

多様化・広域化により、自治会・町内会では対応が困難な課題について、既

存の自治会・町内会を補完しつつ、住民自治を充実させるための新たな仕組

みとして、主に小学校区で形成。

【平成28年度における措置（市町村  500億円）】

資料④
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△
四
〇
〇
〇
億
円
（
△
四
七
・
三
％
）
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
維
持
補
修
費

　
最
近
に
お
け
る
実
績
等
を
勘
案
し
、
地
方

財
政
計
画
と
決
算
と
の
乖
離
を
是
正
す
る
観

点
を
踏
ま
え
、
前
年
度
に
比
べ
、
＋
五
九
七

億
円
（
＋
五
・
一
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
費

　
地
方
公
共
団
体
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

防
災
・
減
災
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
に

よ
る
措
置
が
継
続
さ
れ
、
前
年
度
と
同
額
の

五
〇
〇
〇
億
円
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
公
共
施
設
等
最
適
化
事
業
費

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
団
体

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
当
計

画
に
基
づ
く
公
共
施
設
の
集
約
化
・
複
合
化

等
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
一
〇
〇
〇
億
円

増
の
二
〇
〇
〇
億
円
が
計
上
さ
れ
る
と
と
も

に
、
公
共
施
設
最
適
化
事
業
債
等
に
よ
る
地

方
債
措
置
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

【
歳
入
】

　
歳
入
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

○
一
般
財
源

　
一
般
財
源
は
、
地
方
税
、
地
方
譲
与
税
、

地
方
特
例
交
付
金
、
地
方
交
付
税
及
び
臨
時

財
政
対
策
債
の
合
計
額
で
あ
り
、
平
成
二
十

八
年
度
に
お
い
て
は
、
六
一
兆
六
七
九
二
億

円
、
前
年
度
比
＋
〇
・
二
％
と
、
前
年
度
を

一
三
〇
七
億
円
上
回
る
額
が
確
保
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
地
方
税
・
地
方
譲
与
税

　
地
方
税
の
収
入
見
込
額
は
、
税
制
改
正
後

に
お
い
て
三
八
兆
七
〇
二
二
億
円
、
前
年
度

か
ら
＋
一
兆
二
一
〇
三
億
円
、
＋
三
・
二
％

の
増
額
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
市
町
村

税
は
二
〇
兆
六
五
九
八
億
円
、
前
年
度
か
ら

＋
一
六
九
六
億
円
、
＋
〇
・
八
％
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
に
お
け
る
主
要
税
目
で
は
、
市
町

村
民
税
の
う
ち
の
所
得
割
で
＋
一
・
一
％
、

固
定
資
産
税
の
う
ち
家
屋
で
＋
二
・
四
％
、

軽
自
動
車
税
で
＋
二
二
・
二
％
と
そ
れ
ぞ
れ

増
額
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
市
町
村
民
税
の

う
ち
法
人
税
割
で
△
六
・
四
％
の
減
額
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
譲
与
税
の
収
入
見
込
額
は
、

主
に
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
の
減
額
に
よ
り
、

資料⑤

平成28年度事業費 500億円

森林吸収源対策等の推進

（１）林地台帳の整備の推進

・森林整備に必要な基礎情報を林地台帳として整備

（２）森林所有者の確定、境界の明確化、施業の集約化の促進

（３）林業の担い手対策

・新規に就業しようとする若者等に対する研修、定住促進

・就業者へのキャリアアップ研修や福利厚生の充実 など

（４）間伐等により生産された木材の活用

・公共施設への木材利用

・木質バイオマスエネルギーへの活用の推進 など

○ 地球温暖化対策について、我が国は2020年度の温室効果ガス削減

目標を2005年度比で3.8％減とすることを国際約束しており、その達

成のためには、温室効果ガス排出抑制対策に加え、国・地方を通じ

た適切な森林整備により、森林の温室効果ガス吸収量を増加させる

取組が不可欠

○ また、平成27年12月に国連気候変動枠組条約締約国会議(COP21)に

おいて、温室効果ガス排出削減等のための新たな国際枠組みである

「パリ協定」が採択された

○ このため、平成28年度税制改正大綱も踏まえ、今後市町村が主体

となった森林整備等が円滑に実施されるよう、森林整備の実施に必

要となる地域の主体的な取組に要する経費について、従来の森林・

林業振興対策に加え、所要額を地方財政計画に計上

森林吸収源対策等の推進



11　AWA no JICHI No.88

二
兆
四
三
二
二
億
円
、
前
年
度
比
△
二
五
三

二
億
円
、
△
九
・
四
％
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
平
成
二
十
八
年
度
税
制
改
正
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
本
号
特
集
の
「
平
成
二
十

八
年
度
税
制
改
正
（
市
町
村
税
関
係
）
に
つ

い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
地
方
特
例
交
付
金

　
個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
に
よ
る
減
収
を
補
填
す
る
た
め

に
必
要
な
額
、
一
二
三
三
億
円
（
前
年
度
比

＋
四
四
億
円
、
＋
三
・
七
％
）
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
地
方
債

　
地
方
債
は
、
八
兆
八
六
〇
七
億
円
（
前
年

度
比
△
六
四
〇
二
億
円
、
△
六
・
七
％
）
が

計
上
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
結
果
、
地
方
債
計

画
（
通
常
収
支
分
）
の
規
模
は
、
一
一
兆
二

〇
八
二
億
円
（
普
通
会
計
分
八
兆
八
六
〇
七

億
円
、
公
営
企
業
会
計
等
分
二
兆
三
四
七
五

億
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
地
方
債
計
画
の
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
は
、
本
号
特
集
の
「
平
成
二
十
八
年

度
地
方
債
計
画
の
概
要
等
に
つ
い
て
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
地
方
交
付
税
】

　
平
成
二
十
八
年
度
の
地
方
交
付
税
に
係
る

国
の
一
般
会
計
か
ら
交
付
税
特
別
会
計
へ
の

繰
入
額
は
、
法
定
四
税
分
の
一
四
兆
三
二
九

五
億
円
に
、
一
般
会
計
か
ら
の
加
算
額
の
八

二
八
三
億
円
（
既
往
法
定
分
等
五
五
三
六
億

円
、
臨
時
財
政
対
策
特
例
加
算
二
七
四
七
億

円
）
を
加
え
た
一
五
兆
一
五
七
八
億
円
（
前

年
度
比
△
二
五
九
一
億
円
、
△
一
・
七
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
付
税
特
別
会
計
か
ら
地
方
公
共
団
体
に

交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
の
総
額
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
額
に
、
前
年
度
か
ら
の
繰

越
金
一
兆
二
六
四
四
億
円
、
地
方
法
人
税
の

法
定
率
分
六
三
六
五
億
円
、
地
方
公
共
団
体

金
融
機
構
の
公
庫
債
権
金
利
変
動
準
備
金
の

活
用
額
二
〇
〇
〇
億
円
を
加
え
た
額
か
ら
、

交
付
税
特
別
会
計
借
入
金
に
係
る
償
還
額
四

〇
〇
〇
億
円
及
び
借
入
金
の
利
子
支
払
額
一

五
八
四
億
円
を
減
額
し
た
一
六
兆
七
〇
〇
三

億
円
、
前
年
度
か
ら
△
五
四
六
億
円
、
△
〇
・

三
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
度
の
地
方
交
付
税
の
主
な

総
額
確
保
対
策
と
し
て
は
、
地
方
財
政
計
画

の
歳
出
に
お
い
て
、
歳
出
特
別
枠
の
縮
小
分

と
同
じ
規
模
で

｢

重
点
課
題
対
応
分
」
が
創

設
さ
れ
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事

業
費
」
に
つ
い
て
前
年
度
と
同
額
が
確
保
さ

れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
、
地
方
財
政
計
画
で
は
触
れ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
骨
太
の
方
針
」
に
基

づ
い
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
無
駄
を
な
く

し
、
質
を
改
善
し
て
い
く
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
地
方
交
付
税
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
機
能
を
維
持
し
つ
つ
、
歳
出
効
率
化
に
向

け
た
業
務
改
革
で
他
団
体
の
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
、
地
方
交
付
税
の
基

準
財
政
需
要
額
の
算
定
に
反
映
す
る

｢

ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て

は
、「
公
立
学
校
の
用
務
員
事
務
」
な
ど
「
十

六
業
務
」
が
着
手
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

地
方
公
共
団
体
へ
の
影
響
等
を
考
慮
し
て
、

複
数
年
（
概
ね
三
〜
五
年
程
度
）
か
け
て
段

階
的
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
人
口
規
模
の

違
い
等
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
算
定
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
の
合
併
に
よ
る
行
政
区
域
の

広
域
化
を
反
映
し
た
普
通
交
付
税
算
定
方
法

の
改
正
が
、
引
き
続
き
行
わ
れ
ま
す
。
合
併

団
体
を
対
象
に
し
た
恒
久
的
措
置
と
し
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
や
災
害
対
応

な
ど
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
「
支

所
の
財
政
需
要
」
が
平
成
二
十
六
年
度
か
ら

三
年
間
か
け
て
加
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

こ
と
に
続
き
、
合
併
時
点
で
は
想
定
さ
れ
て



AWA no JICHI No.88　12

い
な
か
っ
た
財
政
需
要
が
順
次
交
付
税
算
定

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
二
十
八
年
度
は
、
旧
市
町
村
に
お
け
る
保

健
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
等
、
保
健
福
祉
に
係

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
経
費
が
新
た
に

加
算
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
保
健
衛
生
費
」

や
｢

そ
の
他
教
育
費
」、「
徴
税
費
」
等
に
つ

い
て
、
標
準
団
体
の
面
積
の
見
直
し
に
伴
う

単
位
費
用
の
見
直
し
や
人
口
密
度
等
に
よ
る

需
要
の
割
増
し
、
離
島
の
増
嵩
経
費
の
見
直

し
を
三
年
間
か
け
て
段
階
的
に
交
付
税
の
算

定
に
反
映
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
二
十
九
年
度
以
降
も
、
標

準
団
体
の
面
積
の
見
直
し
を
踏
ま
え
た
単
位

費
用
の
充
実
や
人
口
密
度
に
よ
る
補
正
の
新

設
・
充
実
等
に
つ
い
て
、
検
討
が
進
め
ら
れ

る
予
定
で
す
。（
資
料
⑥
）

【
地
方
の
財
源
不
足
の
補
填
】

　
平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
は
、
経
済
の

動
向
を
反
映
し
て
、
地
方
税
収
入
や
地
方
交

付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入
が
一
定
程
度

増
加
す
る
も
の
の
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の

自
然
増
な
ど
に
よ
り
、
五
兆
六
〇
六
三
億
円

の
財
源
不
足
額
が
生
じ
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
財
源
不
足
額
の
う
ち
、
建
設

地
方
債
（
財
源
対
策
債
）
の
増
発
等
に
よ
っ

て
も
、
な
お
不
足
す
る
額
（
五
四
九
四
億

円
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら

資料⑥

)体団併合(額響影容内し直見目費度年

H26～
H28

地域振興費 ・支所に要する経費を加算 3,477億円

H27～
H29

消防費

・標準団体の出張所数等を見直し
・旧市町村単位の消防署・出張所に
要する経費を加算

・人口密度による補正を充実
1,071億円

清掃費
・標準団体の経費を見直し
・人口密度による補正を新設

地域振興費
・離島、属島の増嵩経費を反映（消防、
清掃分）

H28～
H30

保健衛生費
社会福祉費
高齢者保健福祉費

・標準団体の経費を見直し
・旧市町村単位の保健福祉に係る住
民サービス経費を加算

1,100億円程度
（詳細別紙）

その他の教育費
徴税費

・標準団体の経費を見直し
・人口密度による補正を充実

地域振興費
・離島、属島の増嵩経費を反映（保健
福祉等分）

H29
以降

農業行政費
小・中学校費 等

・標準団体の経費を見直し 等 1,000億円程度

合 計 6,700億円程度

基本的な考え方

【主な算定項目】

①支所に要する経費の算定 ②人口密度等による需要の割増し
③標準団体の面積を見直し単位費用に反映

【見直し期間】

平成26年度以降５年程度

新

・標準団体の面積の見直し（160k㎡→210k㎡）に伴い、保健福祉関係３費
目の標準団体における経費を見直し、単位費用に反映

・旧市町村における以下の対象経費を加算

（１）対象経費
旧市町村における保健センター運営費等保健福祉に係る住民サービス経費

（２）算定方法

①次の算式により旧市町村（本庁が所在する旧市町村を除く）ごとに算定

※人口8,000人規模の旧市町村の場合、上記による加算額は4,500万円程度

②旧市町村ごとに算定した①の需要額を合算し、合併団体の一本算定に加算
（合併算定替の需要額には加算しない）

標準的な上記（１）の経費 × 所管区域人口の多寡による補正

・ 離島団体の保健福祉等に係る増加経費について、隔遠地補正・属島
補正を充実し、需要額を割増し

上記について、平成28年度以降３年間かけて段階的に交付税の算定に反映

・ 標準団体の面積の見直し（160k㎡→210k㎡）に伴い、標準団体におけ
る経費を見直し、単位費用に反映

・ 公民館及び徴税に要する経費について、人口密度に応じた補正を充実

〈平成28年度から見直しを行う項目（案）〉

離島の対応（15億円程度）

その他の教育費（100億円程度）
徴税費（120億円程度）

保健衛生費（730億円程度）
社会福祉費（110億円程度）
高齢者保健福祉費（55億円程度）

市町村の姿の変化に対応した交付税算定について（案）

　平成の合併により、市町村の面積が拡大する等市町村の姿が大
きく変化したことを踏まえ、合併時点では想定されていなかった
財政需要を交付税算定に反映。

具体的な見直し内容は下記のとおり

※各項目の（　）内の金額は、見直しによる合併団体への影響額



13　AWA no JICHI No.88

平
成
二
十
八
年
度
の
間
に
お
い
て
適
用
さ
れ

る
国
と
地
方
の
折
半
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
国

負
担
分
は
、
国
の
一
般
会
計
か
ら
交
付
税
特

別
会
計
へ
の
繰
入
れ
に
よ
る
加
算
（
臨
時
財

政
対
策
特
例
加
算
）
に
よ
り
、
地
方
負
担
分

は
、
地
方
財
政
法
第
五
条
の
特
例
と
な
る
地

方
債
（
臨
時
財
政
対
策
債
）
に
よ
り
補
填
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  （
２
）
東
日
本
大
震
災
分
（
資
料
①
、
⑦
）

　
東
日
本
大
震
災
分
に
つ
い
て
は
、
被
災
団

体
を
は
じ
め
と
し
た
地
方
の
復
旧
・
復
興
事

業
及
び
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
て

実
施
す
る
全
国
防
災
事
業
に
つ
い
て
、
通
常

収
支
分
と
は
そ
れ
ぞ
れ
別
枠
で
整
理
さ
れ
て

お
り
、
所
要
の
事
業
費
及
び
財
源
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
規
模
は
、
復
旧
・
復
興
事
業
で

は
、
一
兆
七
七
九
九
億
円
、
全
国
防
災
事
業

で
は
、
一
三
一
〇
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
東
日
本
大
震
災
分
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
震
災
復
興
特
別
交
付
税
】

　
東
日
本
大
震
災
に
係
る
復
旧
・
復
興
事
業

等
の
実
施
の
た
め
の
特
別
の
財
政
需
要
等
を

考
慮
し
て
交
付
さ
れ
る
震
災
復
興
特
別
交
付

税
に
つ
い
て
は
、
四
八
〇
二
億
円
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
全
国
防
災
事
業
】

　
全
国
防
災
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

七
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
歳
出
と
し
て
は
公
債
費
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

３
　
お
わ
り
に

　
平
成
二
十
八
年
度
地
方
財
政
計
画
に
お
い

て
は
、
地
方
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、

地
方
交
付
税
の
減
少
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

と
と
も
に
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
を
大

幅
に
抑
制
し
た
上
で
、前
年
度
を
上
回
る「
地

方
一
般
財
源
」
が
確
保
さ
れ
、
実
質
的
に
一

般
財
源
の
質
が
改
善
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
本
県
は
じ
め
地
方
か
ら

求
め
て
き
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

事
業
費
」
の
確
保
と
、
そ
れ
と
は
別
に

｢

地

方
創
生
の
深
化
の
た
め
の
新
型
交
付
金
」
の

地
方
負
担
へ
の
地
方
財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ

た
こ
と
は
、
地
方
財
政
に
一
定
の
配
慮
が
な

さ
れ
た
も
の
と
し
て
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
平
成
二
十
八
年
度
は

｢

経
済
・

財
政
再
生
計
画
」
の
初
年
度
で
も
あ
り
、
地

方
に
お
い
て
も
、
国
の
取
り
組
み
と
基
調
を

合
わ
せ
徹
底
し
た
歳
出
の
見
直
し
を
迫
ら
れ

る
中
、
別
枠
加
算
は
廃
止
さ
れ
、
歳
出
特
別

枠
に
つ
い
て
も
実
質
的
な
歳
出
規
模
は
維
持

さ
れ
た
と
は
い
え
、
大
幅
に
減
額
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
一
般
財
源
総
額
や
地

方
交
付
税
総
額
の
確
保
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
地
方
創
生
に
取
り
組
む
た
め
の
財
政
需
要

や
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
な
ど
が
見
込

ま
れ
る
中
、
地
方
交
付
税
の
安
定
的
な
総
額

確
保
は
最
重
要
の
課
題
で
す
。
財
源
保
障
や

財
源
調
整
な
ど
制
度
本
来
の
機
能
を
適
切
に

発
揮
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
運
営
の
予
見
性
向
上
の
た
め
、
法

定
率
の
さ
ら
な
る
引
上
げ
に
よ
り
、
安
定
的

な
総
額
確
保
策
を
講
じ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
町
村
課
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、

県
内
市
町
村
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
て
、

「
徳
島
発
の
政
策
提
言
」
や
全
国
知
事
会
な

ど
を
通
じ
た
提
言
活
動
に
よ
り
、
粘
り
強
く

そ
の
実
現
を
訴
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。   
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区　　　　分
平成28年度

（Ａ)
平成27年度

（Ｂ)
増　減　額

(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)
増　減　率
(Ｃ) ／ (Ｂ)

歳
　
　
入

震 災 復 興 特 別 交 付 税 4,802 5,898 △ 1,096 △ 18.6

一 般 財 源 充 当 分 79 − 79 皆増

国 庫 支 出 金 12,528 13,717 △ 1,189 △ 8.7

地 方 債 331 355 △ 24 △ 6.8

雑 収 入 59 90 △ 31 △ 34.4

計 17,799 20,060 △ 2,261 △ 11.3

歳
　
　
　
　
出

給 与 関 係 経 費 104 110 △ 6 △ 5.5

一 般 行 政 経 費 5,464 5,723 △ 259 △ 4.5

補 助 4,625 4,481 144 3.2

単 独 839 1,242 △ 403 △ 32.4

公 債 費 60 90 △ 30 △ 33.3

投 資 的 経 費 12,024 13,874 △ 1,850 △ 13.3

直 轄 ・ 補 助 11,648 13,478 △ 1,830 △ 13.6

単 独 376 396 △ 20 △ 5.1

公 営 企 業 繰 出 金 147 263 △ 116 △ 44.1

計 17,799 20,060 △ 2,261 △ 11.3

資料⑦ 地方財政計画歳入歳出一覧（東日本大震災分）

（単位：億円、％）(1)　復旧・復興事業

区　　　　分
平成28年度

（Ａ)
平成27年度

（Ｂ)
増　減　額

(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)
増　減　率
(Ｃ) ／ (Ｂ)

歳
　
　
入

地 方 税 720 708 12 1.7

一 般 財 源 充 当 分 589 275 314 114.2

国 庫 支 出 金 − 1,524 △ 1,524 皆減

地 方 債 − 2,397 △ 2,397 皆減

雑 収 入 1 1 0 0.0

計 1,310 4,905 △ 3,595 △ 73.3

歳
　
　
出

公 債 費 1,310 983 327 33.3

投 資 的 経 費 − 3,922 △ 3,922 皆減

直 轄 ・ 補 助 − 3,922 △ 3,922 皆減

計 1,310 4,905 △ 3,595 △ 73.3

（単位：億円、％）(2)　全国防災事業
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区　　　　分
平成28年度

（Ａ)
平成27年度

（Ｂ)
増　減　額

(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)
増　減　率
(Ｃ) ／ (Ｂ)

歳
　
　
　
　
　
　
入

地 方 税 387,742 375,627 12,115 3.2

地 方 譲 与 税 24,322 26,854 △ 2,532 △ 9.4

地 方 特 例 交 付 金 1,233 1,189 44 3.7

地 方 交 付 税 171,805 173,446 △ 1,642 △ 0.9

震 災 復 興 特 別 交 付 税 以 外 167,003 167,548 △ 546 △ 0.3

震 災 復 興 特 別 交 付 税 4,802 5,898 △ 1,096 △ 18.6

国 庫 支 出 金 144,712 145,974 △ 1,262 △ 0.9

地 方 債 88,938 97,761 △ 8,823 △ 9.0

う ち 臨 時 財 政 対 策 債 37,880 45,250 △ 7,370 △ 16.3

う ち 財 源 対 策 債 7,900 7,800 100 1.3

使 用 料 及 び 手 数 料 16,247 16,044 203 1.3

雑 収 入 41,703 40,780 923 2.3

計 876,702 877,675 △ 973 △ 0.1

一 般 財 源 622,982 622,366 616 0.1

歳
　
　
　
　
　
　
出

給 与 関 係 経 費 203,378 203,461 △ 83 △ 0.0

退 職 手 当 以 外 185,911 185,401 510 0.3

退 職 手 当 17,467 18,060 △ 593 △ 3.3

一 般 行 政 経 費 363,395 356,312 7,083 2.0

補 助 194,629 189,971 4,658 2.5

単 独 141,213 141,206 7 0.0

国民健康保険・後期高齢者医療制度関係事業費 15,053 15,135 △ 82 △ 0.5

ま ち・ ひ と・ し ご と 創 生 事 業 費 10,000 10,000 0 0.0

重 点 課 題 対 応 分 2,500 − 2,500 皆増

地 域 経 済 基 盤 強 化・ 雇 用 等 対 策 費 4,450 8,450 △ 4,000 △ 47.3

公 債 費 129,421 130,585 △ 1,164 △ 0.9

維 持 補 修 費 12,198 11,601 597 5.1

投 資 的 経 費 124,070 127,806 △ 3,736 △ 2.9

直 轄 ・ 補 助 69,353 74,652 △ 5,299 △ 7.1

単 独 54,717 53,154 1,563 2.9

う ち 緊 急 防 災・ 減 災 事 業 費 5,000 5,000 0 0.0

うち公共施設等最適化事業費 2,000 1,000 1,000 100.0

公 営 企 業 繰 出 金 25,290 25,660 △ 370 △ 1.4

企 業 債 償 還 費 普 通 会 計 負 担 分 15,905 16,247 △ 342 △ 2.1

そ の 他 9,385 9,413 △ 28 △ 0.3

不 交 付 団 体 水 準 超 経 費 14,500 13,800 700 5.1

計 876,702 877,675 △ 973 △ 0.1

地 方 一 般 歳 出 716,876 717,043 △ 167 △ 0.0

（参考） 通常収支分と東日本大震災分の合計
（単位：億円、％）
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平
成
二
十
八
年
度
地
方
債
計
画
は
、
平
成

二
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
。

　
毎
年
度
の
地
方
債
計
画
は
、
地
方
財
政
法

第
五
条
の
三
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

同
意
等
を
行
う
地
方
債
の
予
定
額
の
総
額
そ

の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
書
類
と

し
て
作
成
、
公
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
地

方
交
付
税
制
度
と
と
も
に
地
方
財
源
を
保
障

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

Ⅰ
　
地
方
債
計
画
の
策
定
方
針

　
平
成
二
十
八
年
度
地
方
債
計
画
は
、
引
き

続
き
厳
し
い
地
方
財
政
の
状
況
の
下
で
、
地

方
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
を

講
じ
、
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
が
防
災
・
減

災
対
策
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
及
び
地

域
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進

で
き
る
よ
う
、
所
要
の
地
方
債
資
金
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
に
関
連

す
る
事
業
を
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
、
所

要
額
に
つ
い
て
そ
の
全
額
を
公
的
資
金
で
確

保
を
図
る
こ
と
と
し
て
、
通
常
収
支
分
、
東

日
本
大
震
災
分
の
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
策
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
両
者

を
合
計
し
た
地
方
債

の
総
額
は
、
一
一
兆

二
、
四
六
二
億
円
と
な

り
、
前
年
度
に
比
べ
て

九
、
六
〇
二
億
円
、
七
・

九
％
の
減
と
な
っ
て
い

る
。（
表
１
）

平
成
二
十
八
年
度
　
地
方
債
計
画
の
概
要
等
に
つ
い
て

市
町
村
課
主
任
（
企
画
財
政
担
当
）　

吉
　
成
　
孝
　
文

区　　　分
平成28年度

（Ａ)
平成27年度

（Ｂ)
増　減　額

(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)
増　減　率

(Ｃ) ／ (Ｂ)×100

普通会計分 88,938 97,761 △    8,823 △    9.0

通　常　分 42,258 43,811 △    1,553 △    3.5

特　別　分 46,680 53,950 △    7,270 △  13.5

臨時財政対策債 37,880 45,250 △    7,370 △  16.3

財 源 対 策 債 7,900 7,800 100 1.3

退 職 手 当 債 800 800 0 0.0

調　　　　　整 100 100 0 0.0

公営企業会計等分 23,524 24,303 △       779 △    3.2

総　　　計 112,462 122,064 △    9,602 △    7.9

通　常　分 65,782 68,114 △    2,332 △    3.4

特　別　分 46,680 53,950 △    7,270 △  13.5

（単位：億円、％）

平成28年度地方債計画（総括表）表１

（注）公営企業会計等分はすべて通常分である。
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Ⅱ
　
地
方
債
計
画
の
主
な
特
色

１
　
通
常
収
支
分

（
１
）
概
況

　
　
平
成
二
十
八
年
度
地
方
債
計
画
の
通
常

収
支
分
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
の
見
通

し
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
公
営
企
業
会
計
等

分
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
所
要

額
等
を
勘
案
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
総
計
で
は
、
普
通
会
計
分
が
八
兆
八
、

六
〇
七
億
円
、
公
営
企
業
会
計
等
分
が
二

兆
三
、
四
七
五
億
円
で
、
合
わ
せ
て
一
一

兆
二
、
〇
八
二
億
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

前
年
度
に
比
べ
て
七
、
一
六
〇
億
円
、
六
・

〇
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。（
表
２
）

　
　
こ
れ
は
、
地
方
税
・
地
方
譲
与
税
等
が

増
収
と
な
り
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
前
年

度
に
比
べ
て
七
、
三
七
〇
億
円
の
大
幅
減

と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

（
２
）
主
な
特
色

　
①

　
公
共
施
設
の
最
適
配
置
の
推
進

　
　
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
実
施
す
る
、
既
存
の
公
共
施
設
の
集

約
化
・
複
合
化
や
転
用
、
除
却
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
公
共

施
設
最
適
化
事
業
債
を
大
幅
に
増
額
す

る
な
ど
の
対
応
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
具
体
的
に
は
、
集
約
化
・
複
合
化
事

業
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
最
適
化
事

業
債
が
前
年
度
の
四
一
〇
億
円
か
ら
一
、

一
三
〇
億
円
へ
大
幅
増
、
転
用
事
業
に

つ
い
て
は
、
地
域
活
性
化
事
業
債
（
内

数
）
が
前
年
度
の
九
〇
億
円
か
ら
一
一

〇
億
円
へ
増
、
除
却
事
業
に
つ
い
て
は
、

一
般
事
業
債
（
内
数
）
が
前
年
度
の
三

四
〇
億
円
か
ら
四
八
〇
億
円
へ
増
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
各
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
ら

の
措
置
を
活
用
し
、
公
共
施
設
の
最
適

配
置
な
ど
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
推
進
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
②

　
過
疎
対
策
事
業
の
推
進

　
　
　
引
き
続
き
、
地
方
創
生
（
特
に
「
し

ご
と
」
づ
く
り
）
に
寄
与
す
る
事
業
を

推
進
す
る
た
め
、
過
疎
対
策
事
業
債
が

前
年
度
の
四
、
一
〇
〇
億
円
か
ら
四
、

二
〇
〇
億
円
へ
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
な
お
、
平
成
二
十
七
年
度
に
過
疎
対

策
事
業
債
の
対
象
と
な
る
ハ
ー
ド
事
業

の
う
ち
、
民
間
雇
用
の
創
出
や
産
業
振

興
に
資
す
る
事
業
に
つ
い
て
、「
地
方

創
生
特
別
分
」
と
し
て
、
同
意
等
予
定

額
を
定
め
る
際
に
他
の
事
業
に
優
先
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

地
方
版
総
合
戦
略
の
対
象
期
間
で
あ
る

平
成
三
十
一
年
度
ま
で
継
続
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
過
疎
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
当
該

「
地
方
創
生
特
別
分
」
の
積
極
的
な
活

用
に
よ
り
、
地
方
創
生
に
関
す
る
取
り

組
み
の
推
進
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
③

　
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
の
推
進

　
　
　
引
き
続
き
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
防

災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
け
る

よ
う
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
が
前

年
度
と
同
額
の
五
、
〇
〇
〇
億
円
計
上

さ
れ
て
い
る
。

　
④

　
地
方
公
営
企
業
に
よ
る
生
活
関
連
社

　
　
会
資
本
の
整
備
の
推
進

　
　
　
上
・
下
水
道
、
交
通
、
病
院
等
住
民

生
活
に
密
接
に
関
連
し
た
社
会
資
本
の

整
備
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、

事
業
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
所
要

額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
⑤

　
公
営
企
業
会
計
の
適
用
の
推
進

        

地
方
公
営
企
業
へ
の
公
営
企
業
会
計

の
適
用
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

公
営
企
業
会
計
の
適
用
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
、
公
営
企
業
債
の
対
象
と
す

る
こ
と
と
し
、
所
要
額
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。

　
⑥

　
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
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（単位：億円、％）

平成28年度地方債計画
（通常収支分）

表２

項　　　　目
平成28年度
計画額（Ａ)

平成27年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

一　一 般 会 計 債

　１　公 共 事 業 等 16,601 16,389 212 1.3

　２　公 営 住 宅 建 設 事 業 1,141 1,126 15 1.3

　３　災 害 復 旧 事 業 711 647 64 9.9

　４　教育・福祉施設等整備事業 3,395 3,359 36 1.1

　　(1)　学 校 教 育 施 設 等 1,248 1,232 16 1.3

　　(2)　社 会 福 祉 施 設 381 376 5 1.3

　　(3)　一 般 廃 棄 物 処 理 657 649 8 1.2

　　(4)　一 般 補 助 施 設 等 569 562 7 1.2

　　(5)　施 設（ 一 般 財 源 化 分） 540 540 0 0.0

　５　一 般 単 独 事 業 21,474 20,543 931 4.5

　　(1)　一　　　　　　　　　般 4,362 4,351 11 0.3

　　(2)　地 域 活 性 化 690 490 200 40.8

　　(3)　防 災 対 策 871 871 0 0.0

　　(4)　地 方 道 路 等 3,221 3,221 0 0.0

　　(5)　旧 合 併 特 例 6,200 6,200 0 0.0

　　(6)　緊 急 防 災 ・ 減 災 5,000 5,000 0 0.0

　　(7)　公 共 施 設 最 適 化 1,130 410 720 175.6

　６　辺 地 及 び 過 疎 対 策 事 業 4,665 4,565 100 2.2

　　(1)　辺 地 対 策 465 465 0 0.0

　　(2)　過 疎 対 策 4,200 4,100 100 2.4

　７　公 共 用 地 先 行 取 得 等 事 業 345 345 0 0.0

　８　行 政 改 革 推 進 700 1,000 △ 300 △ 30.0

　９　調　　　　　　　　　　　整 100 100 0 0.0

計 49,132 48,074 1,058 2.2

二　公 営 企 業 債

　１　水 道 事 業 4,473 4,334 139 3.2

　２　工　業　用　水　道　事　業 222 178 44 24.7

　３　交 通 事 業 1,654 1,786 △ 132 △ 7.4

　４　電 気 事 業 ・ ガ ス 事 業 178 164 14 8.5

　５　港 湾 整 備 事 業 461 544 △ 83 △ 15.3

　６　病院事業・介護サービス事業 4,434 4,116 318 7.7

　７　市 場 事 業 ・ と 畜 場 事 業 458 2,096 △ 1,638 △ 78.1

　８　地 域 開 発 事 業 699 805 △ 106 △ 13.2

　９　下 水 道 事 業 11,597 10,981 616 5.6

　10　観 光 そ の 他 事 業 94 114 △ 20 △ 17.5

計 24,270 25,118 △ 848 △ 3.4

合　　　　　計 73,402 73,192 210 0.3
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地
方
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る
た

め
、
地
方
財
政
法
第
五
条
の
特
例
と
し

て
、
前
年
度
に
比
べ
て
七
、
三
七
〇
億

円
、
一
六
・
三
％
減
の
三
兆
七
、
八
八

〇
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
⑦

　
退
職
手
当
債
の
延
長

　
　
　
将
来
の
人
件
費
の
削
減
に
取
り
組
む

地
方
公
共
団
体
を
対
象
に
、
地
方
財
政

法
第
五
条
の
特
例
と
し
て
、
退
職
手
当

債
の
措
置
を
延
長
す
る
こ
と
と
し
、
所

要
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

２
　
東
日
本
大
震
災
分

　
平
成
二
十
八
年
度
地
方
債
計
画
の
東
日
本

大
震
災
分
に
つ
い
て
は
、
復
旧
・
復
興
事
業

と
し
て
、
総
計
で
三
八
〇
億
円
が
計
上
さ
れ

て
お
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
四
五
億
円
、
一

〇
・
六
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。（
表
３
）

　
な
お
、
全
国
防
災
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
七
年
度
限
り
で
終
了
す
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、　
地
方
債
計
画
か
ら
も
区
分

ご
と
削
除
さ
れ
て
い
る
。

Ⅲ
　
地
方
債
資
金
の
確
保

　
平
成
二
十
八
年
度
地
方
債
計
画
の
資
金
の

構
成
は
、
表
２
、
表
３
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
る
。

　
通
常
収
支
分
の
公
的
資
金
（
財
政
融
資
資

（単位：億円、％）

項　　　　目
平成28年度
計画額（Ａ)

平成27年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

三　臨 時 財 政 対 策 債 37,880 45,250 △ 7,370 △ 16.3

四　退 職 手 当 債 800 800 0 0.0

五　国 の 予 算 等 貸 付 金 債 （　　　302） （　　　345） （△ 43） （△ 12.5）

総　　　　　計
（　　　302） （　　　345） （△ 43） （△ 12.5）

112,082 119,242 △ 7,160 △ 6.0

内 

訳

普 通 会 計 分 88,607 95,009 △ 6,402 △ 6.7

公 営 企 業 会 計 等 分 23,475 24,233 △ 758 △ 3.1

資　金　区　分

公 的 資 金 46,115 49,578 △ 3,463 △ 7.0

財 政 融 資 資 金 28,076 30,381 △ 2,305 △ 7.6

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 資 金 18,039 19,197 △ 1,158 △ 6.0

（ 国 の 予 算 等 貸 付 金 ） （　　　302） （　　　345） （△ 43） （△ 12.5）

民 間 等 資 金 65,967 69,664 △ 3,697 △ 5.3

市 場 公 募 36,900 40,000 △ 3,100 △ 7.8

銀 行 等 引 受 29,067 29,664 △ 597 △ 2.0

その他同意等の見込まれる項目
　１　資金区分の変更等を行う場合において発行する借換債
　２　地方税等の減収が生じることとなる場合において発行する減収補塡債
　３　財政再生団体が発行する再生振替特例債

（備考）

１　一般補助施設等のうち、特別転貸債分として 44 億円を計上している。

２　国の予算等貸付金債の（　）書は、災害援護資金貸付金などの国の予算等に基づく貸付金を財源とするものであって外

書である。
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（単位：億円、％）

平成28年度地方債計画
（東日本大震災分）

表３

項　　　　　目
平成28年度
計画額（Ａ)

平成27年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

一般会計債

公営住宅建設事業 323 345 △ 22 △ 6.4

災害復旧事業 18 33 △ 15 △ 45.5

一般単独事業 8 10 △ 2 △ 20.0

公営企業債

水道事業 1 2 △ 1 △ 50.0

病院事業・介護サービス事業 0 1 △ 1 △ 100.0

市場事業・と畜場事業 4 2 2 100.0

下水道事業 22 17 5 29.4

被災施設借換債 4 15 △ 11 △ 73.3

国の予算等貸付金債 （　　　　15） （　　　　20） （△ 5） （△ 25.0）

総　　　　　　　　計
（　　　　15） （　　　　20） （△ 5） （△ 25.0）

380 425 △ 45 △ 10.6

内
訳

普 通 会 計 分 331 355 △ 24 △ 6.8

公 営 企 業 会 計 等 分 49 70 △ 21 △ 30.0

資
金
区
分

公 的 資 金

財 政 融 資 資 金 259 290 △ 31 △ 10.7

地方公共団体金融機構資金 121 135 △ 14 △ 10.4

（ 国 の 予 算 等 貸 付 金 ） （　　　　15） （　　　　20） （△ 5） （△ 25.0）

その他同意等の見込まれる項目
　１　東日本大震災復興特別会計予算に係る国庫支出金を受けて事業を実施する場合に発行する一般補助施設

整備等事業債
　２　上記以外の東日本大震災復興特別会計予算に係る復興交付金等を受けて事業を実施する場合に発行する

公営企業債
　３　上記以外の公営企業の事業区分において発行する震災減収対策企業債

（備考）
　　国の予算等貸付金債の（　）書は、国の予算等に基づく貸付金を財源とするものであって外書である。

（1）　復旧・復興事業

（単位：億円、％）

項　　　　　目
平成28年度
計画額（Ａ)

平成27年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

一般会計債

全国防災事業 − 2,397 △ 2,397 皆減

総　　　　　　　　計 − 2,397 △ 2,397 皆減

内訳 普 通 会 計 分 − 2,397 △ 2,397 皆減

資
金
区
分

公 的 資 金

財 政 融 資 資 金 − 2,019 △ 2,019 皆減

地方公共団体金融機構資金 − 378 △ 378 皆減

（2）　全国防災事業
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金
、
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
資
金
）
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
と
同
程
度
の
割
合
が
確
保

さ
れ
、
所
要
額
と
し
て
、
四
兆
六
、
一
一
五

億
円
（
前
年
度
比
三
、
四
六
三
億
円
、
七
・

〇
％
減
、
構
成
比
四
一
・
一
％
）
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
分
に
つ
い
て
は
、

関
連
す
る
事
業
が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
、

所
要
額
の
全
額
が
公
的
資
金
で
確
保
さ
れ
て

い
る
。

　
一
方
、
民
間
等
資
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の

円
滑
な
調
達
を
図
る
た
め
、
市
場
公
募
地
方

債
の
発
行
を
引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

Ⅳ
　
地
方
公
営
企
業
の
改
革
に

　
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
公
営
企
業
に
つ
い
て
は
、
保
有
す
る
資
産

の
老
朽
化
に
伴
う
大
量
更
新
期
の
到
来
や
人

口
減
少
等
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少
等
に
よ

り
、
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

不
断
の
経
営
健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
総
務
省
は
、「
経

営
状
況
の
把
握
と
管
理
」
に
つ
い
て
は
「
公

営
企
業
会
計
の
適
用
」
を
、「
経
営
改
革
」

に
つ
い
て
は
中
長
期
的
な
経
営
の
基
本
計
画

で
あ
る
「
経
営
戦
略
」
の
策
定
を
要
請
し
て

い
る
。

１
　
公
営
企
業
会
計
の
適
用
の
推
進

　
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
七
日
に
総
務

大
臣
通
知
、
自
治
財
政
局
長
通
知
が
発
出

さ
れ
、
経
営
基
盤
の
強
化
や
財
政
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
向
上
等
を
よ
り
的
確
に
行
う

た
め
に
は
、
公
営
企
業
会
計
を
適
用
し
、　

自
ら
の
経
営
・
資
産
等
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
資
料
１
）

　
具
体
的
に
は
、

　
○
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年

度
ま
で
を
公
営
企
業
会
計
適
用
の
「
集

中
取
組
期
間
」
と
す
る

　
○
下
水
道
事
業
及
び
簡
易
水
道
事
業
を

「
重
点
事
業
」
と
位
置
付
け

　
　
・
都
道
府
県
及
び
人
口
三
万
人
以
上
の

市
区
町
村
等
に
つ
い
て
は
、
公
共
下

水
道
、
流
域
下
水
道
、
簡
易
水
道
事

業
の
移
行
が
必
要
。
人
口
三
万
人
未

満
の
市
町
村
に
つ
い
て
も
で
き
る
限

り
移
行
が
必
要

　
　
・
そ
の
他
の
事
業
も
実
情
に
応
じ
て
移

行
が
望
ま
し
い

な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

　
各
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
総
務
省
が
策

定
・
公
表
し
て
い
る
「
地
方
公
営
企
業
法
の

適
用
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
、
公
営
企

業
会
計
の
適
用
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充

当
す
る
た
め
に
措
置
さ
れ
て
い
る
公
営
企
業

債（
平
成
二
十
七
年
度
〜
平
成
三
十
一
年
度
）

等
を
適
切
に
活
用
し
な
が
ら
、
公
営
企
業
会

計
の
適
用
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
着

実
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

２
　「
経
営
戦
略
」
の
策
定

　
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
八
年
一
月
二
十
六
日
に
公
営
企
業
三

課
室
長
通
知
が
発
出
さ
れ
、
各
公
営
企
業

が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
事
業
を
継

続
し
て
い
く
た
め
の
中
長
期
的
な
経
営
の

基
本
計
画
で
あ
る
「
経
営
戦
略
」
の
策
定

が
要
請
さ
れ
て
い
る
。（
資
料
２
）

　
　
具
体
的
に
は
、

　
○
「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
の
「
集
中

改
革
期
間
」
で
あ
る
平
成
二
十
八
年
度

か
ら
平
成
三
十
年
度
ま
で
の
間
、
集
中

的
に
策
定
を
推
進
し
、
平
成
三
十
二
年

度
ま
で
に
策
定
率
一
○
○
％
を
目
指
す

　
○
水
道
事
業
の
高
料
金
対
策
、
下
水
道
事

業
の
高
資
本
費
対
策
に
つ
い
て
、
経
営

戦
略
策
定
を
要
件
化
（
平
成
二
十
九
年

度
〜
）

　
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

　
各
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
総
務
省
が

策
定
・
公
表
し
て
い
る
「
経
営
戦
略
策
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
、
経
営
戦
略
の
策
定

に
要
す
る
経
費
に
対
す
る
特
別
交
付
税
措

置（
平
成
二
十
八
年
度
〜
平
成
三
十
年
度
）

等
を
適
切
に
活
用
し
な
が
ら
、
実
効
性
の
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あ
る
「
経
営
戦
略
」
が
策
定
で
き
る
よ
う
、

着
実
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

Ⅴ
　
お
わ
り
に

　
各
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
中
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
計
画
的
な
財
政
運
営
に
資
す

る
た
め
、
地
方
債
の
発
行
に
当
た
っ
て
は
、

当
該
年
度
の
地
方
債
計
画
の
内
容
に
十
分
ご

留
意
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
将
来
に
わ
た

る
地
方
債
の
発
行
計
画
や
償
還
計
画
等
に
よ

り
、
総
合
的
な
地
方
債
の
管
理
に
努
め
つ
つ
、

地
方
債
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
創
生
に
関
す
る
取
り
組
み
や
、
公
共
施

設
の
最
適
配
置
等
の
着
実
な
推
進
を
お
願
い

し
た
い
。

　
な
お
、
平
成
二
十
八
年
度
の
各
事
業
債
の

詳
細
な
取
扱
い
等
、
具
体
的
な
起
債
事
務
に

つ
い
て
は
、
総
務
省
が
告
示
す
る
地
方
債
同

意
等
基
準
や
、
総
務
副
大
臣
が
通
知
す
る
地

方
債
同
意
等
基
準
運
用
要
綱
等
を
踏
ま
え
、

適
切
な
事
務
処
理
を
お
願
い
し
た
い
。

資料１

資料２

平成25年度 「地方公営企業法の適用に関する研究会」における検討等

 

○

平成26年８月 「公営企業会計の適用拡大に向けたロードマップ」の発出

平成27年１月 「地方公営企業法の適用に関する実務研究会」報告書の取りまとめ

○「地方公営企業法の適用に関するマニュアル」の作成。

 

※ 併せて、適用に取り組むに当たっての留意事項を通知（自治財政局長通知）

●下水道事業及び簡易水道事業を「重点事業」と位置付け。

○総務省が講じる支援措置等について周知。

平成26年６月 「経済財政運営と改革の基本方針2014」

●公営企業会計適用についてのマニュアルの策定を周知。地方財政措置の拡充、アドバイザーの派遣、研修の実施等を周知。

・経営改革の推進、都道府県が講じることが望まれる支援措置等を助言。

の市町村についてもできる限り移行が必要。 

・その他の事業も実情に応じて移行が望ましい。 

・ 

公営企業会計の適用の推進について（要請） 

公営企業会計の適用推進が必要。住民生活に密着し資産規模が大きい下水道事業及び簡易水道事業は特に必要性が高い。ロードマップを示すべき。

○財政マネジメント強化、PPP/PFI推進支援等のため、簡易水道事業、下水道事業等に対して同会計の適用を促進する。

○公営企業適用促進のスケジュール（平成27年１月頃に正式な要請を行う等）、範囲等について、地方公共団体に周知。

○計画的な経営基盤の強化と財政マネジメントの向上等をより的確に行うため、公営企業会計の適用に取り組むことを要請。

●平成27年度から平成31年度までを公営企業会計適用の「集中取組期間」とする。

都道府県及び人口３万人以上の市区町村等については公共下水道、流域下水道、簡易水道事業の移行が必要。人口３万人未満

適用推進の要請に至るまでの経緯

公営企業会計の適用の推進について（要請）（平成27年１月27日付　総務大臣通知）

財源試

反映

○

○

○

○

（計画期間は基本10年以上）

○各公営企業が、将来にわたって安定的に事業を
継続していくための中長期的な経営の基本計画
である「経営戦略」の策定を要請。

○「経済・財政再生計画」の「集中改革期間」である平成を
画

「経営戦略」の策定推進について

（平成26年8月29日付け公営企業三課室長通知） 

28年度から平成30年度までの間、集中的に策定を推進
（平成32年度までに策定率100％を目指す）
（平成28年1月26日付け公営企業三課室長通知）

経営戦略[イメージ] 経営戦略の策定を進めるための方策

広域化，民間の資金・
ノウハウ活用（ＰＰＰ
／ＰＦＩ等）

組織，人材，定員，
給与の適正化

その他の経営基盤強
化の取組（ＩＣＴ活用
等）

○ダウンサイジング、スペッ
　クダウン
○長寿命化
○過剰・重複投資の見直し
○優先順位が低い事業の取
　りやめ
　　　　　　　　　　　等

○　料金の見直し

○　内部留保額の見直し

　　　　　　　　　等

投資試算の検討 財源試算の検討

投資・財政計画の策定

経営基盤強化と財政マネジメントの向上

「経営戦略策定ガイドライン」の策定・公表

経営戦略の策定に要する経費に対する
特別交付税措置（平成28年度～30年度）

毎年度、経営戦略の策定に係る進捗状況
を調査・個別団体ごとに公表

水道事業の高料金対策、下水道事業の高
資本費対策について、経営戦略策定を要件
化（平成29年度～）
など

「経営戦略」の策定に適切に取り組み、計画的
かつ合理的な経営を行うことにより収支の改善
等を通じた経営基盤の強化等を図る

効率化・経営健全化の取組
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（単位：億円、％）

平成28年度地方債計画
（通常収支分と東日本大震災分の合計）

（参考）

項　　　　目
平成28年度
計画額（Ａ)

平成27年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

一　一 般 会 計 債

　１　公 共 事 業 等 16,601 16,389 212 1.3

　２　公 営 住 宅 建 設 事 業 1,464 1,471 △ 7 △ 0.5

　３　災 害 復 旧 事 業 729 680 49 7.2

　４　全 国 防 災 事 業 − 2,397 △ 2,397 皆減

　５　教育・福祉施設等整備事業 3,395 3,359 36 1.1

　　(1)　学 校 教 育 施 設 等 1,248 1,232 16 1.3

　　(2)　社 会 福 祉 施 設 381 376 5 1.3

　　(3)　一 般 廃 棄 物 処 理 657 649 8 1.2

　　(4)　一 般 補 助 施 設 等 569 562 7 1.2

　　(5)　施 設（ 一 般 財 源 化 分） 540 540 0 0.0

　６　一 般 単 独 事 業 21,482 20,553 929 4.5

　　(1)　一　　　　　　　　　般 4,370 4,361 9 0.2

　　(2)　地 域 活 性 化 690 490 200 40.8

　　(3)　防 災 対 策 871 871 0 0.0

　　(4)　地 方 道 路 等 3,221 3,221 0 0.0

　　(5)　旧 合 併 特 例 6,200 6,200 0 0.0

　　(6)　緊 急 防 災 ・ 減 災 5,000 5,000 0 0.0

　　(7)　公 共 施 設 最 適 化 1,130 410 720 175.6

　７　辺 地 及 び 過 疎 対 策 事 業 4,665 4,565 100 2.2

　　(1)　辺 地 対 策 465 465 0 0.0

　　(2)　過 疎 対 策 4,200 4,100 100 2.4

　８　公 共 用 地 先 行 取 得 等 事 業 345 345 0 0.0

　９　行 政 改 革 推 進 700 1,000 △ 300 △ 30.0

　10　調　　　　　　　　　　　整 100 100 0 0.0

計 49,481 50,859 △ 1,378 △ 2.7

二　公 営 企 業 債

　１　水 道 事 業 4,474 4,336 138 3.2

　２　工　業　用　水　道　事　業 222 178 44 24.7

　３　交 通 事 業 1,654 1,786 △ 132 △ 7.4

　４　電 気 事 業 ・ ガ ス 事 業 178 164 14 8.5

　５　港 湾 整 備 事 業 461 544 △ 83 △ 15.3

　６　病院事業・介護サービス事業 4,434 4,117 317 7.7

　７　市 場 事 業 ・ と 畜 場 事 業 462 2,098 △ 1,636 △ 78.0

　８　地 域 開 発 事 業 699 805 △ 106 △ 13.2

　９　下 水 道 事 業 11,619 10,998 621 5.6

　10　観 光 そ の 他 事 業 94 114 △ 20 △ 17.5

計 24,297 25,140 △ 843 △ 3.4

合　　　　　計 73,778 75,999 △ 2,221 △ 2.9
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（単位：億円、％）

項　　　　目
平成28年度
計画額（Ａ)

平成27年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

三　被 災 施 設 借 換 債 4 15 △ 11 △ 73.3

四　臨 時 財 政 対 策 債 37,880 45,250 △ 7,370 △ 16.3

五　退 職 手 当 債 800 800 0 0.0

六　国 の 予 算 等 貸 付 金 債 （　　　317） （　　　365） （△ 48） （△ 13.2）

総　　　　　計
（　　　317） （　　　365） （△ 48） （△ 13.2）

112,462 122,064 △ 9,602 △ 7.9

内 

訳

普 通 会 計 分 88,938 97,761 △ 8,823 △ 9.0

公 営 企 業 会 計 等 分 23,524 24,303 △ 779 △ 3.2

資　金　区　分

公 的 資 金 46,495 52,400 △ 5,905 △ 11.3

財 政 融 資 資 金 28,335 32,690 △ 4,355 △ 13.3

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 資 金 18,160 19,710 △ 1,550 △ 7.9

（ 国 の 予 算 等 貸 付 金 ） （　　　317） （　　　365） （△ 48） （△ 13.2）

民 間 等 資 金 65,967 69,664 △ 3,697 △ 5.3

市 場 公 募 36,900 40,000 △ 3,100 △ 7.8

銀 行 等 引 受 29,067 29,664 △ 597 △ 2.0

その他同意等の見込まれる項目
　１　資金区分の変更等を行う場合において発行する借換債
　２　地方税等の減収が生じることとなる場合において発行する減収補塡債
　３　財政再生団体が発行する再生振替特例債

（備考）

　１　一般補助施設等のうち、特別転貸債分として 44 億円を計上している。
　２　国の予算等貸付金債の（　）書は、災害援護資金貸付金などの国の予算等に基づく貸付金を財源とするもの

であって外書である。
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は
じ
め
に

　
平
成
二
十
八
年
度
の
税
制
改
正
は
、
平
成

二
十
七
年
十
二
月
十
六
日
に
与
党
に
お
い
て
、

平
成
二
十
八
年
度
税
制
大
綱
（
以
下
「
与

党
大
綱
」
と
い
う
。）
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、

同
二
十
四
日
に
政
府
に
お
い
て
「
平
成
二
十

八
年
度
税
制
改
革
の
大
綱
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
与
党
大
綱
で
は
、
現
下
の
経
済
情
勢

等
を
踏
ま
え
、

①
デ
フ
レ
脱
却
・
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た

税
制
措
置

②
地
方
創
生
の
推
進
・
特
区
に
係
る
税
制
上

の
支
援
措
置

③
消
費
税
一
〇
％
段
階
で
の
税
制
措
置

④
円
滑
・
適
正
な
納
税
の
た
め
の
納
税
環
境

整
備

を
中
心
に
改
正
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
着
手
さ
れ

た
法
人
税
改
革
で
は
、
成
長
志
向
の
法
人
税

改
革
を
更
に
大
胆
に
推
進
す
る
と
し
て
、
財

源
を
確
保
し
つ
つ
、
法
人
税
率
の
引
き
下
げ

や
、
法
人
事
業
税
に
お
い
て
、
所
得
割
の
税

率
引
き
下
げ
及
び
外
形
標
準
課
税
の
拡
大
等

が
行
わ
れ
、
法
人
実
効
税
率
の
二
〇
％
台
へ

の
引
き
下
げ
が
前
倒
し
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
二
十
八
年

度
税
制
改
正
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

以
下
市
町
村
税
に
関
す
る
主
な
改
正
内
容
の

概
略
等
を
ご
説
明
し
ま
す
。

１
　
法
人
住
民
税
関
係

（
１
）　
地
方
法
人
課
税
の
偏
在
是
正(

平
成

　
二
十
九
年
度
〜
）

　
地
方
法
人
課
税
に
つ
い
て
は
、
法
人
の
所

得
を
中
心
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

利
益
を
上
げ
て
い
る
大
法
人
が
多
数
存
在
す

る
大
都
市
へ
の
税
源
の
偏
在
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
そ
の

更
な
る
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
消
費
税
率
八
％
段
階
に

お
い
て
も
是
正
措
置
が
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
平
成
二
十
九
年
四
月
か
ら
の
消
費
税
率

一
〇
％
へ
の
引
上
げ
時
に
お
い
て
、
更
に
制

度
を
拡
充
し
、
地
域
間
の
税
源
の
偏
在
性
を

是
正
し
、
財
政
力
格
差
の
縮
小
を
図
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
法
人
住
民
税
法
人
税
割

の
税
率
が
五
・
九
％
引
き
下
げ
ら
れ
、
そ
の

引
下
げ
相
当
分
地
方
法
人
税
率
の
引
き
上
げ

を
行
い
、
交
付
税
特
会
に
繰
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
交
付
税
原
資
と
し
て
地
方
に
再
配
分

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
標
準
税
率
）

道
府
県
民
税
：
三
・
二
％
→
一
・
〇
％

　
　
　
　
　
　（
▲
二
・
二
％
）

市
町
村
民
税
：
九
・
七
％
→
六
・
〇
％

　
　
　
　
　
　（
▲
三
・
七
％
）

地
方
法
人
税
：
四
・
四
％
→
一
〇
・
三
％

　
　
　
　
　
　（
＋
五
・
九
％
）

　
ま
た
、
引
き
下
げ
ら
れ
る
法
人
市
町
村
民

税
法
人
税
割
の
二
・
〇
％
相
当
分
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
　
税
制
改
正
（
市
町
村
税
関
係
）
に
つ
い
て

市
町
村
課
課
長
補
佐
（
税
政
担
当
）　

美
　
吉
　
克
　
春
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は
、
地
方
法
人
特

別
税
等
を
廃
止
し
、

法
人
事
業
税
に
復

元
し
た
後
、
法
人

事
業
税
額
の
五
．

四
％
を
都
道
府
県

か
ら
市
町
村
に
交

付
す
る
「
法
人
事

業
税
交
付
金
」
が

創
設
さ
れ
、
補
填

さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
交

付
金
の
交
付
基
準

に
つ
い
て
は
、
従

業
者
数
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
初
年

度
か
ら
三
年
間
に

つ
い
て
は
、
法
人

税
割
額
が
考
慮
さ

れ
ま
す
。

（
交
付
基
準
）　

　
従
業
者
数

　
平
成
二
十
九
年
度
：
法
人
税
割
額

　
平
成
三
十
年
度

　
：
法
人
税
割
額
２
／
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
業
者
数

　
１
／
３

　
平
成
三
十
一
年
度
：
法
人
税
割
額
１
／
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
業
者
数

　
２
／
３    

（
表
１
）

（
２
）　
地
方
応
援
税
制
（
企
業
版
ふ
る
さ
と

　
納
税
）
の
創
設

　
我
が
国
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
地
方
創
生

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が

地
方
創
生
を
推
進
す
る
上
で
効
果
が
高
い
と

し
て
実
施
す
る
国
の
認
定
を
受
け
た
地
域
再

生
計
画
に
記
載
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
寄
附
活
用
事
業
」
に
対
し
て
青
色

申
告
を
実
施
す
る
法
人
が
改
正
地
域
再
生
法

の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十

一
日
の
間
に
行
っ
た
寄
附
に
つ
い
て
、
現
行

の
損
金
算
入
措
置
に
加
え
て
、
法
人
事
業
税
、

法
人
住
民
税
法
人
税
割
及
び
法
人
税
か
ら
税

額
控
除
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寄
附

法
人
の
負
担
は
、
約
六
割
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

（
控
除
基
準
）

①
法
人
事
業
税

　
寄
附
金
額
×
一
〇
％

　
※
上
限
：
当
期
税
額
の
二
〇
％

　（
地
方
法
人
特
別
税
廃
止
後
：
一
五
％
）

②
法
人
住
民
税

　
寄
附
金
額
×
二
〇
％

　「
内
訳
」

　
道
府
県
民
税
：
五
％
（
二
・
九
％
）

　
市
町
村
民
税
：
一
五
％
（
一
七
・
一
％
）

　（
　
）
内
は
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
〜

　
※
上
限
：
当
期
税
額
の
二
〇
％

③
法
人
税
：
寄
附
額
の
二
〇
％
の
う
ち

　
法
人
住
民
税
で
控
除
で
き
な
か
っ
た
分

　（
寄
附
額
の
一
〇
％
限
度
）

　
※
上
限
：
当
期
税
額
の
五
％

（
表
２
）

表１
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２
　
車
体
課
税
関
係

（
１
）　
自
動
車
取
得
税
の
廃
止
と
環
境
性
能

　
割
の
導
入
（
平
成
二
十
九
年
度
〜
）

　
車
体
課
税
に
つ
い
て
は
、
税
制
抜
本
改
革

法
や
平
成
二
十
六
年
度
税
制
改
正
大
綱
等
に

お
い
て
、
地
方
財
政
に
配
慮
し

つ
つ
、
負
担
の
軽
減
、
グ
リ
ー

ン
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
消
費

税
率
一
〇
％
へ
の
引
上
げ
に
合

わ
せ
て
抜
本
的
に
見
直
す
と
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
動
車
取

得
税
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
九

年
四
月
一
日
に
廃
止
す
る
こ
と
、

ま
た
、
自
動
車
税
及
び
軽
自
動

車
税
そ
れ
ぞ
れ
に
、
自
動
車
取

得
税
の
グ
リ
ー
ン
化
機
能
を
維

持･

強
化
す
る
環
境
性
能
割
が

創
設
さ
れ
、
平
成
二
十
九
年
四

月
一
日
か
ら
導
入
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
環
境
性
能
割
に
つ
い
て

は
、
五
〇
万
円
を
超
え
る
自
動

車
等
を
購
入
し
た
場
合
に
燃
費

基
準
値
達
成
度
等
に
応
じ
て
申

告
納
付
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
当
分
の
間
、
軽
自
動
車

税
分
も
都
道
府
県
が
賦
課
徴
収
を
行
い
ま
す
。

　
税
率
に
つ
い
て
は
、
非
課
税
、
一
％
、
二
％
、

三
％
の
四
段
階
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
営
業

車
及
び
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、

二
％
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
税
率
を
決
定
す
る
燃
費
基
準
値
達

成
度
等
に
つ
い
て
は
、
技
術
開
発
の
動
向
や

地
方
財
政
へ
の
影
響
等
を
踏
ま
え
二
年
ご
と

に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
税
環
境
性
能
割
に
つ
い
て

は
、
税
額
か
ら
徴
税
費
五
％
を
控
除
し
た
額

（
税
額
の
九
五
％
）
の
六
五
％
が
市
町
村
道

の
延
長
及
び
面
積
を
基
準
と
し
て
都
道
府
県

か
ら
市
町
村
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

（
表
３
）

（
２
）　
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

　（
軽
課
）
の
延
長

　
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
七
年
度
税
制
改
正
で
単
年

度
措
置
と
し
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回

の
改
正
に
お
い
て
、
基
準
は
同
様
と
し
て
適

用
期
限
が
一
年
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

新
規
検
査
を
受
け
た
軽
四
輪
車
等
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
九
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
つ
い
て

は
、
環
境
性
能
割
を
補
完
す
る
制
度
で
あ
る

こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
、
平
成
二
十
九
年

度
税
制
改
正
に
お
い
て
具
体
的
な
結
論
を
得

る
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
検
討
事
項
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

（
表
４
）

表２
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３
　
固
定
資
産
税
関
係

（
１
）　
地
域
の
中
小
企
業
に
よ
る
設
備
投
資

　
の
支
援
措
置

　
固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資
産
へ
の
課

税
に
つ
い
て
は
、
投
資
に
対
す
る
収
益
性
を

低
下
さ
せ
、
国
内
投
資
の
阻
害
要
因
に
な
っ

て
い
る
な
ど
と
し
て
、
見
直
し
の
要
望
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
二
十
七
年
度
与
党
税
制

大
綱
に
お
い
て
、
設
備
投
資
促
進
目
的
と
し

た
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
課
税
に
関
す
る

措
置
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
が
市
町
村

を
支
え
る
基
幹
税
目
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

政
策
目
的
と
そ
の
効
果
、
補
助
金
等
他
の
政

策
手
段
と
の
関
係
、
地
方
財
政
に
与
え
る
影

響
な
ど
幅
広
い
観
点
か
ら
引
き
続
き
検
討
を

す
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
与
党
大
綱
に
お
い
て
、
固
定
資
産

税
が
市
町
村
財
政
を
支
え
る
安
定
し
た
基
幹

表３

表４
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税
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
償
却
資
産
に
対
す

る
課
税
制
度
は
堅
持
す
る
と
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
経
済
は
回
復
基
調

に
あ
る
も
の
の
、
地
方
間
に
よ
っ
て
差
異
が

あ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
、
地

域
の
中
小
企
業
に
よ
る
設
備
投
資
の
促
進
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
中
小
企
業
等
に

対
す
る
固
定
資
産
税
の
時
限
的
特
例
措
置
が

創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
中
小
企
業
等
（
※
①
）
が
、

経
済
産
業
省
が
制
定
を
予
定
し
て
い
る
「
中

小
企
業
の
生
産
性
の
向
上
に
関
す
る
法
律

（
仮
称
）」
に
規
定
さ
れ
た
認
定
生
産
性
向
上

計
画
（
仮
称
）
に
記
載
さ
れ
た
生
産
性
向
上

設
備
（
仮
称
）
の
う
ち
一
定
の
機
械
及
び
装

置
（
※
②
）
を
同
法
施
行
の
日
か
ら
平
成
三

十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
取
得
し

た
場
合
に
は
、
そ
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

課
税
標
準
を
最
初
の
三
年
間
価
格
の
二
分
の

一
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
①
中
小
企
業
者
等

　
・
資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
が
一
億

円
以
下
の
法
人

　
・
資
本
金
又
は
出
資
金
を
有
し
な
い
法
人

の
場
合
は
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の

数
が
一
、
〇
〇
〇
人
以
下
の
法
人

　
・
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
一
、
〇

〇
〇
人
以
下
の
個
人

※
②
一
定
の
機
械
及
び
装
置
（
次
の
い

　
　
　

ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
）

　
・
販
売
開
始
か
ら
一
〇
年
以
内

　
・
旧
モ
デ
ル
比
で
生
産
性
が
年
一
％
以
上

向
上

　
・
取
得
価
額
が
一
六
〇
万
円
以
上

（
２
）　
遊
休
農
地
に
係
る
課
税
の
強
化
・
軽
減

　
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
拡
大
が
全

国
的
な
課
題
と
な
る
中
で
、
今
後
の
検
討
事

項
と
さ
れ
、
税
制
調
査
会
に
お
い
て
遊
休
農

地
に
対
す
る
課
税
の
強
化
及
び
農
地
中
間
管

理
機
構
に
農
地
を
貸
し
付
け
た
場
合
の
軽
減

措
置
等
の
検
討
が
総
合
的
に
な
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
六
月
の
政
府
規
制

改
革
会
議
等
に
お
い
て
も
、
農
地
保
有
に
係

る
課
税
の
強
化
軽
減
等
に
つ
い
て
、
早
期
の

結
論
を
得
る
と
閣
議
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
次
の
と
お
り
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

①
農
地
保
有
に
係
る
課
税
の
強
化

　（
平
成
二
十
九
年
度
〜
）

　
農
地
法
に
基
づ
く
農
業
委
員
会
に
よ
る
農

地
中
間
管
理
機
構
の
農
地
中
間
管
理
権
の
取

得
に
関
す
る
協
議
の
勧
告
を
受
け
た
農
業
振

興
地
域
内
に
所
在
す
る
遊
休
農
地
に
つ
い
て
、

固
定
資
産
税
に
お
け
る
農
地
の
評
価
に
お
い

て
農
地
売
買
の
特
殊
性
を
考
慮
し
正
常
売
買

価
格
に
乗
じ
ら
れ
て
い
る
割
合
（
平
成
二
十

七
年
度
〇
・
五
五
）
を
乗
じ
な
い
こ
と
と
す

る
評
価
方
法
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

②
農
地
保
有
に
係
る
課
税
の
軽
減

　
所
有
す
る
全
て
の
農
地
（
一
〇
ａ
未
満
の

自
作
地
を
除
く
）
に
、
農
地
中
間
管
理
事
業

の
た
め
の
賃
借
権
等
を
新
た
に
設
定
し
、
か

つ
、
当
該
賃
借
権
等
の
期
間
が
一
〇
年
以
上

で
あ
る
農
地
に
係
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市

計
画
税
に
つ
い
て
、
課
税
標
準
を
最
初
の
三

年
間
価
格
の
二
分
の
一
（
賃
借
権
等
の
設
定

期
間
が
一
五
年
以
上
で
あ
る
農
地
に
つ
い
て

は
最
初
の
五
年
間
価
格
の
二
分
の
一
）
と
す

る
措
置
が
二
年
間
に
限
り
講
じ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

（
表
５
）

（
３
）　
防
災
及
び
減
災
に
資
す
る
道
路
の

　
無
電
柱
化
の
促
進
に
係
る
特
例

　
一
般
電
気
事
業
者
、
電
気
通
信
事
業
者
等

が
、
防
災
上
重
要
な
道
路
（
災
害
対
策
基
本

法
に
基
づ
く
都
道
府
県
の
防
災
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
た
緊
急
輸
送
道
路
）
に
お
け
る
無

電
柱
化
の
た
め
、
道
路
の
地
下
に
埋
設
を
し

た
ケ
ー
ブ
ル
、
ト
ラ
ン
ス
等
（
平
成
二
十
八

年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
取
得
）
に
係
る
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
、
最
初
の
四
年
間
課
税
標
準
の
価
格
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を
三
分
の
二
（
道
路
法
第
三
十
七
条
に
基
づ

く
道
路
占
用
の
禁
止
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ

た
道
路
に
つ
い
て
は
最
初
の
四
年
間
課
税
標

準
の
価
格
を
二
分
の
一
）
と
す
る
特
例
措
置

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

４
　
納
税
環
境
整
備
関
係

（
１
）　
加
算
金
の
加
重
措
置
の
導
入

　

　
過
去
五
年
以
内
に

不
申
告
等
に
基
づ
き

不
申
告
加
算
金
又
は

重
加
算
金
を
賦
課
さ

れ
た
者
が
、
再
び
不

申
告
等
に
基
づ
き
同

加
算
金
を
課
さ
れ
る

場
合
に
は
、
そ
の
割

合
に
一
〇
％
を
加
算

す
る
措
置
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
こ
の
制
度

は
、
平
成
二
十
九
年

一
月
一
日
以
降
に
申

告
期
限
が
到
来
す
る

地
方
税
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。

（
２
）　
個
人
住
民
税

に
係
る
徴
収
引
継
特
例
の
対
象
拡
大
に
つ

い
て

　
市
町
村
長
の
同
意
を
得
て
行
う
個
人
住
民

税
の
徴
収
引
継
特
例
に
つ
い
て
、
対
象
に
過

年
度
分
の
滞
納
者
以
外
の
者
に
係
る
当
該
年

度
滞
納
分
が
追
加
さ
れ
、
現
年
度
分
の
み
の

滞
納
者
に
つ
い
て
も
対
象
者
と
な
り
ま
し
た
。

５
　
む
す
び
に

　
今
改
正
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
政
策
に

よ
り
、
企
業
の
経
常
利
益
が
過
去
最
高
水
準

と
な
る
な
ど
経
済
は
回
復
傾
向
で
あ
る
も
の

の
、
地
方
間
に
よ
り
そ
の
傾
向
に
開
き
が
あ

る
と
し
て
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
導
入

な
ど
地
方
創
生
に
向
け
た
取
組
の
強
化
が
図

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
他
方
、
地
方
税
を
取
り
巻
く
環
境
と
し
て

は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
利
用
が
開
始
さ
れ
、
税
分
野
で
の

適
正
な
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
ま
た
、
基
準
財
政
収
入
額
の
算
定
に

お
い
て
、
捕
捉
徴
収
率
に
上
位
三
分
の
一
の

団
体
が
達
成
し
て
い
る
徴
収
率
を
用
い
る
こ

と
に
な
り
、
な
お
一
層
の
徴
収
対
策
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
税
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々

厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
が
、
税

負
担
の
公
平
を
確
保
し
、
住
民
の
納
税
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
市
町
村
行
政

に
対
す
る
住
民
の
信
頼
の
基
礎
と
な
る
こ
と

か
ら
、
適
正
な
課
税
に
よ
る
自
主
財
源
の
確

保
は
も
と
よ
り
、
徴
収
対
策
の
強
化
等
に
つ

い
て
、
よ
り
一
層
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

表５

農業委員会

毎年1階、農地の
利用状況を調査

農地法第三十条

農
地
法
の
枠
組
み

　遊休農地の定義
・１年以上耕作されてお
　らず、かつ、今後も耕作
　される見込みがない

・周辺地域の農地と比較
　して、利用の程度が著
　しく劣っている

農業委員会

農地中間管理機構との
協議の勧告　　　　　

第三十六条

①　意思表明から６月経過して
　も、耕作されないとき
②　所有者等に耕作の意思がな
　いとき
③　利用意向調査から６月経過
　後も意思表明がないとき
等に該当するときは、機構と
協議すべきことを勧告するも
のとする（正当な理由があると
きは除く。）

農業委員会

利用意向調査

第三十二条

農地所有者等に対し、

①　自ら耕作するか
②　農地中間管理事
　業を利用するか
③　貸し付けるか

等の意向を調査

農地中間
管理機構

裁定の申請

第三十七条

勧告から２ヶ月
以内に協議が整
わない場合、勧
告から６ヶ月以
内に申請するこ
とができる

都道府県

意見書
提出の機会
の付与

第三十八条

所有者に対し、
意見書の提出
の機会を与え
なければなら
ない

都道府県
知事の裁定

第三十九条

　引き続き農業上の利
用の増進が図られない
ことが確実であり、機
構が利用権を取得し農
地の貸付けを行うこと
が当該農地の農業上の
利用増進を図るため必
要かつ適当であると認
めるときは、その必要
の限度において裁定。

鳴門海峡の渦潮を世界遺産へ



31　AWA no JICHI No.88

は
じ
め
に

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
本
年
四
月
の
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
二
十
七
年
四
月
に
県
と
市
の
人
事
交
流
に

よ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
鳴
門
市
に
勤
務
し
、
は

や
二
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
鳴
門
市
は
、
世
界
三
大
潮
流
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
鳴
門
の
渦
潮
」
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自

然
が
あ
り
、「
な
る
と
金
時
」
を
は
じ
め
、「
鳴
門
鯛
」
や

「
鳴
門
わ
か
め
」、「
レ
ン
コ
ン
」
な
ど
新
鮮
な
食
材
が
豊

富
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
塩
田
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
製
塩

業
、
世
界
的
な
企
業
に
発
展
し
た
製
薬
業
や
化
学
工
業
な

ど
の
企
業
が
立
地
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
四
国
八
十

八
ヶ
所
霊
場
の
一
番
、
二
番
札
所
、
ア
ジ
ア
初
演
の
地
と

し
て
の
歴
史
的
背
景
を
生
か
し
た
「
第
九
」
交
響
曲
演
奏

会
、
本
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
「
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ

ス
」、「
大
塚
国
際
美
術
館
」
な
ど
、
全
国
に
名
を
知
ら
れ

た
豊
か
な
地
域
資
源
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
資
源
は
、
例
え
ば
、
四
国
遍
路
や
鳴
門
海
峡

の
渦
潮
の
世
界
遺
産
化
、
板
東
俘
虜
収
容
所
所
蔵
の
関
係

資
料
を
も
と
に
し
た
世
界
記
憶
遺
産
化
な
ど
、
世
界
に
誇

れ
る
貴
重
な
財
産
を
次
世
代
に
継
承
し
、
観
光
資
源
と
し

て
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
取
り
組
み
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

鳴
門
市
総
合
戦
略

　
鳴
門
市
の
人
口
は
、
現
在
約
六
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
の
試
算
に
よ
る
と
、
二

〇
四
〇
年
に
は
約
四
万
五
千
人
を
割
り
込
む
ま
で
減
少
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
市
の
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
可
能
に
す
る
行
財
政
改
革
の
推
進
を
は
じ
め
、
様
々

な
強
み
や
資
源
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
地
域

活
性
化
へ
と
課
題
解
決
を
図
る
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に

基
づ
き
、
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
鳴
門
市
総
合
戦
略

（
な
る
と
未
来
づ
く
り
総
合
戦
略
）
に
つ
い
て
は
、「
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」の
開
催
や
初
め
て
の
試
み
と
な
る「
市

議
会
議
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
開
催
な
ど
を
行
い
、
人

口
減
少
対
策
等
の
様
々
な
意
見
を
集
約
し
た
上
で
、
昨
年

十
月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
鳴
門
市
総
合
戦
略
で
は
、
鳴
門
へ
の
愛
着
を
育
む

「
な
る
と
プ
ラ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
定
住
環
境
を
整
え
、

定
住
を
支
援
す
る
「
な
る
と
リ
ビ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 鳴門海峡の渦潮を世界遺産へ
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な
ど
五
つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り
込
み
、
目
的
や

事
業
の
性
質
に
応
じ
た
九
十
九
の
施
策
・
事
業
を
関
係
機

関
と
の
連
携
協
力
の
も
と
推
進
し
、
二
〇
二
〇
年
に
は
推

計
人
口
の
約
八
百
人
を
上
回
る
五
七
、
五
〇
〇
人
を
目
指

す
こ
と
を
は
じ
め
、
二
〇
四
〇
年
に
は
推
計
人
口
の
七
、

〇
〇
〇
人
を
上
回
る
五
二
、
〇
〇
〇
人
を
目
指
し
、
泉
市

政
の
も
と
本
市
の
地
方
創
生
を
進
め
て
い
ま
す
。

鳴
門
な
ら
で
は
の
強
み

　
ま
ず
、
鳴
門
市
総
合
戦
略
で
は
、
鳴
門
の
「
良
い
も
の
」、

「
鳴
門
な
ら
で
は
の
強
み
」
を
活
か
し
た
各
種
の
独
創
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
と
、
ま
ず
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
第
九
」
交
響
曲

が
ア
ジ
ア
で
初
め
て
全
曲
演
奏
さ
れ
た
の
は
こ
の
鳴
門
で
、

一
九
一
八
年
六
月
一
日
に
板
東
俘
虜
収
容
所
で
ド
イ
ツ
兵

捕
虜
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
、
初
演
の
背
景
に
は
、
捕
虜
に

対
す
る
人
道
的
な
処
遇
や
、
捕
虜
と
地
元
の
住
民
と
の
国

境
を
越
え
た
心
温
ま
る
交
流
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
そ
の
精
神
は
現
在
で
も
市
民
を
中
心
に
受
け

継
が
れ
、
毎
年
六
月
第
一
日
曜
日
に
は
「
第
九
」
演
奏
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
ド
イ
ツ
・
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
と
の
姉
妹
都

市
交
流
、
友
好
の
コ
ス
モ
ス
交
流
な
ど
、
多
く
の
活
動
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
三
十
年
が
ア
ジ
ア
初
演
百
周
年

の
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
今
後
も
「
な
る
と
第
九
」
ブ
ラ

ン
ド
化
の
様
々
な
情
報
発
信
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新

た
に
板
東
俘
虜
収
容
所
に
関
す
る
貴
重
な
歴
史
資
料
を
次

世
代
に
継
承
し
、
広
く
平
和
の
尊
さ
を
情
報
発
信
し
て
い

く
た
め
、「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
」
の
平
成
三
十
一

年
登
録
に
向
け
徳
島
県
と
共
同
で
ド
イ
ツ
と
の
連
携
も
視

野
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
と
遍
路
道
の
出
発
点
で

あ
る
一
番
札
所
、
霊
山
寺
と
二
番
札
所
、
極
楽
寺
が
鳴
門

市
に
は
あ
り
、
昨
年
四
月
に
は
四
国
遍
路
が
文
化
庁
認
定

の
日
本
遺
産
十
八
地
域
の
一
つ
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
全
国
、
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
巡
礼
者
が
訪
れ
、
時
代

を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
世
界
に
誇
る
財
産
を
観
光

資
源
と
し
て
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
に
磨
き
を
か
け
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
鳴
門
海
峡
の
渦
潮
の
世
界

遺
産
登
録
も
徳
島
県
や
兵
庫
県
等
と
連
携
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
世
界
遺
産
化
は
、
市
の
各
種
事
業
に
も
観
光
と
い

う
視
点
を
組
み
込
む
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
鳴
門
の
魅
力
を
再
発
見
し
よ
う
と
、
小
冊

子
「
鳴
門
や
け
ん
（
鳴
門
金
時
編
）（
大
谷
焼
編
）」
の
発

四国八十八ヶ所霊場一番札所霊山寺

「第九」演奏会のプログラム

鳴門の情報誌「鳴門やけん」
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なると金時でギネス世界記録 TM に挑戦

刊
や
、
大
鳴
門
橋
開
通
三
十
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
大
き
な
夢
や
感
動

を
与
え
ま
し
た
、特
産
の「
な
る
と
金
時
」の
大
学
い
も「
芋

棒
」
を
リ
レ
ー
形
式
で
食
べ
る
「
な
る
と
金
時
で
ギ
ネ
ス

世
界
記
録
TM
に
挑
戦
（
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
）」
の
実
施
、

ギ
ネ
ス
で
は
、
見
事
、
同
種
の
記
録
を
七
十
五
人
上
回
る

七
百
三
人
の
世
界
記
録
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

一
チ
ー
ム
五
人
か
ら
二
十
人
で
た
す
き
を
つ
な
い
で
四
二
、

一
九
五
㎞
を
走
る
周
回
型
の
マ
ラ
ソ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
第
一

回
鳴
門
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
in
鳴
門
教
育
大
学
」
が
大
学
連

携
の
も
と
初
開
催
す
る
な
ど
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
四
月
二
十
八
日
に
は
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴

門
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
館
内
に
は
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
市
民
開
放
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る

な
ど
、
地
域
開
放
型
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
温
浴

施
設
も
今
後
エ
リ
ア
内
に
立
地
予
定
で
す
。
皆
様
も
新
名

所
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門
を
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
さ

ら
に
、
消
費
者
庁
・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
徳
島
移
転
も

重
要
な
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が

鳴
門
合
同
庁
舎
で
実
施
す
る
消
費
者
行
政
職
員
研
修
等
の

教
育
研
修
の
試
験
実
施
が
来
年
二
月
ま
で
に
十
四
回
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
県
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
全
国
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
っ
た
受
講
生
の
方
々
に

鳴
門
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し
と
鳴
門
に
訪
れ
て
良
か
っ

た
と
実
感
し
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま　

と　

め

　
こ
う
し
た
様
々
な
強
み
や
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ

鳴
門
市
に
お
い
て
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
鳴
門
市
総

合
戦
略
に
盛
り
込
ま
れ
た
各
種
施
策
を
地
域
一
体
で
推
進

し
、
四
国
の
玄
関
口
で
あ
る
本
市
か
ら
世
界
に
誇
る
財
産

を
国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
広
域
観
光
周

遊
ル
ー
ト
に
位
置
付
け
ら
れ
た
本
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

策
等
観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
や
産
業
振
興
等
地
域

経
済
の
起
爆
剤
と
な
る
各
種
施
策
を
実
施
し
、
定
住
人
口

の
確
保
を
図
る
地
方
創
生
を
進
め
ま
す
。

　
鳴
門
に
は
、「
幸
せ
を
運
ぶ
鳥
」
と
い
わ
れ
る
国
の
特

別
天
然
記
念
物
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」
が
飛
来
す
る
な
ど
、
新

た
な
資
源
の
創
出
や
発
掘
な
ど
に
よ
り
こ
れ
ま
で
以
上
に

魅
力
満
載
で
す
。

　
鳴
門
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
市
民
参
画
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
鳴
門
市
に
生

ま
れ
て
良
か
っ
た
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
訪
れ
て
良
か
っ

た
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
層
の
地
方
創
生
の

推
進
に
取
り
組
み
、
多
く
の
優
位
性
を
持
つ
鳴
門
市
で
勤

務
で
き
る
喜
び
は
も
と
よ
り
、
市
の
行
政
運
営
の
一
員
と

し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
日
々
の
貴
重
な
経
験
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鳴門リレーマラソン

ボートレース鳴門
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古民家ステイ

三
好
市

は
じ
め
に

　
四
国
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
三
好
市
は
、

「
四
国
の
へ
そ
」
と
も
呼
ば
れ
、
四
国
四
県

の
県
庁
所
在
地
や
各
空
港
ま
で
車
で
一
時
間

か
ら
一
時
間
半
と
、
空
路
を
利
用
す
れ
ば
主

要
都
市
ま
で
容
易
に
つ
な
が
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
一
方
で
、
市
町
村
で
は
四
国
最
大
の

面
積
を
誇
り
、
そ
の
九
割
が
山
と
川
か
ら
な

る
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

　
国
指
定
天
然
記
念
物
・
名
勝
地
に
指
定
さ

れ
た
大
歩
危
や
、
桃
源
郷
と
称
さ
れ
る
祖
谷

の
原
風
景
や
か
ず
ら
橋
を
は
じ
め
、
有
数
の

観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
着
地

型
観
光
の
成
功
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
な

ど
、
そ
の
土
壌
に
育
ま
れ
て
き
た
豊
か
な
自

然
や
文
化
遺
産
の
宝
庫
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

近
年
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
多

く
の
若
者
も
訪
れ
、
平
成
二
十
九
年
に
は
国

内
初
と
な
る
世
界
選
手
権
の
開
催
が
決
定
し

ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方

　
三
好
市
で
は
自
然
景
観
や
歴
史
文
化
な
ど

地
域
固
有
の
資
源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
に

よ
り
、
三
好
市
を
訪
れ
る
交
流
人
口
を
拡
大

し
、
そ
の
交
流
人
口
の
な
か
か
ら
三
好
市
に

興
味
を
持
っ
た
リ
ピ
ー
タ
ー
な
ど
三
好
市

フ
ァ
ン
で
あ
る
関
係
人
口
へ
つ
な
げ
、
さ
ら

に
、
将
来
的
に
は
定
住
人
口
へ
つ
な
げ
る
サ

イ
ク
ル
の
構
築
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象

に
応
じ
た
施
策
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
健
幸
づ
く
り
条
例
の
制
定
や
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
、
シ
ニ
ア
層
を
核
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
先
駆
性
の
あ
る
取
り
組

み
や
、
官
民
協
働
や
地
域
間
連
携
の
推
進
、

将
来
を
担
う
中
核
的
な
人
材
の
確
保
・
育
成

の
ほ
か
、
縮
減
の
時
代
に
応
じ
た
地
域
社
会

シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
こ
こ
に
住
む
方
々

に
と
っ
て
質
の
高
い
生
活
が
実
現
で
き
る
よ

う
効
果
の
高
い
施
策
を
集
中
的
に
実
施
し
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

三
好
市
の
魅
力
紹
介

山
暮
ら
し
の
知
恵
と
技
が
息
づ
く

〝
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
〟

　
も
と
も
と
は
祖
谷
の
暮
ら
し
を
支
え
る
生

活
道
だ
っ
た
か
ず
ら
橋
。
深
い
谷
と
断
崖
に

隔
て
ら
れ
た
山
に
住
む
村
人
た
ち
に
と
っ
て

は
、
大
水
で
も
流
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
強
固

な
か
ず
ら
橋
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
祖
谷
の

厳
し
い
風
土
と
山
暮
ら
し
の
知
恵
の
結
晶
で

も
あ
り
ま
す
。

　
渡
る
た
び
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
る
橋
は
年

間
約
三
十
万
人
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

日
本
三
奇
橋
の
一
つ
と
数
え
ら
れ
、
国
の
重

要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
さ
四
十
五
ｍ
、
幅
二
ｍ
、
水
面
か
ら
の

高
さ
約
十
四
ｍ
に
架
か
り
、
重
さ
六
ｔ
に
も

な
る
自
生
の
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
を
編
み
上
げ

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
か
ず
ら
橋
は
、
そ
の
昔
、
祖
谷
に
逃
れ
た

と
さ
れ
る
平
家
の
落
人
が
、
源
氏
が
攻
め
て

き
た
場
合
に
直
ち
に
橋
を
切
り
落
と
し
、
そ

の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
架
け
た
と
さ
れ
る
説

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
諸
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
橋
を
渡
る
と
、
足
元
か
ら
は
、
眼
下
の
祖

谷
川
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
ス
リ
ル
満
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。
四
季
折
々
の
自
然
風
景

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
夜
間
に
は

か
ず
ら
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
て
お

り
、
幻
想
的
な
風
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
人
た
ち
が
継
承
し
て
き
た
も
の
が
息
づ

く
こ
の
地
で
は
、
ど
こ
か
神
秘
的
な
も
の
が

感
じ
と
ら
れ
、
墨
絵
、
掛
軸
の
絵
に
も
似
た

雰
囲
気
を
醸
す
こ
の
地
に
魅
入
ら
れ
た
外
国

人
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　山
奥
の
茅
葺
き
民
家
で
快
適
な
暮
ら
し

「
落
合
古
民
家
」

　
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

さ
れ
て
い
る
三
好
市
東
祖
谷
落
合
で
は
、
高

低
差
は
約
三
百
九
十
ｍ
に
も
及
ぶ
急
峻
な
斜 祖谷のかずら橋
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面
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
古
き
良
き

日
本
の
原
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
三
好
市
で
は
こ
の
集
落
に
あ
る
築
数
百
年

の
古
民
家
を
改
修
し
、
一
棟
丸
ご
と
貸
し
切

る
宿
泊
施
設
と
し
て
観
光
客
の
方
に
提
供
し

て
お
り
、
現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
の
異
な
る

八
棟
が
集
落
の
上
下
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
宿
は
茅
葺
き
屋
根
の
民
家
に
な
り
ま
す
。

建
物
の
外
観
は
古
の
趣
な
が
ら
、
バ
ス
ル
ー

ム
や
空
調
設
備
、
リ
ネ
ン
、
床
暖
房
な
ど
は

人
の
手
に
よ
る
現
代
の
快
適
な
設
備
を
整
え

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
地
元
の
お
母
さ

ん
と
郷
土
料
理
を
作
っ
た
り
、
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
の
料
理
を
い
た
だ
い
た
り
、
満
天
の
星
空

を
眺
め
た
り
と
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

思
い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で
過
ご
す
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　
語
ら
う

　
本
を
読
む

　
酒
を
飲
む

　
い
つ

も
は
で
き
な
い
普
通
の
こ
と
が
か
な
う
こ
の

茅
葺
き
民
家
で
は
、
祖
谷
の
暮
ら
し
に
入
り

込
ん
だ
よ
う
な
体
験
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
も
の
を
取
り
入
れ
る
な
か

古
き
も
の
を
活
か
す
三
好
市
で
は
、
地
域
の

再
生
と
新
た
な
人
の
流
れ
づ
く
り
・
雇
用
の

創
出
と
し
て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘

致
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
廃
校
が
カ
フ
ェ
に
、
空
き
施
設

が
会
社
等
へ
と
活
用
さ
れ
、
都
市
部
か
ら
の

「
人
材
の
誘
致
」
に
よ
り
、
市
内
各
方
面
と

の
交
流
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
生
ま
れ

は
じ
め
て
い
ま
す
。

吉
野
川
の
魅
力

　
吉
野
川
は
、
空
気
が
澄
ん
だ
森
林
で
湧
き

出
る
水
か
ら
一
本
の
美
し
い
流
れ
が
始
ま
り
、

約
二
億
年
も
の
間
そ
の
水
が
谷
間
を
縫
っ
て

山
を
下
り
続
け
る
こ
と
で
奇
怪
な
岩
場
を
形

成
し
、
大
歩
危
小
歩
危
を
は
じ
め
と
す
る
険

し
く
も
美
し
い
渓
谷
美
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
狭
い
渓
谷
を
一
年
中
非
常
に

豊
富
な
水
量
が
押
し
流
れ
る
た
め
吉
野
川
の

日
本
一
激
し
い
流
れ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
の
開
催

　
来
年
（
平
成
二
十
九
年
）
十
月
三
日
か
ら

九
日
に
か
け
、
三
好
市
山
城
町
（
大
歩
危
・

小
歩
危
）
で
「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
乗
り

激
流
を
下
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、

競
技
会
場
と
な
る
四
国
吉
野
川
中
流
域
は
、

激
し
い
流
れ
が
特
徴
的
で
国
内
で
も
有
数
の

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
の
開
催
は
国

内
初
で
あ
り
、
世
界
各
国
か
ら
約
三
十
か
国

五
百
六
十
名
の
選
手
が
参
加
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
競
技
は
タ
イ
ム
レ
ー
ス
を

は
じ
め
と
し
た
四
種
目
の
合
計
ポ
イ
ン
ト
で

順
位
を
決
定
し
ま
す
。

　
三
好
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
女
性
チ
ー
ム

T
H
E R

IV
ER

 FA
C
E

（
ザ
・
リ
バ
ー
フ
ェ
イ
ス
）

は
、
過
去
の
世
界
選
手
権
で
も
優
勝
経
験
が

あ
り
、
地
元
開
催
の
世
界
選
手
権
で
も
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
世
界
大
会
に
先
駆
け
て
今
年
（
平
成

二
十
八
年
）
十
月
六
日
か
ら
十
日
に
は
、
プ

レ
大
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
来
年
の

世
界
選
手
権
に
向
け
、
ま
す
ま
す
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
と
も
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
最
高
峰

の
戦
い
を
皆
さ
ん
の
目
と
肌
で
直
接
感
じ

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

壮
大
な
大
地
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
る

ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
「
大
歩
危
・
小
歩
危
」

　
大
歩
危
・
小
歩
危
の
名
の
由
来
は
、
大
股

で
歩
い
て
も
小
股
で
歩
い
て
も
危
険
な
こ
と

か
ら
つ
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
元

来
、
崖
や
険
し
い
道
の
こ
と
を
古
語
で
「
ほ

け
」
や
「
ほ
き
」
と
言
っ
た
の
が
訛
っ
て
「
ぼ

け
」
と
な
っ
た
説
が
有
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
名
の
と
お
り
険
し
い
絶
壁
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
近
代
に
入
り
国
道
が
開
通
す
る
ま
で

は
ま
さ
に
秘
境
の
趣
き
だ
っ
た
と
も
言
え
ま

す
。

　
大
歩
危
・
小
歩
危
峡
は
激
流
吉
野
川
が
長

い
歳
月
を
か
け
て
固
い
岩
を
削
り
、
現
在
の

渓
谷
を
形
成
し
ま
し
た
。

　
大
歩
危
・
小
歩
危
の
基
盤
と
な
る
岩
石
は

一
億
〜
二
億
年
前
に
深
海
に
降
り
積
も
っ
た

砂
や
泥
が
日
本
列
島
の
形
成
期
に
プ
レ
ー
ト

と
プ
レ
ー
ト
と
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
受

け
性
質
が
変
化
し
た
変
成
岩
で
、
大
地
が
隆

起
し
て
地
表
に
表
れ
た
も
の
は
と
て
も
珍
し

く
、
二
億
年
前
の
壮
大
な
ド
ラ
マ
の
な
か
か

ら
大
地
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
取
れ
る
ジ
オ
ス

ポ
ッ
ト
と
も
い
え
ま
す
。

吉野川ラフティング

大歩危
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は
じ
め
に

　
西
日
本
第
二
の
高
峰
『
剣
山
』
へ
の
登
山

口
、
徳
島
県
つ
る
ぎ
町
。

　
つ
る
ぎ
町
は
、
徳
島
市
か
ら
西
へ
約
五
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
吉
野
川
中
流
域
南
岸
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
剣
山
山
系
の
南
斜
面
か

ら
、
吉
野
川
に
注
ぐ
貞
光
川
と
半
田
川
の
流

域
に
町
が
発
展
し
、
面
積
は
百
九
十
四
・
八

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
う
ち
森
林
面
積
が

八
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
ま
す
。

　
地
形
は
起
伏
に
富
み
、
急
峻
な
傾
斜
地
に

民
家
と
耕
地
が
点
在
す
る
と
い
う
、
典
型
的

な
中
山
間
地
域
で
あ
り
、
夜
間
に
吉
野
川
沿

い
か
ら
南
の
山
並
み
を
見
上
げ
る
と
、
民
家

の
明
か
り
が
ま
る
で
星
が
瞬
い
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
地
域
一
帯
に
は
『
そ

ら
の
郷
』
と
い
う
別
称
が
あ
る
ほ
ど
。

　
ま
た
、
本
町
に
は
、
先
達
が
大
切
に
守
り

育
て
て
き
た
町
の
宝
と
い
え
る
も
の
が
多
数

存
在
し
ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
作
り
続

け
て
き
た
特
産
の
『
半
田
そ
う
め
ん
』、
う

だ
つ
に
寿
福
を
祈
念
す
る
絵
模
様
（
鏝
絵
）

が
装
飾
さ
れ
て
い
る
『
二
層
う
だ
つ
の
町
並

み
』、
巨
樹
と
し
て
認
定
さ
れ
た
数
の
多
さ

で
は
、
全
国
有
数
を
誇
る
『
巨
樹
王
国
』
な

ど
、
自
然
豊
か
な
地
域
性
を
生
か
し
た
町
の

自
慢
が
あ
り
ま
す
。

つ
る
ぎ
町

世
界
農
業
遺
産
登
録
を
め
ざ
し
て

　
県
西
部
の
急
傾
斜
地
で
は
、
ス
ス
キ
草
地

を
利
用
し
た
伝
統
的
農
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、

傾
斜
畑
で
の
耕
作
が
非
効
率
的
で
あ
る
と
さ

れ
る
世
界
の
常
識
を
覆
し
、
傾
斜
畑
の
多
い

中
山
間
地
域
で
の
農
業
を
肯
定
的
に
捉
え
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
を
『
世
界
農
業

遺
産
』
と
し
て
登
録
す
べ
く
、
現
在
、
県
西

部
の
二
市
二
町
（
美
馬
市
、
三
好
市
、
つ
る

ぎ
町
、
東
み
よ
し
町
）
が
協
力
し
て
認
定
に

向
け
て
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
世
界
農

業
遺
産
と
は
、
正
式
に
は
『
世
界
重
要
農
業

遺
産
シ
ス
テ
ム
』
の
こ
と
で
、
英
語
の
頭
文

字
を
と
っ
て
ジ
ア
ス
と
も
呼
ば
れ
て
い
て
、

二
〇
〇
二
年
に
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
に
本
部

を
置
く
国
連
食
糧
農
業
機
関
が
開
始
し
た
仕

組
み
で
す
。

　
ジ
ア
ス
は
、
次
世
代
に
継
承
す
べ
き
世
界

的
に
重
要
な
伝
統
農
業
や
生
物
多
様
性
、
伝

統
知
識
、
文
化
、
景
観
な
ど
を
総
合
的
に
認

定
し
、
そ
の
保
全
と
持
続
的
な
活
用
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
背
景
に
は
近
代

農
業
の
行
き
過
ぎ
た
生
産
性
へ
の
偏
り
が
、

世
界
各
地
で
森
林
破
壊
や
水
質
汚
染
等
の
環

境
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
地
域
固
有
の
文
化

や
景
観
、
生
物
多
様
性
な
ど
の
消
失
を
招
い

て
き
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
古
く
は
『
そ
ら
』
と
呼
ば
れ
た
、
に
し
阿

波
の
山
間
部
で
暮
ら
す
人
々
は
、
斜
度
三
十

度
以
上
に
も
な
る
急
傾
斜
地
と
い
う
厳
し
い

環
境
の
中
で
農
業
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
土
地
利
用
に
係
る
ユ
ニ
ー
ク
な
知
識
・
技

術
・
価
値
観
や
信
仰
の
体
系
が
存
在
し
、
こ

の
地
域
特
有
の
美
し
い
景
観
や
農
村
文
化
、

多
様
な
動
植
物
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
本
町
が
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
徳
島
剣
山
世
界
農
業
遺
産
推

進
協
議
会
の
組
織
を
十
分
活
用
し
な
が
ら
、

厳
し
い
急
傾
斜
地
で
の
独
自
の
農
法
を
『
徳

島
・
剣
山
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
』
と
名

付
け
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
に
発
信
し
よ

う
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
利
用
、
農
産
物
の
付
加
価
値
化
、
集
落
勉

強
会
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
す
で
に
ア
ジ
ア
圏
を
は
じ
め
欧
米
に
向
け

て
は
、
県
西
部
の
急
傾
斜
集
落
の
希
少
性
や

景
観
の
魅
力
が
発
信
さ
れ
て
お
り
、
登
録
の

あ
か
つ
き
に
は
、
本
町
を
は
じ
め
県
西
部
の

各
種
産
業
分
野
等
で
大
き
な
プ
ラ
ス
要
因
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

急傾斜地農法のシンボルとも言えるコエグロ
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桃
花
遊
々
と
月
花
遊
々

　
伝
統
的
な
町
並
み
や
昭
和
レ
ト
ロ
な
情
景

が
残
る
『
貞
光
二
層
う
だ
つ
の
町
並
み
』
を
、

地
域
の
宝
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
住
民
有
志

が
集
ま
り
、平
成
二
十
二
年
に
『
会
音
の
和
』

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　
現
在
、
春
に
は
『
桃
花
遊
々
（
と
う
か
ゆ

う
ゆ
う
）』、
秋
に
は
『
月
花
遊
々
（
げ
っ
か

ゆ
う
ゆ
う
）』
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
に
訪
れ
た
方

が
二
層
う
だ
つ
の
町
並
み
や
貞
光
地
区
の
文

化
を
楽
し
め
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　『
桃
花
遊
々
』
は
、
旧
暦
の
桃
の
節
句
を

祝
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
開
催
期
間
中
は
町
内
外

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
雛
人
形
が
、
町
内
の
い
た

る
と
こ
ろ
に
飾
り
付
け
ら
れ
ま
す
。
毎
回
、

『
お
雛
様
の
運
動
会
』『
お
雛
様
も
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
』
と
い
っ
た
ト
レ
ン
ド
を
取
り
入
れ

た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
雛

飾
り
が
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
て
い
る
旧
永

井
家
庄
屋
屋
敷
で
開
催
さ
れ
る
和
楽
器
の
演

奏
会
や
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
は
、
町
並
み

や
古
民
家
の
雰
囲
気
と
相
ま
っ
て
、
情
緒
あ

ふ
れ
る
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
お

雛
様
と
と
も
に
地
域
の
花
木
を
用
い
た
大
が

か
り
な
生
け
花
が
し
つ
ら
え
ら
れ
、
季
節
感

あ
ふ
れ
る
空
間
が
創
り
出
さ
れ
ま
す
。

　『
月
花
遊
々
』
は
、
中
秋
の
名
月
を
楽
し

む
夜
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
て
、
お
月
見

に
ち
な
ん
だ
夜
の
飾
り
付
け
が
行
わ
れ
る
ほ

か
、
二
層
う
だ
つ
の
町
並
み
で
は
手
作
り
の

行
灯
四
百
個
が
灯
り
、
こ
れ
ら
の
行
灯
は
、

町
内
の
子
ど
も
た
ち
、
ま
た
、
町
内
外
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
イ
ラ
ス
ト
で
作
成
さ
れ
、
集

ま
っ
た
行
灯
で
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
催
し
は
、
月
を
お
迎
え
す
る
神
事
で
始
ま

り
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
三
味
線
や
大
正
琴

の
演
奏
な
ど
、
中
秋
の
名
月
を
優
雅
に
楽
し

ん
で
お
り
、『
桃
花
遊
々
』『
月
花
遊
々
』
と

も
に
、
期
間
中
に
は
町
内
外
か
ら
三
千
五
百

人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴
は
、
企
画
か
ら
運

営
ま
で
全
て
地
域
住
民
が
行
っ
て
い
る
点
で
、

会
員
の
半
数
以
上
を
女
性
が
占
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
女
性
な
ら
で
は
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
大
き
な
広
が
り

を
見
せ
て
お
り
、
年
々
、
イ
ベ
ン
ト
の
規
模

が
大
き
く
な
り
、
来
場
者
も
増
加
し
て
き
て

い
ま
す
。

　『
会
音
の
和
』
の
会
員
自
身
が
、
自
分
が

行
き
た
い
、
聞
き
た
い
、
楽
し
み
た
い
と
思

う
も
の
を
企
画
し
て
い
る
こ
と
で
、
会
員
自

ら
も
楽
し
み
、
そ
の
楽
し
さ
が
訪
問
者
に
も

伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
主
役
は
自
分
た

ち
で
あ
る
と
い
う
楽
し
み
方
が
、
イ
ベ
ン
ト

を
成
功
さ
せ
て
き
た
秘
訣
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「桃花遊々」ひな壇を飛び出して大運動会
（旧永井家庄屋屋敷にて）

「桃花遊々」
二層うだつの町並みでの飾り付けの様子

「月花遊々」三味線による演奏会
（旧永井家庄屋屋敷にて）
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東
み
よ
し
町
は
、
人
口
約
一
万
五
千
人
、

総
面
積
一
二
二
・
四
八
㎢
の
う
ち
可
住
地
面

積
二
六
・
八
八
㎢
と
い
う
典
型
的
な
中
山
間

地
域
で
す
が
、
四
国
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置

し
、
四
国
四
県
の
各
県
都
ま
で
一
時
間
余
り

と
い
っ
た
地
理
的
条
件
を
有
す
る
町
で
す
。

　
町
の
中
央
部
を
吉
野
川
が
雄
大
に
流
れ
、
北

に
は
阿
讃
山
脈
、
南
に
は
四
国
山
地
の
急
峻

な
山
々
を
抱
き
、
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た

地
域
で
、
比
較
的
温
暖
な
気
候
と
ゆ
と
り
あ
る

生
活
空
間
の
中
、
幹
線
道
路
沿
い
に
は
量
販

店
が
並
び
暮
ら
し
や
す
い
住
宅
環
境
が
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
三
世
代
家
族
で

住
む
人
達
の
ほ
か
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
新
婚
世

帯
が
住
む
住
宅
が
多
く
あ
り
ま
す
。
女
性
が
出

産
す
る
割
合
が
高
く
、
子
ど
も
が
三
人
以
上
い

る
世
帯
も
多
い
の
で
、
合
計
特
殊
出
生
率
は

一
・
七
二
と
県
下
で
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

元
気
・
交
流
・
未
来
へ

　

ふ
る
さ
と
東
み
よ
し
町

東
み
よ
し
町
は
、

元
気

　
人
も
ま
ち
も
活
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち

づ
く
り 東

み
よ
し
町

交
流

　
町
の
一
体
性
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

町
内
外
の
連
携
や
交
流
を
活
発
化
し
、
生
き

生
き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

未
来
へ

　
将
来
を
展
望
し
た
夢
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り

ふ
る
さ
と
東
み
よ
し
町

　
こ
れ
ま
で
守
ら
れ

て
き
た
豊
か
な
自
然
や
情
感
を
大
切
に
す
る
、

優
し
さ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
町
の
将
来
像
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
商
工
業
の
更
な
る
振
興
と
新
産
業

の
創
出
、
職
業
と
し
て
選
択
で
き
る
魅
力
あ

る
農
林
業
の
実
現
に
よ
り
、
若
者
が
地
域
で

就
業
し
、
家
庭
を
築
け
る
よ
う
な
環
境
作
り

を
進
め
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
、
安

全
で
安
心
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に

活
力
の
維
持
、
高
揚
を
図
る
た
め
、
山
間
部

の
休
廃
校
と
な
っ
た
校
舎
を
利
用
し
て
「
増

川
笑
楽
耕
（
ま
す
か
わ
し
ょ
う
が
っ
こ
う
）」

「
山
愛
の
駅
清
流
の
水
車(

う
す
ば)

」
な
ど

の
田
舎
体
験
施
設
や
農
家
民
泊
、
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

や
阿
波
踊
り
な
ど
の
伝
統
芸
能
な
ど
、
多
彩

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
す
る
こ
と
の
で

き
る
観
光
・
交
流
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
交
流
を
通
じ
て
、
住
民
が
元
気

と
活
力
を
生
み
出
し
、東
み
よ
し
町
を
背
負
っ

て
立
つ
人
材
を
育
み
、
未
来
へ
の
希
望
が
持

て
る
町
と
し
て
の
発
展
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
観
光
・
イ
ベ
ン
ト

★
総
合
レ
ジ
ャ
ー
施
設
　

吉
野
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

　
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
と
ミ
ス
テ
リ
ア

ス
な
奇
岩
、
怪
岩
が
ぽ
っ
か
り
と
浮
か
び
、

神
秘
的
な
趣
を
た
た
え
て
い
る
徳
島
県
の
名

勝
「
美
濃
田
の
淵
」。
そ
の
絶
景
が
眺
望
で

き
る
吉
野
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
で
は
、

観
光
遊
覧
船
を
運
行
し
て
お
り
、
い
つ
も
と

は
違
う
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
味
わ
え

ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
は
開
放
感
の
あ
る
自
然
の

中
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
も
満
喫
で
き
、
併
設
さ

れ
て
い
る
美
濃
田
の
湯
で
は
、
十
三
種
類
の

お
風
呂
が
楽
し
め
山
野
に
開
け
た
空
の
青
さ

と
阿
讃
の
緑
、
吉
野
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
包
ま

れ
な
が
ら
心
も
体
も
癒
さ
れ
ま
す
。
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
は
、四
月
か
ら
十
月
ま
で
の
日
曜
・

祝
日
に
阿
波
お
ど
り
の
定
期
公
演
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
に
は

地
元
の
若
手
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ラ
イ
ブ
等
の
公
演
、
特
産
品
の
販
売
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

県立箸蔵自然公園　美濃田の淵
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★
山
頂
の
ア
ウ
ト
ド
ア
　
水
の
丸
高
原

　
夏
秋
い
ち
ご
の
産
地
で
も
あ
る
水
の
丸
エ

リ
ア
は
、
日
本
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
界
屈
指
の

エ
リ
ア
で
、
毎
年
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
の
丸
ふ
れ

あ
い
公
園
周
辺
の
テ
イ
ク
オ
フ
基
地
で
は
、

ど
こ
ま
で
も
山
々
が
連
な
る
、
三
百
六
十
度

大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
ま
す
。
標
高
が
約
千

ｍ
な
の
で
、
た
っ
ぷ
り
飛
行
を
満
喫
し
た
い

と
い
う
方
に
お
勧
め
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
活
性
化
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

帰
省
者
や
そ
の
家
族
を
主
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
の
ん
び
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
「
水
の

丸
高
原
ウ
ォ
〜
ク
」
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
の
丸
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
お
い
し
い
空

気
、
地
域
の
お
も
て
な
し
等
、
田
舎
の
贅
沢

が
詰
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
農
山
村
体
験
で
思
い
出
作
り
！

い
や
し
の
里
　
増ま

す

川か
わ

笑し
ょ
う
が
っ
こ
う

楽
耕

　
旧
増
川
小
学
校
跡
に
造
ら
れ
た
農
山
村
体

験
が
で
き
る
施
設
で
す
。
そ
ば
打
ち
体
験
を

は
じ
め
、
山
菜
取
り
、
た
け
の
こ
堀
り
、
干

し
柿
づ
く
り
、
芋
掘
り
な
ど
四
季
折
々
の
体

験
が
で
き
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
共
同
炊
事
場
、

五
右
衛
門
風
呂
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
宿
泊

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
六
月
に
は

目
の
前
に
あ
る
小
川
で
無
数
の
ホ
タ
ル
の
姿

を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
活
性
化

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
増
川
ホ
タ
ル
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
す
。「
特
産
品
販
売
」「
カ
ラ
オ
ケ

大
会
」「
ア
メ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
」
な
ど
の

様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
ホ
タ
ル
の
美
し
く

幻
想
的
な
風
景
と
と
も
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

★
ま
つ
り
の
力
で
地
域
活
性
化
　

東
み
よ
し
フ
ェ
ス
タ
　

　
地
域
の
活
性
化
と
商
工
業
の
発
展
、
ま
た
、

若
い
世
代
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
の
皆
さ
ま

に
、
自
分
達
の
町
を
大
好
き
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
の
思
い
で
商
工
会
青
年
部
が
毎
年

八
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
宝
探
し
、
お
笑

い
シ
ョ
ー
、
花
火
大
会
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

大
楠
ま
つ
り

　
樹
齢
千
年
余
り
と
い
わ
れ
、
雄
大
さ
美
し

さ
は
日
本
一
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
加
茂
の
大

ク
ス
。
根
本
の
周
囲
は
二
三
・
三
五
ｍ
も
あ

り
、
天
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
広
げ
た
枝

は
、
東
西
に
五
十
二
ｍ
、
南
北
に
四
十
二
ｍ

に
も
及
び
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
、
加
茂
の
大
ク
ス
の
下

に
、
毎
年
八
月
、
地
域
の
若
手
会
が
子
ど
も

達
の
た
め
に
、
露
天
を
建
ち
並
べ
、
カ
ラ

オ
ケ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、
福
投
げ
な
ど

を
行
い
子
ど
も
達
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

パラグライダー　水の丸高原からテイクオフ

いやしの里　増川笑楽耕

大楠まつり
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寒
さ
も
少
し
和
ら
ぐ
三
月
の
と
あ
る
日
、

机
の
電
話
が
鳴
り
聞
き
慣
れ
た
声
が
…
「
こ

な
い
だ
の
同
友
会
は
お
疲
れ
で
し
た
。」
と
市

長
村
課

　
藤
坂
さ
ん
か
ら
の
電
話
で
す
。
他

愛
も
な
い
会
話
の
後
…
「
と
こ
ろ
で
、
お
願

い
が
あ
る
ん
で
す
が
。
だ
い
た
い
今
頃
の
電

話
で
わ
か
る
と
思
う
け
ど
…
」
と
、　
ん
…
も

し
か
し
て
…
阿
波
の
自
治
？

　「
そ
う
で
す
。」

と
う
な
ず
く
藤
ち
ゃ
ん
。（
う
な
ず
い
た
か
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）
と
う
と
う
き
て
し

も
た
か
と
私
。
と
ま
あ
な
ん
だ
か
ん
だ
で
引

き
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、

私
が
研
修
生
と
し
て
市
町
村
課
で
お
世
話
に

な
っ
た
の
は
平
成
十
一
年
、
な
ん
と
十
七
年

も
前
な
の
で
す
。
は
た
し
て
私
の
記
憶
が
ど

こ
ま
で
正
確
な
の
か
？

　
以
下
そ
の
当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
綴
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
登
場
人
物
な
ど
記

憶
違
い
が
あ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
お
許

し
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
期
研
修

　
前
期
は
、
地
域
振
興
室
政
策
係
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。平
島
係
長
や
仁
木
さ
ん（
当

時
）
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
ま
た
私
の
前
の

席
の
振
興
係

　
濱
ち
ゃ
ん
（
日
和
佐
町
研
修

生
）
に
は
笑
わ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
忙
し

い
日
々
で
し
た
が
楽
し
く
学
ば
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
研
修
の
内
容
は
と
い
う
と
主
に
辺
地
債
と

離
島
振
興
で
し
た
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
私

は
井
川
町
出
身
、
ス
キ
ー
場
は
あ
れ
ど
も
海

は
無
い
。
最
初
は
「
ん
っ
…
離
島
？
？
」
っ

て
な
感
じ
で
何
の
こ
と
か
理
解
で
き
ず
、
前

任
者
に
引
き
継
ぎ
を
受
け
徳
島
に
離
島
が
あ

る
こ
と
を
そ
の
時
初
め
て
知
っ
た
よ
う
な
次

第
で
し
た
。（
お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。）

　
ま
ず
は
現
地
を
見
て
来
い
と
促
さ
れ
、
阿

南
市
伊
島
と
牟
岐
町
出
羽
島
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
の
担
当
者
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
視

察
に
行
き
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
島
も
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
で
、

確
か
五
月
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

初
め
て
見
る
島
の
暮
ら
し
を
視
察
し
な
が
ら

島
を
一
周
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
特
に

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
飲
料
水
や
、
し
尿

処
理
の
問
題
で
し
た
。
島
に
は
し
尿
処
理
専

用
に
船
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
、
水
は
徳
島
本

島
か
ら
送
水
管
で
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
聞

き
ま
た
ま
た
驚
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
担
当
市
町
の
方
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
期
研
修

　
後
期
研
修
は
財
政
係
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　
中
本
係
長
、
坂
巻
さ
ん
、
藤
ち
ゃ
ん
（
藤

坂
さ
ん
）
と
、
美
香
ち
ゃ
ん
（
小
松
島
市
研

修
生
）
の
五
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
主
に
次
年

度
当
初
予
算
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
取
り
ま
と
め

等
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
と
に
か
く
最
初
は
財
政
用
語
が
わ
か
ら
ず
、

単
語
を
調
べ
な
が
ら
の
対
応
で
し
た
が
、
時

に
は
優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
（
厳
し
い
の

は
覚
え
て
ま
せ
ん
が
…
）
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
無
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
そ
し
て
取
り
ま

と
め
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
交
付
税
検

査
で
し
た
。
私
は
西
部
出
身
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
県
南
方
面
の
市
町
村
へ
同
行
し
ま
し

た
。
特
に
県
南
の
Ｓ
町
で
は
、
前
研
修
生
の

方
も
お
り
、
手
厚
い
歓
迎
（
夜
）
を
受
け
、

研
修
の
思
い
出

　
　
三
好
市
環
境
課
主
幹

近
　
藤
　
嘉
　
男
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次
の
日
は
二
日
酔
い
で
検
査
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。（
こ
ん
な
こ
と
書
い
て
も
い

い
の
か
な
？

　
ま
あ
時
効
と
い
う
こ
と
で
ご

容
赦
く
だ
さ
い
。）
私
の
交
付
税
検
査
を
受

け
ら
れ
た
市
町
村
の
方
、
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

と
い
ち
会

　
研
修
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
に
帰
っ
て
も
毎
年
何
回
か
は
集
ま
ろ

う
と
の
こ
と
で
研
修
生
十
一
人
で
「
と
い
ち

会
」
な
る
も
の
を
結
成
し
ま
し
た
。
何
を
隠

そ
う
私
が
命
名
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
意
味

は
と
い
う
と
、
平
成
十
一
年
に
十
一
人
の
研

修
生
が
集
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
名
付
け

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
毎
年
数
回
の
会
合
を
続
け
て
お

り
、
そ
の
際
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
当
時
の

係
長
な
ど
も
飛
び
入
り
で
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
楽
し
い
お
酒

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ほ
ん
と
に
楽
し
い

メ
ン
バ
ー
で
す
。

　
実
は
、
去
年
四
月
に
「
と
い
ち
会
」
の
メ

ン
バ
ー
の
一
人
が
退
職
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

送
別
会
を
開
い
た
の
で
す
が
、
当
時
地
方
債

係
長
だ
っ
た
延
局
長
に
は
三
好
市
の
誕
生
の

足
掛
か
り
と
な
っ
た
西
部
合
併
協
議
会
で
も

お
世
話
に
な
り
、
ま
た
お
忙
し
い
中
ご
出
席

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
時
臨
時
職
員
だ
っ
た
女
性
陣
も

全
員
の
方
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
十
七
年

ぶ
り
の
再
会
と
相
ま
っ
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽

し
い
送
別
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
み
ん

な
で
ラ
イ
ン
を
交
換
し
「
と
い
ち
会
」
の
メ

ン
バ
ー
が
ま
た
ま
た
増
え
て
華
や
か
に
な
り

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

ち
ょ
っ
と
だ
け
三
好
市
の
Ｐ
Ｒ

　
少
し
三
好
市
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
二
〇
一
七
年
十
月
三
日
〜
九
日
、
三
好
市

山
城
町（
大
歩
危
・
小
歩
危
）に
て「
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
世
界
選
手
権
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
乗
り
激

流
を
下
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で
、
競
技

会
場
と
な
る
四
国
吉
野
川
中
流
域
は
、
激
し

い
流
れ
が
特
徴
的
で
国
内
で
も
有
数
の
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
の
開
催
は

今
回
が
国
内
初
で
あ
り
、
世
界
各
国
か

ら
約
三
十
ヶ
国
五
六
〇
名
の
選
手
が
参

加
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
競
技
は
タ

イ
ム
レ
ー
ス
を
基
本
と
し
た
四
種
目
の

合
計
ポ
イ
ン
ト
で
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

三
好
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
女
性
チ
ー

ムT
H
E R

IV
ER

 FA
C
E

は
、
過
去
の
世

界
選
手
権
で
も
優
勝
経
験
が
あ
り
、
地

元
開
催
の
世
界
選
手
権
で
も
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
二
〇
一
六
年
十
月
六
日

〜
十
日
に
は
、
プ
レ
大
会
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
、
来
年
の
世
界
選
手
権
に
向
け
、
ま

す
ま
す
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
是
非
と
も
三
好
市
に
来
訪
し
て
い
た
だ
き
、

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
最
高
峰
の
戦
い
を
み
な

さ
ん
の
目
と
肌
で
直
接
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ

い
。最　

後　

に

　
以
上
研
修
の
思
い
出
と
近
況
で
し
た
が
、

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
へ
の
お
礼
ば
か
り

と
な
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
市
町
村
課
で

の
経
験
は
私
に
と
っ
て
財
産
で
あ
り
、
様
々

な
人
と
の
出
会
い
も
ま
た
大
き
な
財
産
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
派
遣
研
修
が
続
き
同
友
会
の

益
々
の
発
展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。



AWA no JICHI No.88　42

　「
ほ
ん
ま
で
す
か
!?
ヤ
ッ
タ
ー
、
一
人
暮

ら
し
が
で
き
る
!!
」
と
喜
ん
で
か
ら
、
早
十

一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
市

町
村
課
か
ら
電
話
！
嫌
な
予
感
…
。
遂
に
来

た
か
、「
阿
波
の
自
治
」
原
稿
依
頼
の
電
話
。

当
時
の
思
い
出
か
ぁ
。
十
一
年
前
。
あ
ま
り

思
い
出
し
た
く
な
い
な
ぁ
…
。
し
か
も
二
五

〇
〇
文
字
！？
ほ
ん
な
ん
無
理
じ
ゃ
！！
…
そ
う

言
う
と
、
小
原
さ
ん
に
怒
ら
れ
そ
う
な
の
で

が
ん
ば
っ
て
回
想
し
て
み
ま
す
（
汗
）

　
十
一
年
前
の
四
月
、
研
修
初
日
。
普
段
あ

ま
り
着
な
い
ス
ー
ツ
を
着
て
、
不
安
と
ド

キ
ド
キ
い
っ
ぱ
い
で
県
庁
へ
向
か
い
ま
し

た
。
市
町
村
課
は
七
階
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

苦
手
な
私
は
、
も
く
も
く
と
階
段
を
上
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
少
々
、
息
切
れ
し
な
が
ら
、

つ
い
に
七
階
。「
あ
あ
、
着
い
て
し
も
う
た
。

も
う
引
き
返
せ
ん
！
よ
し
！
」
と
、
い
か
に

も
重
た
そ
う
な
市
町
村
課
の
ド
ア
ノ
ブ
を
握

る
。
そ
の
と
き
、
向
こ
う
の
方
か
ら
、
背
の

す
ご
く
高
い
、
で
も
腰
が
か
な
り
低
そ
う
な

人
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
県
庁
職
員
？
は

た
ま
た
業
者
さ
ん
か
？
と
推
測
し
て
い
る

と
、「
お
！
も
し
か
し
て
研
修
生
な
ん
？
わ
い

も
よ
、
よ
ろ
し
く
！
緊
張
す
る
よ
な
ぁ
、
わ
は

は
は
」
…
な
ん
じ
ゃ
？
め
っ
ち
ゃ
気
安
い
お

も
っ
し
ょ
い
人
や
な
ぁ
と
苦
笑
い
。
の
ち
の

行
政
係
相
方
と
な
る
松
茂
の
研
修
生
で
し
た
。

お
か
げ
で
、
ド
ア
ノ
ブ
持
つ
ま
で
の
緊
張
は

す
っ
か
り
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
平
成
十
七
年
度
の
研
修
生
は
十
人
。
そ
の

う
ち
、
女
性
は
二
人
で
し
た
。
も
う
一
人
は

ど
ん
な
子
や
ろ
…
。
会
う
の
が
と
て
も
楽
し

み
で
し
た
。
事
前
に
ち
ら
っ
と
聞
い
て
い
た

の
で
す
が
、
も
う
一
人
の
女
の
子
は
上
板
の

子
で
、
歳
は
一
緒
、
名
前
（
漢
字
）
も
一
緒
と

い
う
偶
然
に
偶
然
、
び
っ
く
り
で
し
た
。
上

板
の
さ
っ
ち
ゃ
ん
。
初
日
に
会
う
な
り
意
気

投
合
。「
さ
ち
ぃ
」
に
「
ゆ
っ
き
ぃ
」
の
仲
で
、

姉
妹
の
よ
う
に
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
仕
事

で
キ
ャ
ッ
キ
ャ
が
き
た
（
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
）
と
き
、
よ
く
一
緒
に
地
下
の
売

店
へ
お
菓
子
を
買
い
に
逃
亡
し
た
も
の
で
す
。

　
研
修
生
の
一
日
は
、
新
聞
の
切
り
抜
き
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
八
時
三
十

分
ま
で
に
作
業
を
終
え
よ
う
と
、
研
修
生
み

ん
な
朝
早
く
集
合
し
て
い
ま
し
た
。
朝
の
苦

手
な
私
は
、
毎
朝
必
死
に
な
っ
て
自
転
車
通

勤
。
雪
の
日
に
は
、
Ｒ
55
号
の
大
通
り
で
思

い
っ
き
り
滑
っ
て
転
ん
で
半
泣
き
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
各
自
、
手
に
黄
色
の

蛍
光
ペ
ン
を
持
っ
て
、
一
斉
に
新
聞
広
げ
て
、

市
町
村
課
関
連
記
事
を
探
し
ま
す
。
記
事
を

見
つ
け
て
は
黄
色
の
蛍
光
ペ
ン
で
囲
っ
て
、

コ
ピ
ー
し
て
切
っ
て
、
Ａ
４
用
紙
に
貼
っ
て

ス
キ
ャ
ナ
ー
で
取
り
込
む
。
朝
か
ら
結
構
な

仕
事
で
し
た
。
こ
の
と
き
ほ
ど
新
聞
を
読
ん

だ
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
研
修
は
、
前
期
と
後
期
の
二
部
体
制
で
、

研
修
の
思
い
出

　
神
山
町
健
康
福
祉
課
係
長

原
　
田
　
　
　
幸

神光寺　のぼり藤 小野さくら野舞台 明王寺　しだれ桜

神通滝

神山桜街道
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前
期
の
配
属
は
行
政
係
で
し
た
。

　
名
前
を
聞
い
た
だ
け
で
も
、
堅
そ
う
な
と

こ
ろ
や
な
と
不
安
で
し
た
。
行
政
係
に
は
、

市
町
村
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
電
話
が
鳴
っ
た
ら
ド
キ
ド
キ
で

す
。
基
本
、
電
話
を
取
っ
た
者
が
そ
の
問
い

合
わ
せ
の
回
答
者
と
な
り
ま
す
。
電
話
が
鳴

る
と
、
意
に
反
し
て
受
話
器
を
取
る
。
ま
ず
、

内
容
を
丁
寧
に
聞
い
て
、
即
答
は
せ
ず
に
一

旦
受
話
器
を
置
く
。
早
く
答
え
た
い
と
思
う

と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
こ
は
天
下
の
市
町
村

課
行
政
係
。「
１
に
根
拠
！
２
に
根
拠
！
３
、

４
も
根
拠
で
５
に
根
拠
！
」。
ど
ん
な
些
細

な
質
問
に
対
し
て
も
、
立
案
、
決
裁
の
手
順

を
外
せ
な
い
。
市
町
村
実
務
提
要
、
地
方
自

治
法
、
分
厚
い
本
を
何
冊
も
読
ん
で
、
関
連

ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
て
は
コ
ピ
ー
コ
ピ
ー
。
膨

大
な
資
料
を
付
け
て
、
立
案
完
成
。
や
っ
と

伺
い
が
回
せ
て
、
ホ
ッ
と
し
た
の
も
束
の

間
。
第
１
関
門
の
相
方
に
許
し
て
も
ら
え
て

も
、
い
く
つ
も
の
難
関
が
待
ち
構
え
て
い
ま

す
。
決
裁
完
了
ま
で
の
道
の
り
は
厳
し
い
も

の
で
し
た
。
自
信
満
々
の
力
作
で
も
、
途
中

で
見
事
に
「
は
い
！
リ
タ
ー
ン
」（
泣
）。
行

政
係
の
赤
ペ
ン
先
生
た
ち
は
容
赦
な
ん
て
あ

り
ま
せ
ん
！
「
原
田
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
」
ダ

ン
デ
ィ
ー
な
声
で
ち
ょ
く
ち
ょ
く
お
呼
び
が

か
か
る
こ
と
も
…
。
ラ
グ
ビ
ー
で
鍛
え
た
大

き
な
体
と
は
ウ
ラ
ハ
ラ
な
さ
さ
や
く
声
で
、

チ
ク
チ
ク
ご
助
言
い
た
だ
い
た
こ
と
、
今
で

も
し
っ
か
り
身
に
染
み
て
お
り
ま
す（
苦
笑
）

ま
た
、
問
い
合
わ
せ
へ
の
回
答
に
つ
い
て
は
、

メ
ー
ル
よ
り
電
話
。
跡
に
残
る
メ
ー
ル
や
文

書
で
の
回
答
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
、
と
い

う
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

　
行
政
係
の
前
半
の
目
玉
「
勤
務
時
間
状
況

調
」。
十
一
階
の
講
堂
で
全
市
町
村
へ
の
説

明
、
調
査
の
集
計
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
国
へ
の

報
告
書
作
成
。
終
盤
、
国
へ
の
提
出
期
限
直

前
に
数
字
が
お
か
し
い
こ
と
に
気
づ
き
、
生

ま
れ
て
初
め
て
の
徹
夜
…
。
仕
上
が
っ
た
時

に
は
窓
の
外
は
明
る
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
ま
で
一
緒
に
残
っ
て
く
れ
た
仁
木
さ
ん
、

ほ
ん
ま
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
後
期
は
財
政
係
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
電

卓
を
見
な
い
で
打
つ
ス
ゴ
技
を
持
つ
職
員
の

方
も
い
て
、
私
も
秘
か
に
練
習
し
ま
し
た
が

完
全
に
習
得
で
き
ず
に
終
わ
り
ま
し
た
。
財

政
係
後
半
の
目
玉
は
交
付
税
検
査
で
す
。
交

付
税
検
査
は
か
な
り
憂
鬱
で
し
た
が
、
電
卓

片
手
に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
唯
一
の
楽
し
み

だ
っ
た
検
査
の
合
間
の
お
昼
ご
飯
！
事
前
に

み
ん
な
で
調
べ
て
い
た
お
店
へ
向
か
う
、
そ

の
足
ど
り
の
軽
さ
は
見
事
な
も
の
で
し
た
！

　「
県
庁
の
研
修
は
昼
も
大
事
や
け
ど
、
夜
も

大
事
ぞ
！
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
さ
す

が
そ
の
と
お
り
。
日
が
変
わ
り
そ
う
な
時
間

ま
で
仕
事
し
て
て
も「
ち
ょ
っ
と
行
く
で
！
」

の
一
言
で
、
ネ
オ
ン
を
目
指
す
。「
今
日
は

ぎ
ょ
う
ざ
と
ビ
ー
ル
じ
ゃ
！
」
狭
い
お
店
を

一
行
が
陣
取
っ
て
、
よ
く
弾
ん
だ
も
の
で
す
。

お
昼
の
お
堅
い
姿
か
ら
一
変
。
切
替
え
の
す

ば
ら
し
さ
、
ま
た
そ
の
す
ば
や
さ
！
び
っ
く

り
す
る
ほ
ど
み
ん
な
タ
フ
で
し
た
。
こ
の
一

年
、
胃
薬
ど
ん
だ
け
飲
ん
だ
か
知
れ
ま
せ
ん

（
笑
）

　
十
七
年
度
研
修
生
は
み
ん
な
個
性
的
な
子

ば
か
り
で
ほ
ん
ま
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
今

で
も
年
に
一
度
は
声
か
け
合
っ
て
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
一
生
の
友
だ
ち
で
あ
り
、
地
方
行

政
の
良
き
相
談
者
で
す
。

　
当
時
の
出
会
い
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
、

研
修
で
培
っ
た
行
政
力
を
し
っ
か
り
と
日
常

の
業
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
県
へ
の
出
向
の
一
年
間
、
本
当
に
濃
い
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

神光寺　のぼり藤KA I R 作品

神山森林公園イルローザの森
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は
じ
め
に

　
平
成
二
十
七
年
十
二
月
七
日
か
ら
十
二
月

十
一
日
ま
で
の
五
日
間
、
滋
賀
県
大
津
市
に

あ
る
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
（
国
際

文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
）に
お
い
て
行
わ
れ
た「
地

域
の
活
力
創
造
〜
攻
め
の
農
林
水
産
業
の
展

開
〜
」
の
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
農
業
全
般
に
関
わ
る
問
題
と
し
て

懸
念
さ
れ
て
い
る
の
が
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
と
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
問
題
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
よ
る
国
内
農
産
物
へ
の

影
響
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
人

口
減
少
問
題
が
叫
ば
れ
る
中
で「
地
方
創
生
」

と
い
っ
た
ワ
ー
ド
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
り
、

地
方
の
あ
り
方
、
活
か
し
方
が
見
直
さ
れ
る

時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
問
題

や
情
勢
に
対
応
す
べ
く
、
少
し
で
も
自
分
が

住
ん
で
い
る
地
域
・
農
業
に
貢
献
で
き
る
職

員
に
な
り
た
く
、
ま
た
、
入
庁
一
年
目
と
い

う
こ
と
で
幅
広
い
知
見
を
取
り
入
れ
た
く
、

今
回
の
研
修
を
受
講
す
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

研
修
生
活
に
つ
い
て

　
今
回
の
研
修
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
農
林

水
産
業
振
興
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い

る
市
町
村
職
員
が
多
数
参
加
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
や
体

験
談
、
抱
え
て
い
る
悩
み
な
ど
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
懇
親
会
も
開
催
さ

れ
親
交
も
深
ま
り
、
仕
事
へ
の
思
い
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
り
非
常
に
有
意
義
で
し

た
。

　
研
修
施
設
に
お
い
て
も
、
宿
泊
室
は
個
室

で
研
修
内
容
の
予
習
復
習
も
ゆ
っ
く
り
と
で

き
る
環
境
で
し
た
。
談
話
室
や
Ｐ
Ｃ
ル
ー
ム

も
あ
り
、
講
義
終
了
後
も
意
見
交
換
や
情
報

収
集
、
資
料
作
成
が
で
き
て
、
研
修
環
境
が

素
晴
ら
し
い
施
設
で
し
た
。
研
修
施
設
内
に
、

雰
囲
気
の
良
い
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
り
、
ほ
か
の

研
修
受
講
生
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
さ
ん
も
多
数
来
ら
れ

て
お
り
、
異
文
化
交
流
も
で
き
楽
し
く
過
ご

せ
ま
し
た
。

研
修
に
つ
い
て

　
講
義
は
農
業
情
勢
に
関
す
る
基
調
講
義
に

続
き
、
農
業
へ
の
企
業
参
入
、
生
産
者
の
所

得
ア
ッ
プ
、
環
境
保
全
農
法
、
六
次
産
業

化
、
地
域
連
携
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
開

発
、
行
政
に
よ
る
農
林
水
産
品
の
販
路
拡
大

支
援
等
に
関
す
る
優
良
事
例
紹
介
が
、
取
組

を
行
っ
て
い
る
会
社
の
社
長
、
特
定
非
営
利

法
人
の
代
表
、
市
長
、
自
治
体
職
員
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
初
日
に
テ
ー
マ
ご

と
に
班
分
け
が
行
わ
れ
、
最
終
日
に
決
め
ら

れ
た
テ
ー
マ
を
基
に
、
班
員
の
所
属
し
て
い

る
い
ず
れ
か
の
自
治
体
を
モ
デ
ル
に
し
て
農

業
課
題
に
関
す
る
政
策
を
立
案
し
、
班
で
一

つ
の
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
て
発
表
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
二
日
目
に
行
わ
れ

た
㈱
イ
ヌ
イ
代
表
取
締
役
の
柿
沢
氏
に
よ

る
「
生
産
者
の
所
得
ア
ッ
プ
が
地
域
再
生
の

鍵
」
と
い
う
題
目
で
紹
介
さ
れ
た
事
例
で
し

た
。
柿
沢
氏
は
東
京
都
目
黒
区
で
「
野
菜
の

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

　「
地
域
の
活
力
創
造
～
攻
め
の
農
林

　
水
産
業
の
展
開
～
」
を
受
講
し
て

阿
波
市
産
業
経
済
部
農
業
振
興
課
主
事
補

原
　
田
　
裕
　
人
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ケ
ー
キ
屋
」
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
菜

×
ケ
ー
キ
で
健
康
的
に
美
味
し
い
お
菓
子
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
野
菜
消
費
の
拡
大
か

ら
生
産
者
の
所
得
向
上
に
繋
げ
る
と
い
う
発

想
に
は
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も

野
菜
染
め
の
扇
子
販
売
等
の
事
業
も
さ
れ
て

お
り
、
農
産
物
の
持
っ
て
い
る
価
値
を
い
ろ

い
ろ
な
視
点
か
ら
見
い
だ
し
、
行
政
や
農
協

と
連
携
し
取
り
組
ま
れ
て
い
る
そ
の
発
想
力
、

行
動
力
に
は
と
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

　
三
日
目
に
行
わ
れ
た
、「
企
業
参
入
に
よ

る
農
業
振
興
」
の
題
目
で
紹
介
さ
れ
た
、
イ

オ
ン
ア
グ
リ
創
造
㈱
代
表
取
締
役
の
福
永
氏

に
よ
る
イ
オ
ン
農
場
の
話
も
た
め
に
な
り
ま

し
た
。
耕
作
放
棄
地
に
企
業
が
参
入
し
、
地

産
地
消
並
び
に
雇
用
の
拡
大
を
創
出
し
た
い

と
い
う
熱
い
思
い
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
阿
波
市
で
も
、
四
国
初
の
イ
オ
ン

農
場
が
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
開
場
さ
れ
ま

す
。
主
要
品
目
だ
け
で
な
く
、
珍
し
い
品
目

も
栽
培
し
、
自
社
系
列
の
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で

販
売
し
て
地
産
地
消
や
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
と
、
社
長
が
意
気
込
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
市
と
し
て
も
一
丸
と
な
っ
て
応

援
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
農
業
へ
の
企
業

参
入
に
よ
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
事
柄
と
し

て
地
元
雇
用
が
あ
り
ま
す
。
農
業
の
若
者
離

れ
の
一
つ
に
労
働
問
題
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

自
分
の
時
間
も
と
れ
ず
日
々
農
作
業
に
従
事

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
過
酷
な
状
況

に
嫌
悪
感
を
も
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
企
業
が
農
業
に
参
入
し
、

シ
フ
ト
制
な
ど
で
し
っ
か
り
し
た
労
働
体
系

が
構
築
で
き
れ
ば
、
農
業
に
従
事
し
な
が
ら

自
分
の
時
間
も
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
が
、
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
い

う
若
者
を
増
や
す
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
の
動
向
が
非
常
に

楽
し
み
で
す
。

　
四
日
目
の
島
根
県
浜
田
市
の
農
林
水
産
品

の
販
路
拡
大
支
援
に
関
す
る
浜
田
市
長
の
ご

講
演
も
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
市
役

所
内
に
販
路
開
拓
支
援
組
織
を
設
置
し
、
産

業
振
興
課
の
職
員
が
直
々
に
市
内
の
特
産
品

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
営
業
活
動
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
な
ん
と
県
外
の
広

島
に
も
「
広
島
市
場
開
拓
室
」
を
設
置
し
職

員
を
常
駐
さ
せ
、
農
林
水
産
品
の
販
路
開
拓

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
市
役
所
ら
し

か
ら
ぬ
民
間
企
業
さ
な
が
ら
の
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
な
取
組
は
見
習
う
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
別
の
政
策
立
案
発
表
会
で
は
、
私

た
ち
の
班
は
「
異
業
種
の
誘
致
、
異
業
種
と

の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
策
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
基
に
、
私
が
所
属
し
て
い
る
阿
波

市
を
モ
デ
ル
に
と
り
あ
げ
、
阿
波
市
と
し
て

何
が
で
き
る
か
意
見
を
出
し
合
い
立
案
し
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と
め
て
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
所
属
し
て
い
る
私
自
身
が
県
外
出

身
で
、
ま
だ
自
分
の
住
ん
で
い
る
市
の
こ
と

を
あ
ま
り
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
調
べ

物
を
し
な
が
ら
班
員
に
市
を
紹
介
、
説
明
す

る
こ
と
で
少
し
は
市
の
事
が
見
え
て
き
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
。
班
員
の
皆
様
に
も
率
直

な
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
一
つ
の
政

策
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
野
菜
工
場
の
誘
致
、
研
究

施
設
の
誘
致
、
徳
島
大
学
の
農
業
研
究
用
圃

場
の
開
設
、
一
つ
の
道
沿
い
に
農
業
関
連
の

施
設
や
圃
場
、
店
舗
、
農
村
公
園
を
集
約
さ

せ
ア
グ
リ
ロ
ー
ド
を
作
ろ
う
と
い
っ
た
政
策

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
時
間
で
意
見
を
出
し
合
い
ス
ラ

イ
ド
に
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
大
変
で
し
た
が
、
考
え
る
力
が
養
わ
れ
ま

し
た
。お

わ
り
に

　
五
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
様
々
な
事
例
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
他
の
市
町
村
の
職
員
方
と
意
見
交

換
・
情
報
共
有
が
で
き
て
大
変
貴
重
な
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
文
化
ア
カ
デ

ミ
ー
の
事
務
局
が
、
研
修
後
も
意
見
交
換
が

で
き
る
よ
う
研
修
参
加
メ
ン
バ
ー
用
の
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
っ
て
下
さ
り
、
こ
の
リ

ポ
ー
ト
を
執
筆
し
て
い
る
現
在
も
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
上
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
各
市
町
村
の
優
良
取
組
や
悩
み
と
い
っ

た
情
報
を
研
修
後
も
繋
が
り
を
活
か
し
共
有

で
き
る
の
が
非
常
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
や
他
市
町
村
の

職
員
と
の
繋
が
り
を
通
じ
て
、
今
後
の
市
の

農
業
振
興
や
発
展
に
活
か
し
て
い
け
る
よ
う

に
業
務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
高
機
能
化
、
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
普
及
な
ど
、
近
年
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
は
目
ま
ぐ

る
し
く
発
展
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
業
務
の
大
幅
な
効
率
化
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
、
従
来
の
業
務
の
あ
り
方
そ
の
も
の

を
変
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少
社
会
の
到

来
に
よ
る
就
労
可
能
人
口
の
減
少
な
ど
を
背
景
に
、
職

員
の
意
欲
の
向
上
や
優
秀
な
人
材
の
確
保
の
た
め
に
も
、

育
児
や
介
護
等
を
行
う
職
員
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
、
そ
し
て
多
様
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
仕

組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
近
年
、
社
会
全
体
に
お
い
て
も
、
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
、
時
差
通
勤
、
ゆ
う
活
な
ど
、
従
来
に
比

べ
て
柔
軟
な
働
き
方
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
も
、
民
間
を
中
心
に
導
入
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
稿
で
は
、
県
内
市
町
村

に
お
け
る
導
入
を
推
進
す
る
た
め
、
市
町
村
に
お
け
る

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
つ
い
て
、
概
要
や
課
題
、
導
入

手
順
等
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
と
は

１
　
テ
レ
ワ
ー
ク
と
は 

　
テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を

活
用
し
た
場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き

方
を
い
う
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

の
実
現
」、「
業
務
効
率
、
生
産
性
の
向
上
」、「
災
害
時

に
お
け
る
業
務
継
続
能
力
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
向
上
」
な
ど

が
可
能
と
な
る
。

２
　
テ
レ
ワ
ー
ク
の
形
態

　
テ
レ
ワ
ー
ク
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
在
宅
勤
務
」
の
他

に
も
、「
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
」、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」

な
ど
三
つ
の
実
施
形
態
が
あ
る
。

○
在
宅
勤
務

　
職
員
が
自
宅
に
お
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
端
末
や
携
帯
電

話
等
を
使
用
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
経
由
で
庁
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
（
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
等
）
に
接
続
し
て
通
常

の
業
務
を
遂
行
す
る
形
態
。
育
児
中
や
介
護
中
の
職
員

の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

仕
事
の
進
め
方
を
見
直
す
こ
と
で
、
業
務
効
率
の
向
上

に
つ
な
が
る
。
通
勤
時
間
の
短
縮
や
通
勤
疲
労
の
軽
減

も
見
込
ま
れ
る
。
育
児
、
介
護
と
い
っ
た
理
由
で
、
働

く
意
欲
が
あ
っ
て
も
十
分
に
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
の
解
決
策
と
な
り
得
る
。

○
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク

　
職
員
が
出
張
先
や
移
動
中
に
、
パ
ソ
コ
ン
端
末
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
携
帯
電
話
等
を
活
用
し
て
業
務
を
遂

行
す
る
形
態
。
出
張
や
現
場
で
の
業
務
が
多
い
職
員
な

ど
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

を
経
由
し
て
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
接
続
し
業
務
を
行
う
た
め
、

現
場
で
業
務
を
即
時
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
業
務
の

効
率
化
、
労
働
時
間
の
縮
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス

　
勤
務
先
以
外
の
「
オ
フ
ィ
ス
・
ス
ペ
ー
ス
」
で
パ
ソ

コ
ン
端
末
等
を
活
用
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
形
態
。
出

張
時
に
お
け
る
「
隙
間
時
間
」
を
有
効
活
用
で
き
る
た

め
、
移
動
時
間
の
短
縮
や
移
動
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な

が
る
。
災
害
時
等
に
お
け
る
業
務
継
続
能
力
の
向
上
に

も
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

３
　
期
待
で
き
る
効
果

市町村におけるテレワークの導入について

市町村課主事（行政担当）　奥　村　竜一郎
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可
能
と
な
る
。
ま
た
、
外
出
先
で
業
務
が
実
施
で
き
る

こ
と
で
、
非
常
時
の
際
の
迅
速
な
情
報
伝
達
や
情
報
の

共
有
化
が
可
能
と
な
る
。

○
地
域
住
民
へ
の
波
及

　
業
務
の
効
率
化
や
非
常
時
の
対
応
な
ど
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
ほ
か
、
自
治
体
で
の
先
駆
的
取
組
は
、
地
域
に
お
け

る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
向
上
の
取
組
や
地
域

情
報
化
の
促
進
へ
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

市
町
村
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
課
題　
　
　
　

　
国
や
都
道
府
県
に
比
べ
、
よ
り
住
民
に
身
近
な
基
礎

自
治
体
で
あ
る
市
町
村
が
「
在
宅
勤
務
」
な
ど
の
テ
レ

ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
際
に
は
、
市
町
村
特
有
の
課
題
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
の
点
に
特
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。

■
職
務
専
念
義
務
に
つ
い
て
…
市
町
村
は
、
国
や
都
道

府
県
に
比
べ
、
住
民
や
現
場
に
近
い
業
務
が
多
く
、
テ

レ
ワ
ー
ク
実
施
中
や
勤
務
時
間
外
に
お
い
て
も
、
住
民

の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
の
住
民
等
の
理
解
が
な
け
れ
ば
、
適
切
な
労

務
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た

不
必
要
な
誤
解
を
招
く
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
↓

　
広
報
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
意
義
や
効
果
、
具
体
的
な

実
施
方
法
に
つ
い
て
、
住
民
等
に
周
知
す
る
ほ
か
、
同

様
の
取
組
を
地
域
の
事
業
者
へ
広
げ
て
い
く
こ
と
を
通

じ
て
、
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
に
つ
い
て
、
住
民
や

事
業
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
必
要
が
あ

○
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
充
実

　
計
画
的
、
自
立
的
に
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、

時
間
を
柔
軟
か
つ
有
効
的
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
活
動
の
機
会

が
増
え
る
な
ど
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
充

実
が
期
待
で
き
る
。

○
育
児
・
介
護
に
伴
う
職
員
の
雇
用
継
続

　
在
宅
勤
務
に
よ
り
、
育
児
や
介
護
な
ど
、
様
々
な
状

況
に
対
応
し
た
働
き
方
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
や
雇
用
継
続
な
ど
へ
の
対
応
も
容
易
に
な
る
。

○
多
様
な
人
材
の
活
用

　
働
き
方
の
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
で
、
多
様
な
人
材

の
就
業
機
会
が
増
加
し
、
有
能
な
人
材
の
活
用
の
推
進

に
つ
な
が
る
。

○
仕
事
の
能
率
や
業
務
の
効
率
性
の
向
上

　
自
宅
や
外
出
先
で
も
業
務
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
、
移
動
時
間
の
削
減
や
移
動
中
の
時
間
の
有
効
活
用

が
可
能
と
な
る
。
通
勤
や
移
動
に
よ
る
疲
労
が
軽
減
さ

れ
る
な
ど
、
心
身
へ
の
負
荷
軽
減
も
期
待
で
き
る
。

○
コ
ス
ト
削
減

　
移
動
に
よ
る
交
通
費
等
の
削
減
や
資
料
経
費
、
備
品

費
、
光
熱
費
な
ど
の
削
減
が
期
待
で
き
る
。

○
環
境
負
荷
の
軽
減

　
在
宅
勤
務
に
よ
り
、
通
勤
の
た
め
の
移
動
に
伴
う
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
、
渋
滞
の
緩
和
の
ほ
か
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減
な
ど
、

環
境
負
荷
の
低
減
が
見
込
ま
れ
、
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
の
効
果
も
期
待
で
き
る
。

○
非
常
時
の
業
務
継
続
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
）

　
震
災
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
の
緊
急
時
・
非
常
時
に
、

在
宅
勤
務
や
職
場
の
分
散
化
な
ど
に
よ
る
業
務
継
続
が

る
。

　
例
え
ば
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
や
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
フ
ィ
ス
に
は

「
プ
レ
ゼ
ン
ス
機
能
」
が
あ
り
、
在
宅
勤
務
者
が
席
に

つ
い
て
い
る
か
、
今
仕
事
を
し
て
い
る
か
が
分
か
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
監
視
ツ
ー
ル
で
は
な
く
、

「
在
宅
勤
務
で
も
オ
フ
ィ
ス
同
様
働
く
こ
と
が
で
き
る
」

よ
う
に
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
導
入
、
運
用
す

る
こ
と
で
、
職
務
専
念
義
務
対
策
と
し
て
対
外
的
に
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
在
宅
勤
務
に
は
適
さ
な
い
業
務
が
多
い
点
に
つ
い
て

　
・
在
宅
勤
務
に
は
適
さ
な
い
「
窓
口
業
務
な
ど
の
対

人
業
務
」、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
い
個
人
情
報
を

扱
う
業
務
」
な
ど
の
業
務
に
携
わ
る
職
員
の
割
合

が
多
い
。

　
・
市
町
村
の
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
一
人
の
職

員
が
所
掌
す
る
業
務
範
囲
が
広
く
な
り
、
在
宅
勤

務
に
は
適
さ
な
い
業
務
を
所
掌
す
る
こ
と
に
な
り

や
す
い
傾
向
が
あ
る
。

　
・
所
属
内
や
担
当
内
で
在
宅
勤
務
を
実
施
す
る
職
員

が
い
る
場
合
、
そ
の
所
属
、
担
当
職
員
が
少
な
い

ほ
ど
、
電
話
対
応
や
来
客
対
応
で
通
常
勤
務
を
し

て
い
る
職
員
の
負
担
が
増
大
す
る
。

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
在
宅
勤
務
の
実
施
を
希
望
し
て
も
、
対
象
業
務
が
無

い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
在
宅
勤
務
を
実
施
で
き
な
い
な

ど
の
問
題
が
往
々
に
し
て
起
こ
り
え
る
た
め
、

①
各
所
属
の
管
理
職
は
、
人
事
評
価
に
お
け
る
定
期
的

な
職
員
と
の
面
談
を
通
じ
て
職
員
の
意
向
を
把
握
し
、

特
に
育
児
や
介
護
等
に
携
わ
っ
て
い
る
職
員
が
在
宅

勤
務
を
希
望
す
る
場
合
は
、
在
宅
勤
務
に
適
し
た
事

務
分
掌
と
す
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
。
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②
人
事
担
当
課
は
、
希
望
者
が
同
じ
所
属
や
担
当
に
偏

ら
な
い
よ
う
、
各
所
属
で
把
握
し
た
職
員
の
意
向
を

参
考
に
、
人
事
上
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
向
け
て　
　
　
　
　
　
　
　

１
　
導
入
の
検
討

　
導
入
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
導
入
の
目
的
や
ね
ら

い
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
テ

レ
ワ
ー
ク
の
対
象
と
す
る
業
務
や
対
象
業
務
に
適
し
た

テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
形
態
な
ど
、
導
入
の
基
本
方
針
を

決
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
職
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
業
務
ス
タ
イ
ル
の
分
析
を
通
じ
て
、
現
状
の
把
握
と

課
題
の
整
理
も
必
要
と
な
る
。

２
　
職
員
の
理
解

　
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
働
き
方
や
業
務
プ
ロ
セ
ス
な
ど
を

見
直
す
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
導
入
の
検
討
段

階
か
ら
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
解
や
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
必
要
と
な
る
と
と
も
に
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
を

利
用
す
る
人
（
以
下
『
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
』
と
い
う
）」

を
管
理
す
る
部
課
長
等
の
管
理
職
ク
ラ
ス
、
周
囲
の
職

員
な
ど
、
関
係
す
る
職
員
へ
の
理
解
も
必
要
と
な
る
。

３
　
諸
制
度
の
変
更

　
テ
レ
ワ
ー
ク
は
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
た

め
、
導
入
前
に
、
現
行
の
勤
務
に
係
る
規
定
や
服
務
規

程
等
と
の
整
合
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
制
度
の

変
更
や
新
た
な
ル
ー
ル
の
策
定
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
人
事
部
門
や
職
員
団
体
と
の
調
整
が

必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

４
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
整
備

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
環
境
に
つ
い
て
、
現
状
把

握
を
行
う
と
と
も
に
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
が
自
分
の
職
場

以
外
で
仕
事
を
す
る
際
に
も
、
職
場
と
同
様
の
業
務
環

境
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
が

外
部
か
ら
安
全
に
自
治
体
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。

５
　
試
行
導
入

　
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
前
に
、
解
決
す
べ
き
問
題

点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
期
間
を
限
定
し
て
「
試

行
（
実
証
実
験
）」
を
行
う
。
ま
た
準
備
状
況
に
応
じ

て
、
段
階
的
に
実
施
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の

際
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
試
行
結
果
を
評
価
す
る
と

と
も
に
、
制
度
上
の
課
題
や
運
用
上
の
問
題
点
を
把
握

し
、
本
格
導
入
に
向
け
て
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。

６
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成

　
試
行
結
果
を
踏
ま
え
、
本
格
導
入
に
向
け
た
計
画
、

コ
ス
ト
、
作
業
項
目
の
選
定
、
導
入
の
時
期
な
ど
を
決

定
す
る
。

７
　
本
格
導
入

　
本
格
導
入
後
も
、
随
時
実
態
や
問
題
点
を
把
握
し
、

そ
の
解
決
を
図
る
こ
と
が
肝
要
と
な
る
。

モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
参
考
と
し
て
、市
町
村
が
比
較
的
導
入
し
や
す
い「
モ

バ
イ
ル
ワ
ー
ク
」
の
導
入
に
お
け
る
注
意
点
等
に
つ
い

て
記
す
こ
と
と
す
る
。

１
　
機
器
の
整
備

・
職
員
が
出
張
先
や
移
動
中
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
を

利
用
し
て
庁
内
の
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
や
業
務
シ
ス

テ
ム
を
接
続
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
講
じ
た
機
器
を
整
備
す
る
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
紛
失
や
盗
難
が
あ
っ
た
場
合
に
、

端
末
の
捜
索
や
遠
隔
に
よ
る
端
末
の
ロ
ッ
ク
、
デ
ー

タ
の
消
去
を
行
え
る
よ
う
、
モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
管

理
ツ
ー
ル
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
既
存
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
と
の
調
整
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
確
保
す
る
た
め
、
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
課
に

お
い
て
一
括
管
理
し
、
必
要
に
応
じ
て
貸
し
出
す
こ

と
が
有
効
で
あ
る
。

・
機
器
の
貸
出
に
あ
た
っ
て
は
、
別
途
貸
与
手
続
や
禁

止
事
項
等
を
規
定
し
た
利
用
要
領
を
定
め
る
。

○
貸
出
利
用
要
領
で
定
め
る
主
な
内
容

■
利
用
者
の
責
務

・
端
末
を
常
に
携
帯
し
、
万
全
の
注
意
を
も
っ
て
紛
失
、

盗
難
防
止
に
努
め
る
こ
と

・
端
末
で
使
用
す
る
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
適
切
に
管

理
す
る
こ
と

・
端
末
画
面
の
の
ぞ
き
見
、
撮
影
、
音
の
傍
受
に
よ
る

情
報
漏
洩
を
防
止
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　

■
禁
止
事
項

・
職
務
以
外
の
目
的
で
利
用
す
る
こ
と

・
情
報
資
産
の
漏
洩
、
第
三
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
す
る
行
為
を
行
う
こ
と

・
モ
バ
イ
ル
端
末
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
の
設
定
変
更

を
行
う
こ
と

・
フ
リ
ー
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ
と

■
情
報
資
産
の
取
扱
制
限

・
情
報
資
産
の
分
類
に
応
じ
て
、
モ
バ
イ
ル
端
末
で
の

利
用
に
制
限
を
課
す
こ
と

■
端
末
の
紛
失
等

・
端
末
を
紛
失
し
、
又
は
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
直

ち
に
報
告
す
る
こ
と

・
機
器
管
理
者
は
、
モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
管
理
ツ
ー
ル
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に
よ
り
、
端
末
の
ロ
ッ
ク
、
デ
ー
タ
消
去
を
行
う
こ

と
■
機
器
管
理
者
と
の
協
議
事
項

・
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
行
う
こ
と

・
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
接
続
す
る
こ
と

・
海
外
で
使
用
す
る
こ
と

　

２
　
実
施
可
能
と
考
え
ら
れ
る
対
象
業
務
（
例
）

　
県
関
係
課
と
市
町
村
（
鳴
門
市
・
阿
波
市
・
三
好
市
・

佐
那
河
内
村
、
海
陽
町
）
で
構
成
す
る
「
市
町
村
に
お

け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
に
関
す
る
研
究
会
」
で
、
参

加
市
町
村
か
ら
提
案
さ
れ
た
「
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
が
実

施
可
能
と
考
え
ら
れ
る
業
務
」
に
つ
い
て
、
分
野
毎
に

「
対
象
業
務
（
例
）」
と
し
て
以
下
の
と
お
り
例
示
し
て

い
る
。

　
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
各
団
体

で
対
象
業
務
の
募
集
を
行
う
と
と
も
に
、
導
入
希
望
の

あ
っ
た
業
務
に
つ
い
て
、
各
団
体
の
シ
ス
テ
ム
環
境
や

導
入
方
針
を
踏
ま
え
、
導
入
効
果
の
検
証
等
を
行
い
、

対
象
業
務
を
決
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

○
災
害
対
応

■
災
害
時
に
お
け
る
情
報
収
集
業
務
（
現
況
把
握
、
被

災
情
報
の
発
信
・
共
有
な
ど
）

■
災
害
時
に
お
け
る
道
路
・
河
川
等
の
管
理
・
点
検
業

務
○
情
報
発
信
関
係

■
観
光
情
報
の
魅
力
発
信
・
Ｐ
Ｒ
業
務

■
農
林
水
産
物
等
の
情
報
発
信
・
Ｐ
Ｒ
業
務

■
新
規
就
農
者
へ
の
制
度
説
明
・
情
報
提
供
業
務

○
企
画
・
調
査
関
係

■
ま
ち
づ
く
り
企
画
等
の
打
合
せ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

業
務

■
空
き
家
調
査
・
移
住
交
流
支
援
業
務

■
不
法
投
棄
等
現
地
調
査
・
確
認
業
務

○
福
祉
関
係

■
各
種
健
診
業
務

■
保
健
指
導
業
務
・
訪
問
業
務

■
介
護
認
定
調
査
業
務

■
介
護
予
防
事
業
の
現
地
説
明
業
務

○
税
務
関
係

■
納
税
相
談
業
務

■
固
定
資
産
評
価
業
務

■
住
宅
使
用
料
徴
収
業
務

○
公
共
施
設
管
理
業
務

■
道
路
施
設
管
理
業
務

■
水
道
施
設
管
理
業
務

■
簡
易
水
道
施
設
管
理
業
務

■
農
業
集
落
排
水
施
設
管
理
業
務

○
内
部
管
理
業
務

■
秘
書
業
務

■
公
共
工
事
現
場
管
理

■
議
会
答
弁
、
庁
内
ヒ
ア
リ
ン
グ
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化

　
な
お
、「
市
町
村
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
に

関
す
る
研
究
会
」
で
作
成
し
た
「
市
町
村
に
お
け
る
テ

レ
ワ
ー
ク
導
入
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
つ
い
て
は
、「
モ
バ

イ
ル
ワ
ー
ク
」
を
は
じ
め
、「
在
宅
勤
務
」、「
サ
テ
ラ

イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
」
に
つ
い
て
も
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
公
開
し
て
い
る
の
で
、
適
宜
参
考
に
さ
れ
た
い
。

お
わ
り
に

　
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
単
に
業
務
効
率
の
向
上
に
と
ど
ま

ら
ず
、
働
き
方
の
多
様
性
が
実
現
し
、
職
員
一
人
一
人

の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を
図
る
可
能

性
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
県
で
は
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
の
発
生
確
率
が
「
今
後
三
十
年
以
内
に

七
〇
％
程
度
」と
切
迫
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、テ
レ
ワ
ー

ク
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
平
時
か
ら
災
害
に
備
え
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
在
宅
勤
務
制
度
を
、
育
児
や
介
護

と
い
っ
た
理
由
で
利
用
す
る
一
部
の
職
員
の
働
き
方
に

限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
組
織
の
メ
ン
バ
ー
の
誰
も
が

い
つ
で
も
選
択
で
き
る
働
き
方
と
捉
え
て
準
備
す
る
こ

と
で
、
市
町
村
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
と
し
て
も
極
め

て
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
他
方
、
市
町
村
で
は
、
通
勤
距
離
が
比
較
的
短
く
、

在
宅
勤
務
へ
の
効
果
も
過
小
に
評
価
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
軽
度
の
在
宅
介
護
や
デ
イ
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
へ
の
送
迎
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感

染
症
の
流
行
や
、
学
校
や
保
育
園
の
閉
鎖
に
よ
る
子
ど

も
の
見
守
り
を
し
な
が
ら
の
勤
務
な
ど
、
そ
の
有
効
性

が
見
込
ま
れ
る
も
の
も
多
い
。

　
近
年
行
政
需
要
は
ま
す
ま
す
高
度
化
、
多
様
化
し
て

い
る
も
の
の
、
行
財
政
改
革
に
伴
い
市
町
村
の
職
員
数

も
減
少
し
て
お
り
、
業
務
の
効
率
化
、
人
材
の
有
効
な

活
用
は
切
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
は
そ
の

解
決
策
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村

に
お
い
て
も
検
討
す
べ
き
時
期
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
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普通交付税における交付税検査について

市町村課主事（企画財政担当）　坂　東　征　二

る
た
め
に
、
県
内
市
町
村
の
交
付
税
検
査
に
お
い
て
発

見
さ
れ
た
錯
誤
の
う
ち
、
人
為
的
ミ
ス
に
よ
る
錯
誤
が

多
数
で
あ
っ
た
費
目
に
着
目
し
、
交
付
税
検
査
の
内
容

を
今
一
度
確
認
す
る
と
と
も
に
、
当
該
錯
誤
の
内
容
及

び
原
因
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

２　
基
準
財
政
需
要
額
に
お
け
る
錯
誤

①
道
路
橋
り
ょ
う
費

○
測
定
単
位

　
道
路
の
面
積

：

道
路
維
持
管
理
関
係
の
給
与
費
、
物

　
　
　
　
　
　
　
件
費
及
び
道
路
の
維
持
補
修
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
る
経
費
を
算
定

　
道
路
の
延
長

：

一
般
道
路
改
築
及
び
交
通
安
全
施
設

　
　
　
　
　
　
　
等
の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
算
定

　○
確
認
事
項

ａ
）
道
路
台
帳
の
調
書
及
び
図
面

　
・
実
延
長
調
書
に
お
け
る
、
道
路
の
区
間
面
積
が
区

間
ご
と
の
路
面
幅
員
（
平
均
幅
員
）
に
延
長
を
乗

じ
て
得
た
数
値
と
な
っ
て
い
る
か
。

　
・
調
書
及
び
図
面
を
も
っ
て
路
線
ご
と
に
調
製
さ
れ

て
い
る
か
。

　
・
調
書
の
記
載
事
項
と
し
て
、
少
な
く
と
も
次
の
項

目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
。

　
１

　
道
路
の
種
類

　
　
　
２

　
路
線
名

　
３

　
路
線
の
指
定
又
は
認
定
の
年
月
日

　
　
　
　
　
　
　

　
４

　
路
線
の
起
点
及
び
終
点

　
５

　
供
用
開
始
の
区
間
及
び
年
月
日

　
６

　
路
線
（
管
理
部
分
）
の
延
長
及
び
そ
の
内
訳

　

１　

は
じ
め
に

　
普
通
交
付
税
は
、
財
源
が
乏
し
い
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
必
要
不
可
欠
な
財
源
で
あ
り
、
そ
の
額
は
基
準

財
政
需
要
額
か
ら
基
準
財
政
収
入
額
を
控
除
し
た
額
を

基
本
と
し
て
決
定
さ
れ
る
。

　
市
町
村
に
お
け
る
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
地
方

交
付
税
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
県
が
そ
の
団
体

の
財
政
状
況
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
、
そ
の
算
定
及

び
交
付
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
お
り
、
更
に
、
同
法
第
十
七
条
の
三
の
規

定
に
よ
り
、
県
に
お
い
て
当
該
算
定
に
用
い
た
資
料
に

関
し
て
の
検
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
総
務
大
臣
に

報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
法
第
十
九
条
に
お
い
て
は
、
普
通
交
付
税

の
額
の
算
定
の
基
礎
に
用
い
た
数
に
つ
い
て
錯
誤
を
発

見
し
た
場
合
に
、
そ
の
年
度
又
は
翌
年
度
に
お
い
て
普

通
交
付
税
を
加
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

（
錯
誤
措
置
）。

　
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
県
市
町
村
課
で
は
県

内
市
町
村
の
交
付
税
検
査
を
実
施
し
、
過
去
の
算
定
に

用
い
ら
れ
た
基
礎
数
値
が
適
正
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を

検
査
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
錯
誤
措
置
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
公
平
公
正
な
交
付
税
制
度
の
運
用
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、検
査
に
よ
っ

て
見
つ
か
る
錯
誤
に
は
、
制
度
上
や
む
を
得
ず
生
じ
る

も
の
以
外
に
、
人
為
的
ミ
ス
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
も

の
な
ど
、
錯
誤
防
止
の
余
地
が
あ
る
も
の
も
見
受
け
ら

れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
交
付
税
算
定
の
一
層
の
適
正
化
に
資
す
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・
図
面
の
記
載
事
項
と
し
て
、
少
な
く
と
も
次
の
項

目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
。

　
１

　
市
町
村
、
大
字
及
び
字
の
名
称
及
び
境
界
線

　
２

　
車
道
の
幅
員
が
〇
・
五
ｍ
以
上
変
化
す
る
箇
所

ご
と
に
お
け
る
当
該
箇
所
の
車
道
の
幅
員

　
３  

ト
ン
ネ
ル
、
橋
及
び
渡
船
施
設
並
び
に
こ
れ
ら

の
名
称

　
４

　
道
路
と
公
用
を
兼
ね
る
主
要
な
外
の
工
作
物

　
５

　
調
製
の
年
月
日

　
・
図
面
の
縮
尺
は
、
一
／
一
〇
〇
〇
以
上
か
。

　
・
図
面
は
実
延
長
調
書
と
次
の
点
で
整
合
し
て
い
る

か
。

　
①
区
間
数
、
②
区
間
延
長
、

　
③
区
間
端
幅
員
（
地
点
幅
員
）

　
④
区
間
平
均
幅
員（
区
間
で
整
理
さ
れ
て
い
る
場
合
）

ｂ
）
事
前
照
会
様
式
の
突
合

　
・
異
動
の
あ
っ
た
道
路
に
つ
い
て
、
算
定
年
度
前
年

に
提
出
が
あ
っ
た
様
式
と
道
路
の
明
細
書
及
び
検

査
市
町
村
備
付
け
の
台
帳
等
と
を
突
合
し
、
数
値

に
錯
誤
が
な
い
か
を
確
認
す
る
。

　
・
道
路
部
＋
橋
り
ょ
う
部
の
合
計
数
値
に
な
っ
て
い

る
か
。

　
・
幅
員
一
・
五
ｍ
未
満
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い

か
。

　
・
橋
り
ょ
う
を
有
す
る
道
路
に
つ
い
て
、
延
長
が
二

ｍ
未
満
の
橋
り
ょ
う
が
橋
り
ょ
う
数
値
に
含
ま
れ

て
い
な
い
か
。（
幅
員
一
・
五
ｍ
以
上
で
延
長
が
二

ｍ
未
満
の
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
道
路
部
と
し
て

参
入
）

ｃ
）
路
線
に
係
る
議
決
並
び
に
告
示

　
・
新
規
認
定
又
は
路
線
変
更
の
場
合
は
、
認
定
又
は

路
線
変
更
の
議
決
並
び
に
認
定
、
区
域
決
定

　
　
又
は
区
域
変
更
及
び
供
用
開
始
の
告
示
が
基
準
日

（ｎ
−
１

年
四
月
一
日
）
ま
で
に
さ
れ
て
い
る
か
。

　
・
区
域
変
更
の
場
合
は
、
区
域
変
更
及
び
供
用
開
始

の
告
示
が
基
準
日
（ｎ

−
１

年
四
月
一
日
）
ま
で

に
さ
れ
て
い
る
か
。

　
・
廃
止
の
場
合
は
、
廃
止
の
議
決
及
び
告
示
が
さ
れ

て
い
る
か
。

　
　（
廃
止
の
場
合
で
、
議
決
日
と
告
示
日
の
間
に
四

月
一
日
を
ま
た
い
で
い
る
と
き
は
、
道
路
と
し
て

供
用
し
な
く
な
っ
た
日
を
聴
取
す
る
。
聴
取
の
結

果
、
四
月
一
日
の
前
日
ま
で
に
供
用
し
て
い
な
い

場
合
は
、
基
礎
数
値
か
ら
除
く
（
錯
誤
と
し
て
処

理
）。）

　
　
＊
ｎ

：

交
付
税
算
定
年
度

○
錯
誤
内
容

　
測
定
単
位
で
あ
る
「
道
路
の
面
積
」
及
び
「
道
路
の

延
長
」
の
算
入
誤
り
が
見
受
け
ら
れ
た
。
極
端
な
数
値

誤
り
は
少
な
い
た
め
錯
誤
額
と
し
て
は
少
額
だ
が
、
毎

回
同
じ
団
体
で
同
様
の
錯
誤
が
生
じ
る
な
ど
、
錯
誤
防

止
策
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

　
基
礎
数
値
が
道
路
台
帳
の
幅
員
区
分
（
地
点
・
区
間
）

に
よ
っ
て
延
長
を
計
り
計
上
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
た
う
え
で
の
道
路
担
当
課
に
よ
る
数
値
の
計
上
や
、

根
拠
と
な
る
道
路
台
帳
を
整
理
す
る
に
あ
た
り
、
団
体

と
し
て
の
測
量
方
法
の
統
一
、
委
託
業
者
や
道
路
担
当

課
に
よ
る
記
載
（
転
記
）
ミ
ス
が
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②
下
水
道
費

○
測
定
単
位

　
人
口

：

下
水
道
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
の
公
費

　
　
　
　
負
担
分
を
算
定

○
確
認
事
項

ａ
）
各
下
水
道
施
設
台
帳

　
　
　

公
共
下
水
道

・
排
水
人
口
に
つ
い
て
は
、
供
用
を
開
始
し
て
い
る
排

水
区
域
内
の
算
定
前
年
度
末
現
在
（
平
成
二
十
七
年

度
算
定
の
場
合
、
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
現

在
）
に
お
け
る
住
民
基
本
台
帳
登
載
人
口
及
び
外
国

人
登
録
人
口
か
。

・
排
水
面
積

　
公
共
下
水
道
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
供
用
開
始
し
て
い

る
排
水
区
域
面
積
か
。

農
業
集
落
排
水
（
漁
業
集
落
排
水
、
林
業
集
落
排
水
）

・
排
水
人
口
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
台
帳
に
記
載
さ
れ

た
供
用
を
開
始
し
て
い
る
排
水
区
域
内
に
お
け
る
住

民
基
本
台
帳
登
載
人
口
及
び
外
国
人
登
録
人
口
の
う

ち
、
汚
水
処
理
を
実
施
し
、
特
別
会
計
を
も
っ
て
運

営
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
を
記
載
し
て
い
る
か
。
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・
排
水
面
積

　
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
供
用
開
始
し
て
い
る
排
水
区
域

面
積
で
あ
り
、
汚
水
処
理
を
実
施
し
、
特
別
会
計
を

も
っ
て
運
営
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
を
記
載
し
て
い

る
か
。

○
錯
誤
内
容

　
排
水
人
口
や
排
水
面
積
の
把
握
誤
り
が
見
受
け
ら
れ

る
。

　
原
因
と
し
て
は
、
各
下
水
道
台
帳
の
精
度
不
足
や
公

共
施
設
状
況
調
査
か
ら
の
単
位
変
換
ミ
ス
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
排
水
人
口
の
基
準
日
が
三
月
三
十
一
日
現
在
で
あ
る

こ
と
や
、
外
国
人
登
録
人
口
の
算
入
漏
れ
や
算
入
誤
り
、

簡
易
水
道
に
か
か
る
基
礎
数
値
も
同
様
で
あ
る
が
、
基

礎
数
値
の
根
拠
が
公
共
施
設
状
況
調
査
の
数
値
と
な
っ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
更
に
そ
の
数
値
の
元
と

な
っ
て
い
る
台
帳
等
の
状
況
確
認
が
必
要
で
あ
り
、
公

共
施
設
状
況
調
査
と
交
付
税
基
礎
数
値
の
単
位
の
違
い

（
ha
と
㎡
）
に
よ
る
単
位
変
換
ミ
ス
な
ど
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
。

③
小
・
中
学
校
費

○
測
定
単
位

　
児
童
（
生
徒
）
数

：

学
校
給
食
及
び
就
学
援
助
に
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
経
費
を
算
定

　
学
級
数

：

建
物
等
の
維
持
修
繕
並
び
に
教
育
教
材
及

　
　
　
　
　
び
学
校
図
書
館
図
書
整
備
に
要
す
る
経
費

　
　
　
　
　
を
算
定

　
学
校
数

：

学
校
医
等
に
対
す
る
報
酬
及
び
学
校
情
報

　
　
　
　
　
化
に
要
す
る
経
費
を
算
定

○
確
認
事
項

ａ
）
児
童
数
・
生
徒
数
・
学
校
数

　
・
当
該
年
度
の
学
校
基
本
調
査
の
数
値
と
一
致
し
て

い
る
か
。

　
・
市
町
村
立
の
特
別
支
援
学
校
の
小
中
学
部
の
児
童

数
・
生
徒
数
及
び
学
校
数
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
。

　
・
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
っ
て
委
託
し
た
児
童（
生

徒
）
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
委
託
児
童
（
生
徒
）

の
数
は
、
当
該
委
託
さ
れ
た
市
町
村
の
児
童
（
生

徒
）
の
数
と
み
な
し
て
い
る
か
。

　
・
在
学
児
童
（
生
徒
）
を
有
し
な
い
学
校
は
除
い
て

あ
る
か
。

　
・
学
校
教
育
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
っ
て
分
校
と
し

て
当
該
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
届
出
の
あ
っ

た
も
の
は
独
立
の
学
校
と
み
な
し
て
い
る
か
。

ｂ
）
学
級
数

　
・
義
務
標
準
法
施
行
規
則
第
二
条
に
基
づ
く
文
部
科

学
大
臣
に
対
す
る
報
告
書
に
準
じ
て
い
る
か
。

　
・
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
成
及
び
教
職
員

定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
及
び
同
法
施
行
令
に

規
定
す
る
学
級
編
成
の
標
準
に
よ
っ
て
算
定
し
た

学
級
数
で
あ
る
か
。

　
・
学
校
基
本
調
査
規
則
に
よ
っ
て
調
査
し
た
実
学
級

数
を
計
上
し
て
い
な
い
か
。

　
　

ｃ
）
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
・
児
童
（
生
徒
）
の
通
学
の
用
に
供
す
る
た
め
市
町

村
が
運
行
し
て
い
る
バ
ス
か
。

　
・
児
童
（
生
徒
）
の
通
学
の
用
に
供
す
る
た
め
他
の

も
の
（
バ
ス
会
社
等
）
に
運
行
を
委
託
し
た
も
の

も
含
ん
で
い
る
か
。

　
・
特
別
支
援
学
校
の
児
童
（
生
徒
）
の
通
学
の
用
に

供
す
る
た
め
の
も
の
は
除
い
て
い
る
か
。

　
・
年
間
を
通
じ
て
登
下
校
の
た
め
に
運
行
さ
れ
て

い
る
か
。（
季
節
的
に
運
行
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、

登
校
又
は
下
校
時
の
み
に
運
行
さ
れ
て
い
る
も
の

は
除
い
て
い
る
か
。）

　
・
定
員
（
運
転
手
を
除
い
て
十
人
以
上
）
を
満
た
し

て
い
る
か
。

　
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
児
童
（
生
徒
）
の
通
学
以
外
の

目
的
で
運
行
し
、
又
は
便
乗
に
よ
り
利
用
し
て
い

る
場
合
（
登
下
校
運
行
時
以
外
は
市
町
村
営
バ
ス

と
し
て
運
行
）
は
、
運
行
日
誌
等
で
使
用
状
況
を

管
理
し
て
い
る
か
。

ｄ
）
教
育
扶
助
受
給
児
童
（
生
徒
）
数

　
・
厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
被
保
護
者
調
査
に
お
い

て
、
基
準
日
に
お
い
て
教
育
扶
助
を
受
け
た
児
童

（
生
徒
）
の
数
と
し
て
報
告
し
た
数
字
か
。

ｅ
）
学
校
給
食
実
施
児
童
（
生
徒
）
数

　
・
文
部
科
学
省
が
実
施
す
る
学
校
給
食
実
施
状
況
等

調
査
に
お
い
て
、
基
準
日
に
お
い
て
完
全
給
食
を

受
け
た
児
童
（
生
徒
）
の
数
、
補
食
給
食
を
受
け

た
児
童
（
生
徒
）
の
数
及
び
ミ
ル
ク
給
食
を
受
け

た
児
童
（
生
徒
）
の
数
と
し
て
報
告
し
た
数
字
で

あ
る
か
。
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○
錯
誤
内
容

　
ｃ
）
の
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
」
の
計
上
誤
り
が
近
年
発

生
し
て
い
る
。
乗
車
定
員
に
運
転
手
を
含
め
て
し
ま
い
、

普
通
交
付
税
措
置
対
象
外
の
バ
ス
を
誤
計
上
す
る
と
い

う
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
錯
誤
で
は
な
い
も
の
の
、
児
童
生
徒
を
乗
せ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
が
十
分
で
な
い
団
体
も
見

受
け
ら
れ
、
特
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
市
町
村
営
バ
ス

と
の
兼
用
で
運
行
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
往
路
復

路
と
も
に
児
童
生
徒
が
利
用
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

書
類
を
整
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

④
港
湾
費

○
測
定
単
位

港
湾
及
び
漁
港
に
お
け
る
係
留
施
設
の
延
長

：

港
湾
及
び
漁
港
に
お
け
る
事
務
費
及
び
維
持
管
理
費

を
算
定

港
湾
及
び
漁
港
に
お
け
る
外
郭
施
設
の
延
長

：

　
港
湾
及
び
漁
港
に
お
け
る
施
設
費
を
算
定

◯
確
認
事
項

ａ
）
係
留
施
設
及
び
外
郭
施
設
延
長

　
・
港
湾
（
漁
港
）
台
帳
記
載
の
数
字
か
。

　
・
港
湾
（
漁
港
）
台
帳
は
帳
簿
の
図
面
を
も
っ
て
組

成
し
て
い
る
か
。（
区
域
平
面
図
、
施
設
位
置
図

及
び
施
設
断
面
図
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。）

　
・
基
準
日
ま
で
に
港
湾
（
漁
港
）
台
帳
へ
の
施
設
の

記
載
が
さ
れ
て
い
る
か
。（
施
設
の
完
成
が
前
年

度
で
あ
っ
て
も
、
台
帳
へ
の
記
載
が
な
け
れ
ば
基

礎
数
値
に
は
で
き
な
い
。）

　
・
前
年
の
三
月
三
十
一
日
以
前
の
災
害
に
よ
り
、
現

在
に
お
い
て
機
能
を
失
っ
て
い
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
復
旧
工
事
に
よ
っ
て
機
能
回
復
す
る
ま
で
の

間
は
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
数
字
か
ら
除
外
さ

れ
て
い
る
か
。

　
・
同
一
の
区
域
に
つ
き
、
港
湾
と
漁
港
が
二
重
に
指

定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
全
施
設
港
湾
台
帳
に
記

載
さ
れ
る
が
、
漁
港
と
し
て
使
用
さ
れ
、
漁
港
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
漁
港
と
し
て
算
定

し
、
残
余
の
部
分
を
港
湾
と
し
て
算
定
し
て
い
る

か
。

　
・
台
帳
記
載
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
当
該
団
体
の
経

費
を
負
担
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
数
値
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
る
か
。

　
・
係
留
施
設
又
は
外
郭
施
設
の
新
設
等
に
よ
っ
て
効

用
を
失
っ
て
い
る
旧
施
設
に
つ
い
て
、
台
帳
記
載

の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
数
値
か
ら
除
外
し
て
い
る

か
。

　
・
港
湾
又
は
漁
港
区
域
内
の
海
岸
保
全
施
設
及
び
道

路
護
岸
は
、
交
付
税
算
定
上
は
港
湾
又
は
漁
港
の

数
値
と
し
て
積
算
さ
れ
て
い
る
か
。

　
・
外
郭
施
設
延
長
を
測
定
単
位
と
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
二
以
上
の
地
方
団
体
が
経
費
を
負
担
す
る

港
湾
（
漁
港
）
に
あ
っ
て
は
、
経
費
負
担
割
合
に

よ
る
按
分
後
の
数
値
が
基
礎
数
値
と
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
按
分
率
の
根
拠
が
示
せ
て
い
る
か
。

　
・
係
留
施
設
延
長
を
測
定
単
位
と
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、省
令
附
則
第
三
条
第
五
項
の
特
認
港
湾（
漁

港
）
以
外
は
管
理
主
体
別
に
算
定
さ
れ
て
い
る
か
。

◯
錯
誤
内
容

　
係
留
施
設
延
長
や
外
郭
施
設
延
長
の
把
握
誤
り
が
見

受
け
ら
れ
る
。

　
原
因
と
し
て
は
、
担
当
課
が
台
帳
の
積
算
根
拠
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
な
い
。（
過
去
か
ら
の
引
継
ぎ
と
し

か
認
識
し
て
い
な
い
。）

　
港
湾
等
施
設
に
つ
い
て
は
、
近
年
改
良
等
が
行
わ
れ

て
い
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
が
、
災
害
に
よ
る
施
設
の

消
失
や
周
辺
道
路
の
改
良
等
の
影
響
に
よ
る
施
設
延
長

や
施
設
区
分
の
変
更
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
度
十

分
現
況
と
台
帳
を
突
合
し
た
上
で
基
礎
数
値
を
報
告
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

３　
基
準
財
政
収
入
額
に
お
け
る
錯
誤

①
市
町
村
民
税
・
均
等
割

○
算
定
基
礎

　
均
等
割

：

個
人
均
等
割
・
法
人
均
等
割

○
確
認
事
項

ａ
）
個
人
均
等
割

　
・
納
税
義
務
者
数
が
「
市
町
村
課
税
状
況
等
調
」
第

一
表
の
「
個
人
均
等
割
」
の
う
ち
「
納
税
義
務
者

数
」
の
計
の
欄
と
一
致
し
て
い
る
か
。

ｂ
）
法
人
均
等
割
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・
納
税
義
務
者
数
が
「
市
町
村
課
税
状
況
等
調
」
第

一
表
の
「
法
人
均
等
割
納
税
義
務
者
数
」
欄
の
数

値
と
一
致
し
て
い
る
か
。

　
＊
ａ
、
ｂ
と
も
に
市
町
村
課
税
状
況
等
調
の
数
値
に

異
同
が
あ
っ
た
場
合
は
（
当
該
数
値
が
修
正
さ
れ

た
場
合
は
）、
錯
誤
措
置
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

○
錯
誤
内
容

　
新
規
法
人
の
算
入
漏
れ
や
延
長
法
人
・
廃
止
法
人
の

算
入
誤
り
、
税
率
区
分
の
捕
捉
誤
り
が
見
受
け
ら
れ
る
。

②
固
定
資
産
税

○
算
定
基
礎

　
土
地

：

地
積
・
平
均
価
格
・
軽
減
額

　
家
屋

：

家
屋
の
床
面
積
・
家
屋
の
平
均
価
格

○
確
認
事
項

ａ
）
土
地

　
・
当
該
年
の
一
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
土
地
課
税

台
帳
及
び
土
地
課
税
補
充
台
帳
に
登
録
さ
れ
る
べ

き
で
あ
っ
た
土
地
の
地
積
で
あ
る
か
。

　
・
当
該
年
度
概
要
調
書
に
よ
る
平
均
価
格
を
用
い
て

い
る
か
。

　
・
法
定
免
税
点
未
満
の
も
の
の
価
格
、
課
税
標
準
の

特
例
に
よ
る
減
少
額
、
負
担
調
整
措
置
の
特
例
に

よ
る
軽
減
額
、
特
定
市
街
地
区
域
農
地
に
係
る
軽

減
額
に
つ
い
て
、
地
目
・
用
途
・
乗
率
に
誤
り
が

な
い
か
。

ｂ
）
家
屋

　
・
当
該
年
の
一
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
家
屋
課
税

台
帳
及
び
家
屋
課
税
補
充
台
帳
に
登
録
さ
れ
る
べ

き
家
屋
の
木
造
、
非
木
造
別
の
床
面
積
で
あ
る
か
。

　
・
当
該
年
度
概
要
調
書
に
よ
る
平
均
価
格
（
木
造
・

非
木
造
別
）
を
用
い
て
い
る
か
。

　
・
法
定
免
税
点
未
満
の
家
屋
の
総
価
格
及
び
課
税
標

準
の
特
例
に
つ
い
て
、
施
設
・
乗
率
・
期
間
等
に

誤
り
が
な
い
か
。

　
・
新
築
住
宅
等
の
減
税
額
に
つ
い
て
、
対
象
家
屋
、

適
用
期
間
（
三
年
・
五
年
・
十
五
年
等
）
に
誤
り

は
な
い
か
。

　
　
　

○
検
査
結
果

　
現
況
地
目
・
用
途
の
認
定
誤
り
非
課
税
用
地
の
捕
捉

誤
り
、
地
積
修
正
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
滅
失
捕
捉
漏
れ
、
新
築
住
宅
特
例
の
適
用
誤
り
、
評

価
誤
り
が
見
受
け
ら
れ
る
。

③
軽
自
動
車
税

○
算
定
基
礎

　
　
台
数

○
確
認
事
項

　
・
基
礎
数
値
が
、
賦
課
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
、
当
該

年
度
の
四
月
一
日
現
在
の
台
数
で
あ
る
か
。

　
・
非
課
税
に
係
る
も
の
は
除
き
、
減
免
・
課
税
免
除

に
係
る
も
の
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

○
錯
誤
内
容

　
異
動
通
知
の
遅
延
・
申
告
漏
れ
に
よ
り
課
税
し
て
い

る
も
の
や
賦
課
期
日
前
に
盗
難
さ
れ
た
も
の
で
課
税
後

に
発
覚
し
た
も
の
、
所
有
者
変
更
等
に
よ
る
二
重
課
税

や
減
免
分
の
算
入
漏
れ
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
収
入
の
各
項
目
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
交
付
税
の
算

定
に
係
る
数
字
報
告
と
交
付
税
検
査
時
で
の
数
字
が
違

う
た
め
、
構
造
上
錯
誤
が
で
る
こ
と
が
仕
方
無
い
部
分

は
あ
る
が
、
一
方
で
報
告
時
に
計
上
単
位
を
間
違
え
る

な
ど
の
状
況
も
あ
る
。

４　

お
わ
り
に

　
交
付
税
の
算
定
に
お
い
て
担
当
と
し
て
、
前
年
度
数

値
と
の
差
異
等
を
分
析
す
る
な
ど
、
基
礎
数
値
の
内
容

を
可
能
な
限
り
把
握
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
多
種
多
様
な
基
礎
数
値
の
内
容
を

交
付
税
担
当
だ
け
で
す
べ
て
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
該
当
の
基
礎
数
値
が
算
定
に
ど
の
よ

う
に
用
い
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を

十
分
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
は
、
各
担
当
課
と
交
付
税
担
当
者
と
の
意
思

疎
通
を
十
分
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、
公
平
で
公
正
な
交

付
税
算
定
を
お
願
い
し
た
い
。
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（参考資料）

市町村分地方交付税の算定に用いた資料に関する検査について

                                                          　　　　　　　平成１９．４．１  　総財交第４２号

                                                          　　　　　　　自治財政局長から各都道府県知事あて

　市町村分地方交付税の算定に用いた資料に関する検査について、別紙のとおり地方自治法第245条の

９第１項の規定に基づく処理基準を定めたので、十分留意の上、その徹底を図るようお願いします。

　なお、平成12年４月１日付け自治交第14号各都道府県知事あて自治事務次官通知「市町村分地方交

付税及び地方特例交付金の算定に用いた資料に関する検査について」は廃止します。

別紙  

第一  目的

　市町村に係る地方交付税（以下「交付税」という。）の額の算定に用いた資料の検査等について、

その指針を定め、もって交付税算定の正確を確保し、その配分の公正を期することを目的とする。

第二　検査の対象

　都道府県知事は、市町村（地方交付税法施行令第３条に規定する市町村を除く。以下同じ。）に係

る交付税の算定に用いた資料の全部を検査すること。

第三　検査計画の策定

　１　都道府県知事は、検査計画を作成し、毎年度別に通知するところに従って総務大臣に提出すること。

　２　検査計画は、次の基準に従い、未検査のすべての資料について検査することとしなければならな

いこと。

　　⑴　すべての市町村について少なくとも３年以内に検査するように、毎年度管内市町村の３分の１

以上の市町村について検査を行うこととすること。

　　⑵　前記の通常の検査のほかに、特に検査を行うことが必要と認められる市町村（以下「特定市町

村」という。）については、当該団体の規模に応じて特に所要の検査人員と日数を十分確保して

検査を行うこと。

第四　検査に当たっての注意点

　１　検査は、検査計画に従って、当該市町村に出向いた上で、交付税関係法令の規定に従って行うこと。

　２　検査に当たっては、単に錯誤及び虚偽行為による不当な記載（以下「錯誤等」という。）の発見

に止まらず、すすんで錯誤等の原因を探究し、その原因の除去に努めるものとし、特に法令の理解

及び諸統計・諸台帳の整備状況に留意し、検査を通じて交付税制度の本旨、構造及び算定方法につ

いての理解が徹底するように努めること。

第五　検査の結果の報告

　１　地方交付税法第17条の３第２項の規定による検査の結果は、検査の実施状況、市町村別事項別

の錯誤等の理由、金額並びに都道府県知事の当該錯誤等についての具体的な措置、助言等の状況及

び意見について、毎年度別に通知するところに従って総務大臣に報告すること。

　２　特定市町村に係る検査の結果については、検査後速やかに総務大臣に報告すること。
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は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
地
方
分
権
が
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、
自
治
体
の
責
任

も
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
全
面

施
行
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
（
以
下
「
健
全
化
法
」
と
い
う
。）
で
は
、
夕

張
破
綻
の
よ
う
な
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
、
自
治
体
に
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
財
政
指
標
を

公
表
さ
せ
、
議
会
が
そ
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
責
務

を
負
い
な
が
ら
、
財
政
再
建
を
促
し
て
い
く
こ
と
を
柱

と
し
た
早
期
是
正
・
再
生
ス
キ
ー
ム
と
し
て
運
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
健
全
化
法
の
全
面
施
行
後
最
初
の
平
成
二
十
年
度
決

算
に
お
い
て
は
、
早
期
健
全
化
基
準
以
上
の
団
体
が

二
十
二
団
体
（
う
ち
財
政
再
生
基
準
以
上
の
団
体
は
一

団
体
）
に
の
ぼ
っ
て
い
た
が
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
、
財
政
健
全
化
の
努
力
を
続
け
て
き
た
結
果
、
直

近
の
平
成
二
十
六
年
度
決
算
で
は
、
早
期
健
全
化
基
準

以
上
の
団
体
は
一
団
体
（
う
ち
財
政
再
生
基
準
以
上
の

団
体
は
一
団
体
） 

の
み
と
な
る
な
ど
、
地
方
財
政
の
健

全
化
に
は
一
定
の
進
展
が
見
ら
れ
た
。

　
一
方
、
健
全
化
法
に
つ
い
て
は
、
全
面
施
行
か
ら
五

年
以
上
が
経
過
し
、
現
行
制
度
で
は
必
ず
し
も
対
応
し

き
れ
て
い
な
い
財
政
負
担
の
把
握
等
の
課
題
が
指
摘
さ

れ
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
の
必
要

性
等
の
課
題
も
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
務
省
に
お

い
て
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
に
「
地
方
財
政
の
健
全

化
及
び
地
方
債
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
研
究
会
」
が

設
置
さ
れ
、
昨
年
十
二
月
に
報
告
書
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
。
本
稿
で
は
、
同
研
究
会
の
報
告
書
で
述
べ
ら
れ

地方財政の健全化の見直しについて

市町村課主事（企画財政担当）　平　山　遼　太

た
今
後
の
地
方
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

健
全
化
法
の
課
題
へ
の
対
応　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　「
地
方
財
政
の
健
全
化
及
び
地
方
債
制
度
の
見
直
し

に
関
す
る
研
究
会
」
報
告
書
で
は
、

①
一
般
会
計
か
ら
第
三
セ
ク
タ
ー
等
に
対
し
て
反
復
か

つ
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
短
期
貸
付
が
、
健
全
化

判
断
比
率
上
、
捕
捉
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

②
基
金
か
ら
一
般
会
計
等
へ
の
年
度
を
越
え
た
繰
替
運

用
が
、
資
金
の
不
足
と
し
て
認
識
さ
れ
な
い
こ
と

③
公
有
地
信
託
に
係
る
損
失
リ
ス
ク
が
、
健
全
化
判
断

比
率
上
、
捕
捉
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
つ
い
て
、
現
行
制
度
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
実
質

的
な
財
政
負
担
の
状
況
を
十
分
に
表
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は
、「
当
該
団

体
が
財
政
再
生
基
準
や
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て

い
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
側
面
と
「
当
該
団
体
の
財
政

分
析
の
中
で
健
全
化
判
断
比
率
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す

る
か
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
有
し
て
お
り
、
後
者
の

財
政
分
析
の
観
点
か
ら
も
今
後
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て

い
る
。
以
下
で
は
、
報
告
書
で
言
及
さ
れ
た
内
容
を
引

用
し
な
が
ら
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

（
１
）　
第
三
セ
ク
タ
ー
等
に
対
す
る
短
期
貸
付
に
係
る

見
直
し

①
反
復
か
つ
継
続
的
に
行
わ
れ
、
か
つ
返
済
が
出
納
整

理
期
間
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の「
単
コ
ロ
」（
資
料
１
）
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単
コ
ロ
と
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
次
年
度
の
短
期
貸

付
金
を
財
源
と
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
等
か
ら
の
償
還
金

を
出
納
整
理
期
間
中
に
、
一
般
会
計
の
当
該
年
度
の
歳

入
と
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
手
法
で
あ
り
、
経
営
状
況

が
悪
く
、
市
中
銀
行
等
か
ら
資
金
調
達
で
き
な
い
第
三

セ
ク
タ
ー
等
を
地
方
公
共
団
体
が
支
援
す
る
た
め
に
行

わ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
当
該
第
三
セ
ク
タ
ー

等
が
経
営
破
綻
し
た
場
合
に
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対

す
る
返
済
が
行
わ
れ
な
く
な
る
（
当
該
地
方
公
共
団
体

の
負
担
に
な
る
）
お
そ
れ
を
含
ん
で
い
る
。

　
報
告
書
に
お
い
て
は
、
本
来
、
経
営
状
況
が
悪
い
第

三
セ
ク
タ
ー
等
に
対
し
て
資
金
を
供
給
し
続
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
反
復
か
つ
継
続
的
な
短
期
貸
付

で
は
な
く
、
実
態
に
即
し
て
、
長
期
貸
付
又
は
補
助
金

の
交
付
等
に
よ
っ
て
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、
貸
し
倒
れ

に
な
る
リ
ス
ク
を
潜
在
化
さ
せ
た
ま
ま
、
短
期
貸
付
を

反
復
か
つ
継
続
的
に
行
う
こ
と
は
、
健
全
化
法
の
趣
旨

か
ら
、
適
切
な
財
政
運
営
と
は
言
え
ず
、
毎
年
度
の
返

済
が
出
納
整
理
期
間
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
常
態
化
し
て

い
る
の
は
、
地
方
自
治
法
に
定
め
る
会
計
年
度
独
立
の

原
則
の
趣
旨
に
反
し
た
不
適
切
な
財
政
運
営
で
あ
る
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
健
全
化
法
に
お
い
て
は
、
退
職
手
当
支
給
予

定
額
や
損
失
補
償
債
務
等
の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体
の

一
般
会
計
等
に
お
い
て
実
質
的
に
負
担
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
も
の
は
、
将
来
負
担
比
率
と
し
て
算
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
単
コ
ロ
に
つ
い
て
も
将

来
負
担
比
率
へ
の
反
映
を
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
貸
付

先
の
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
経
営
状
況
に
応
じ
て
、
地
方

公
共
団
体
が
負
担
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
額
を
算
出

す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
の
指

摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

②
反
復
か
つ
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
①
以

外
の
も
の
「
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
」（
資
料
２
）

　
地
方
公
共
団
体
か
ら
第
三
セ
ク
タ
ー
等
に
対
す
る
短

期
貸
付
の
中
に
は
、
毎
年
度
、
反
復
か
つ
継
続
的
に
行

わ
れ
て
い
る
が
、
返
済
は
年
度
末
ま
で
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
第
三
セ
ク
タ
ー
等
が
地
方
公
共
団
体

へ
の
返
済
の
た
め
、
一
般
的
に
年
度
末
の
日
を
ま
た
い

で
二
日
間
（
数
日
間
～
数
ヶ
月
間
の
場
合
も
あ
る
。）

の
み
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
る
。
い
わ
ゆ
る 

「
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
」 

と
呼
ば
れ
る
財
政
運
営
手
法
で

あ
る
。

　
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
は
、
経
営
難
の
第
三
セ
ク
タ
ー
等

へ
の
経
営
支
援
の
た
め
に
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、

第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
資
金
調
達
コ
ス
ト 

（
金
利
負
担
）

軽
減
や
、
地
方
公
共
団
体
と
第
三
セ
ク
タ
ー
等
が
協
調

し
て
行
う
制
度
融
資 

（
中
小
企
業
等
へ
の
低
利
融
資
） 

な
ど
の
た
め
に
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
た
だ
し
、
第

三
セ
ク
タ
ー
等
の
経
営
状
況
が
急
に
悪
化
し
、
年
度
末

の
返
済
原
資
を
工
面
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
返
済
が
滞
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

貸
付
を
行
っ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
が
一
定
の
財
政
負

担
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
単
コ
ロ
と

同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
財
政
負
担
リ
ス
ク
は
、
現

行
制
度
上
、
健
全
化
判
断
比
率
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
て

お
ら
ず
、
潜
在
化
し
て
い
る
と
い
う
点
で
も
、
単
コ
ロ

と
同
様
で
あ
る
。

　
報
告
書
に
お
い
て
は
、
反
復
か
つ
継
続
的
な
短
期
貸

付
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
固
定
化
し
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
実
態
に
即
し
て
、
長
期
貸
付
又
は
補

助
金
の
交
付
等
に
よ
る
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
は
、

毎
年
度
の
返
済
が
出
納
整
理
期
間
に
行
わ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
か
ら
、
一
概
に
不
適
切
な
財
政
運
営
で
あ

（資料１，２）
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る
と
は
言
え
な
い
が
、
規
律
あ
る
財
政
運
営
の
た
め
に

は
、
地
方
公
共
団
体
の
実
質
的
な
財
政
負
担
リ
ス
ク
を

客
観
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
制
度
的
に
手
当
て
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
を
行
っ
て
い
る
地
方
公

共
団
体
に
対
し
て
は
、
実
態
に
即
し
た
財
政
運
営
が
行

わ
れ
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
長
期
貸
付
等
へ
の
切
り

替
え
を
促
す
べ
き
で
あ
り
、
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
の
形
で

の
貸
付
を
続
け
る
場
合
で
も
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が

実
質
的
に
負
担
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
額
に
つ
い
て
、

将
来
負
担
比
率
へ
の
反
映
を
検
討
し
、
貸
付
先
の
第
三

セ
ク
タ
ー
等
の
経
営
状
況
に
応
じ
て
、
地
方
公
共
団
体

が
負
担
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
額
を
算
出
す
る
仕
組

み
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　
年
度
を
越
え
た
基
金
の
繰
替
運
用
に
係
る
見
直

し

　
繰
替
運
用
と
は
、
地
方
公
共
団
体
内
部
で
、
資
金
を

融
通
さ
せ
る
た
め
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
一
時
的
に

一
般
会
計
等
に
繰
り
替
え
て
使
用
す
る
こ
と
で
あ
り
、

中
に
は
、
年
度
を
越
え
て
継
続
さ
れ
、
し
か
も
長
期
に

わ
た
っ
て
そ
の
状
態
が
続
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
年
度
を
越
え
た
繰
替
運
用
を
行
っ
て
い

る
場
合
、
実
質
的
に
は
、
一
般
会
計
等
に
資
金
の
不
足

が
生
じ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
地
方
公
共
団

体
の
予
算
・
決
算
や
健
全
化
判
断
比
率
上
、
必
ず
し
も

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

基
金
も
当
該
地
方
公
共
団
体
が
保
有
し
て
い
る
現
金
に

は
違
い
な
く
、
基
金
設
置
条
例
に
反
し
な
い
範
囲
で
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
年
度
を
越

え
た
繰
替
運
用
を
行
っ
て
い
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、

当
該
地
方
公
共
団
体
が
資
金
不
足
状
態
に
陥
っ
て
お
り

不
適
切
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
報
告
書
で
は
、
単
に
年
度
を
越
え
た
運
用
で
あ
る
と

い
う
だ
け
で
、
直
ち
に
不
適
切
な
基
金
の
運
用
で
あ
る

と
は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、
基
金
運
用
の
具
体
的
な
内

容
に
照
ら
し
、
安
全
確
実
性
、
有
利
性
、
流
動
性
（
支

払
準
備
性
、
換
金
性
）
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
点
に
着
目
し
、
年
度
を
越
え
た
繰
替
運
用
に
つ

い
て
は
、
実
態
に
即
し
た
財
務
状
況
の
開
示
が
行
わ
れ
、

住
民
や
議
会
等
か
ら
、
客
観
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
決
算
書
の
「
財

産
に
関
す
る
調
書
」（
地
方
自
治
法
施
行
規
則
第
十
六

条
の
二
）
等
に
お
い
て
、
具
体
的
な
内
容
が
確
実
に
記

載
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
検
討
す
べ
き
と

の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　
公
有
地
信
託
に
係
る
見
直
し

　
自
治
体
が
所
有
す
る
公
有
地
は
、
地
方
自
治
法
第

九
六
条
第
一
項
第
七
号
、
第
二
三
七
条
第
三
項
及
び
第

二
三
八
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
信
託
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
近
年
、
信
託
事
業
で
発
生
し
た
損
失
に
つ
い
て
、
受

託
者
か
ら
受
益
者
（
地
方
公
共
団
体
）
に
対
し
て
損
害

賠
償
請
求
が
な
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
が
多
額
の
支
払

い
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
例
が
複
数
出
て
き
て
お
り
、

地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
の
財
政
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で

い
る
。

　
こ
の
た
め
、
当
該
報
告
書
に
お
い
て
は
、
公
有
地
信

託
の
う
ち
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が
実
質
的
に
負
担
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
額
に
つ
い
て
、
将
来
負
担
比
率

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
と
の
方
向
性
が
示

さ
れ
た
。

（
４
）　
財
政
分
析
の
あ
り
方

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
分
析
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
等
の
老
朽
化
対
策
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

健
全
化
判
断
比
率
や
財
政
力
指
数
、
経
常
収
支
比
率
と

い
っ
た
既
存
の
財
政
指
標
で
は
、
資
産
の
老
朽
化
度
合

い
ま
で
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
新
た
な

課
題
も
生
じ
て
い
る
。

　
今
後
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、公
共
施
設
等
の
更
新
・

統
廃
合
・
長
寿
命
化
と
い
っ
た
老
朽
化
対
策
に
本
格
的

に
取
り
組
む
た
め
に
も
、
資
産
の
老
朽
化
度
合
い
を
何

ら
か
の
方
法
で
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
既
に
各
自
治
体
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
平
成
二
十
八
年
度
決
算
か
ら
、
総
務
省
が
示

し
た
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
財
務
書
類
を
作
成
し
、
予

算
編
成
等
に
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て

い
る
。
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
財
務
書
類
を
作
成
す
る

た
め
に
は
、
公
表
を
前
提
と
し
た
固
定
資
産
台
帳
の
整

備
が
必
要
と
な
る
が
、
当
該
台
帳
に
は
公
共
施
設
等
の

取
得
価
額
や
耐
用
年
数
、
減
価
償
却
累
計
額
等
が
記
載

さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
資
産
老
朽
化
比
率
」
の
算
定
が
可
能
と
な
る
。

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
分
析
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
つ

の
財
政
指
標
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な

観
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
研

究
会
報
告
書
で
は
、
以
下
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、

言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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（資料３，４）

①
将
来
負
担
比
率
と
資
産
老
朽
化
比
率
の
組
合
せ

　（
資
料
３
）

　
将
来
負
担
比
率
に
は
、
地
方
債
現
在
高
や
債
務
負
担

行
為
に
基
づ
く
支
出
予
定
額
、
退
職
手
当
負
担
見
込
額

等
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
公
共
施
設
等
の
将
来
的
な
更

新
経
費
ま
で
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
公
会
計
に

よ
り
資
産
老
朽
化
比
率
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
、
資
産
老
朽
化
比
率
と

組
み
合
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
老
朽
化
対
策

の
先
送
り
と
い
う
将
来
負
担
も
含
め
、
将
来
負
担
を
よ

り
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
将
来
負
担
比
率
と
実
質
公
債
費
比
率
の
組
合
せ

　（
資
料
４
）

　
将
来
負
担
比
率
は
ス
ト
ッ
ク
の
指
標
、
実
質
公
債
費

比
率
は
フ
ロ
ー
の
指
標
で
あ
る
が
、
将
来
負
担
比
率
と

実
質
公
債
費
比
率
を
組
み
合
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
に

よ
り
、
健
全
化
法
上
の
フ
ロ
ー
と
ス
ト
ッ
ク
の
両
面
か

ら
将
来
負
担
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
将
来
負
担
比

率
と
実
質
公
債
費
比
率
の
対
象
範
囲
に
差
は
あ
る
も
の

の
、
例
え
ば
、
実
質
公
債
費
比
率
が
高
く
て
も
将
来
負

担
比
率
が
低
け
れ
ば
、
実
質
公
債
費
比
率
が
今
後
は
低

下
し
て
い
く
可
能
性
が
判
明
す
る
。

お
わ
り
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
我
が
国
が
本
格
的
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
中
で
、今
後
、そ
の
対
策
と
し
て
、人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
の
施
策
を
さ
ら

に
積
極
的
に
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
に
適
合
し
た
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
と

い
っ
た
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
ら
れ
る
。
過
去
に
建
設
さ
れ
た
公
共
施
設
等

が
こ
れ
か
ら
大
量
に
更
新
期
を
迎
え
る
中
で
、
地
方
創

生
を
力
強
く
推
進
し
つ
つ
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処

す
る
た
め
に
は
、
地
方
財
政
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
、

公
共
施
設
等
の
維
持
管
理
・
更
新
等
に
係
る
中
長
期
的

な
経
費
や
財
源
の
見
通
し
を
行
い
、
公
共
施
設
の
最
適

化
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
各
市
町
村
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
度
中
の
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
と
と
も
に
、
平
成

二
十
八
年
度
の
決
算
か
ら
は
、
固
定
資
産
台
帳
の
整
備

を
前
提
と
し
た
発
生
主
義
・
複
式
簿
記
を
基
礎
と
し
た

財
務
書
類
の
作
成
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
対
応

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
や
「
地
方
財
政
の
健
全
化
及
び

地
方
債
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
研
究
会
」
の
報
告
書

を
踏
ま
え
た
財
政
健
全
化
の
運
用
の
見
直
し
に
よ
り
、

一
層
の
健
全
化
の
推
進
と
、
限
ら
れ
た
資
源
を
賢
く
使

い
、
持
続
可
能
な
自
治
体
運
営
を
目
指
す
た
め
の
環
境

が
整
い
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
他
方
、
こ
れ
ら
を
う
ま
く
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、

自
治
体
職
員
自
ら
が
、
全
体
像
を
理
解
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
ツ
ー
ル
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
い
う
姿
勢
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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１　

は
じ
め
に

　
平
成
二
十
七
年
は
地
方
創
生
元
年
と
言
わ
れ
、
各
市

町
村
は
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食
い
止
め
る
べ
く
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
立
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
総
合
戦

略
を
策
定
し
た
。

　
徳
島
県
で
も
、
移
住
・
定
住
の
た
め
の
施
策
と
し

て
、「
と
く
し
ま
で
住
み
隊
」
の
会
員
を
募
集
す
る
な
ど
、

移
住
希
望
者
に
支
援
を
し
て
い
く
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

始
め
て
い
る
。

　
南
部
圏
域
は
、
海
、
山
、
川
な
ど
の
豊
か
な
自
然
や

世
界
的
企
業
な
ど
様
々
な
地
域
の
固
有
の
資
源
を
有
す

る
一
方
で
、
過
疎
・
少
子
化
の
急
速
な
進
行
や
主
要
産

業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
就
業
者
の
減
少
な
ど
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
そ
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
移
住
・
定
住
施
策
に
つ
い

て
、
南
部
総
合
県
民
局
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
き
た
い
。

２　
「
四
国
の
右
下
」

　
　

若
者
創
生
協
議
会
を
設
立

　
四
月
九
日
「
四
国
の
右
下
」
若
者
創
生
協
議
会
創
立

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
徳
島
県
の
南
部
圏
域
の
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
南
部
総
合
県

民
局
・
阿
南
市
・
那
賀
町
・
牟
岐
町
・
美
波
町
・
海
陽

町
と
で
設
立
さ
れ
た
。

　「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
更
な
る
誘
致
拡
大
」
と

「
地
域
を
活
性
化
し
た
い
と
考
え
る
若
い
世
代
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
戦
略
的
な
移
住
・
定
住
促
進
」
を
目

的
と
し
、
情
報
発
信
、
起
業
支
援
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
拡
大
、
住
宅
支
援
を
四
本
の
柱
と
し
て
協
議

会
を
立
ち
上
げ
た
。

（
１
）　「
地
域
の
魅
力
」「
仕
事
」「
住
居
」
を
併
せ
た

情
報
発
信

①
「
四
国
の
右
下
」
移
住
ナ
ビ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
の
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
ウ
ェ

ブ
ブ
ッ
ク
化
を
図
っ
た
。

②
移
住
イ
ベ
ン
ト
の
平
成
二
十
八
年
一
月
十
七
日
に
東

京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で

行
わ
れ
た

「
Ｊ
Ｏ
Ｉ

Ｎ
移
住
・

交
流
＆
地

域
お
こ
し

フ
ェ
ア
」

に
参
加
し

た
。

（
２
）　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
拡
大

①
オ
フ
ィ
ス
開
設
に
関
心
の
あ
る
企
業
に
対
す
る
認
定

制
度
の
創
設

②
県
内
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
組
み
合
わ
せ
た
視
察
ツ

ア
ー
の
実
施

③
視
察
相
談
、
町
内
案
内
等
に
対
応
す
る
総
合
相
談
窓

口
の
配
置

④
Ｉ
Ｔ
系
企
業
情
報
サ
イ
ト
等
へ
の
情
報
発
信

「四国の右下」南部圏域における
移住・定住施策について

南部総合県民局経営企画部主事（地域振興担当）　齋　藤　千　絵

「移住フェア」の様子
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⑤
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム

な
ど
で
の
サ

テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
誘
致

Ｐ
Ｒ

⑥
ア
プ
リ
開
発

合
宿
の
開
催

（
大
学
生
な

ど
若
者
を
対

象
に
、
地
域

課
題
の
解
決
を
テ
ー
マ
に
し
た
合
宿
を
開
催
し
、
地

域
活
性
化
と
未
来
の
移
住
候
補
者
の
確
保
を
図
る
。）

（
３
）　
起
業
支
援
（
ナ
リ
ワ
イ
づ
く
り
）

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
移
住
者
が
任
期
満
了
後
も
地

域
に
定
住
で
き
る
よ
う
、
小
さ
な
起
業
に
向
け
た
各
種

研
修
会
を
開
催
し
た
。

①
「
四
国
の
右
下
」
若
者
創
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　
テ
ー
マ
を
「
ナ
リ
ワ
イ
づ
く
り
で
地
域
づ
く
り
」
と

し
て
、
平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
九
日
（
水
）
に
美
波

町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
二
百
名
の
方

が
参
加
し
た
。

　
基
調
講
演
「
半
農
半
Ｘ
流
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
つ

く
り
方
～
自
分
資
源
と
地
域
資
源
を
組
み
合
わ
せ
て

～
」
と
題
し
、
半
農
半
Ｘ
と
い
う
言
葉
を
生
み
出
し
た

半
農
半
Ｘ
研
究
所
代
表

　
塩
見
直
紀
氏
に
講
演
を
い
た

だ
い
た
。
そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
～

ナ
リ
ワ
イ
づ
く
り
で
地
域
づ
く
り
～
」
と
題
し
、
地
域

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
移
住
者
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
。

②
第
一
回
「
四
国
の
右
下
」
若
者
創
生
ナ
リ
ワ
イ
づ
く

り
塾

　
平
成
二
十
七
年
十
月
八
日
（
木
）
に
南
部
総
合
県
民

局
美
波
庁
舎
で
開
催
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら
現
在
も
神
山
町
に
残
ら
れ

活
動
し
て
お
ら
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山
み
ら
い
の
有
正

あ
か
ね
氏
を
お
招
き
し
、
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

徳
島
大
学
客
員
教
授

　
沢
田
俊
明
先
生
）
を
行
い
、
ど

の
よ
う
に
起
業
し
て
い
く
か
、
何
が
問
題
点
か
な
ど
の

あ
ぶ
り
出
し
を
行
っ
た
。

③
第
二
回
「
四
国
の
右
下
」
若
者
創
生
ナ
リ
ワ
イ
づ
く

り
塾
（
先
進
地
視
察
）
開
催

　
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
（
水
）
に
徳
島
市

の
「
ナ
ガ
ヤ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
て
森
哲
平
氏
か
ら
「
お

と
な
り
３
の
ナ
リ
ワ
イ
」
の
事
例
紹
介
と
視
察
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

④
第
三
回
「
四
国
の
右
下
」
若
者
創
生
ナ
リ
ワ
イ
づ
く

り
塾

　
平
成
二
十
八
年
二
月
九
日
（
火
）、
二
十
二
日
（
月
）、

三
月
八
日
（
火
）、
十
五
日
（
火
）
の
四
回
に
わ
た
り
、

産
業
振
興
機
構
の
長
尾
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
講
師
と

し
、
創
業
準
備
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ
た
。

⑤
第
四
回
「
四
国
の
右
下
」
若
者
創
生
ナ
リ
ワ
イ
づ
く

り
塾

　
平
成
二
十
八
年
二
月
二
日
（
火
）
～
五
日
（
金
）
に

わ
た
り
、
那
賀
町
わ
じ
き
温
泉
な
ど
で
ま
ち
む
ら
交
流

機
構
の
宍
戸
信
一
氏
他
の
方
を
講
師
と
し
て
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
育
成
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
た
。

（
４
）　
住
宅
支
援
体
制
の
構
築

①
必
要
最
低
限
の
改
修
費
や
耐
震
補
強
費
の
調
査
、
改

修
前
及
び
改
修
後
の
図
面
等
の
デ
ー
タ
化
を
各
市
町

一
件
行
う
。

②
当
該
デ
ー
タ
を
上
記
情
報
発
信
事
業
で
作
成
す
る
サ

イ
ト
で
使
用

以
上
の
四
つ
を
柱
と
し
て
、
移
住
定
住
人
口
増
加
を
図

「四国の右下」
若者創生シンポジウム開催
テーマ「ナリワイづくりで地域づくり」
県南には、都会にはない「豊かな自然」、「魅力ある人
や文化」があります。
今までにない価値観のもとで。今までとは違った仕事
や、暮らし方を一緒に考えてみませんか？

主催：「四国の右下」若者創生協議会（阿南市、那賀町、美波町、牟岐町、海陽町、徳島県南部総合県民局）

日　時

PM 19時00分～PM 21時00分まで
平成27年7月29日（水）
会　場

徳島県海部郡美波町奥河内字本村２２１
美波町コミュニティーホール（美波町役場）

参加費

無料

パネルディスカッション ～ナリワイづくりで地域づくり～

コーディネーター　澤田　俊明（徳島大学客員教授）
パネリスト　　　　塩見　直紀（半農半X研究所代表） 
　　　　　　　　　桑高　仁志（那賀町地域おこし協力隊）　
　　　　　　　　　乃一美智子（海陽町女性農業者）
　　　　　　　　　山下　拓未（株式会社あわえチーフプロデューサー）

※敬称略

ー　
　　
　　桑
　　乃
　　

俊明
塩見　直紀（半
桑高　仁志（那

美智子（海
拓未（株 ーサー

力隊）

フプロ

教授
所代表
おこし協
農業者）
えチー

お

島大学
農半X
賀町地域お
陽町女性
式会社

大

「半農半Ｘ流スモールビジネスのつくり方
　　　　　　　　　　　～自分資源と地域資源を組み合わせて～」

半農半X研究所代表　  塩見　直紀氏

基調講演

２単位取得徳島県立総合大学校　南部校主催講座
プログラム

18：30

19：00

19：05

20：10

20：50

21：00

受付開始

開会・あいさつ　　　　　　「四国の右下」若者創生協議会長

基調講演　　　　　　　　　半農半Ｘ研究所　塩見直紀氏

パネルディスカッション　　コーディネーター　澤田俊明

パネラー　　塩見直紀　桑高仁志　乃一美智子　山下拓未 　

質疑応答 

閉　　会

基調講演者プロフィール

塩見　直紀 （半農半Ｘ研究所代表）

1965年４月、京都府綾部市生まれ。 現在、京都府綾部市在住。大学卒業後、カタログ通販会社「フェリシモ」
入社（1989年４月～1999年１月までの約10年在籍）

1999年１月末、33歳を機に綾部へＵターン。
2000年４月、「半農半Ｘ研究所」を設立。屋久島在住の作家・翻訳家・星川淳さんのライフスタイル「半農半

著」にインスパイアされ、30歳になる1995年ころから21世紀の生き方、暮らし方として、「半農半
Ｘ」というコンセプトを提唱している。

2010年より、同志社大学院総合政策科学研究科の「オーガニック生活・社会デザイン論」嘱託講師（秋学期）。
。るれさ録登に）スーベターデ（」トッネ材人域地「省務総、りよ年2102

総務省地域力創造アドバイザー」就任（現在も継続）

しお　み　　　なお　き

経　歴

55

●

●
徳島銀行

駅
佐
和
日

●
　阿波銀行

寺
王
薬
●卍

日和佐城 ●

厄除橋

川
佐
和
日

〒

院
病
佐
和
日

●佐
和
日
駅
の
道

●

日和佐
うみがめ博物館

カレッタ

●
日和佐幼稚園

美波町役場

コミュニティーホール

お問い合わせ
「四国の右下」若者創生協議会事務局
徳島県南部総合県民局　経営企画部

℡.0884-74-7317
※内容、出演者につきましては諸事情により変更される場合が
　あります。ご了承ください。

会場周辺地図

インターンシップ事業
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り
、「
地
方
創
生
」・「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
創
設
さ
れ
た
。

３　

そ
の
他
の
取
り
組
み

・
南
部
圏
域
移
住
関
係
担
当
者
会
の
開
催

　
七
月
二
十
三
日
に
圏
域
内
の
み
で
担
当
者
会
を
行
い
、

各
市
町
の
現
在
の
取
り
組
み
や
状
況
を
報
告
し
て
い
た

だ
き
、
全
国
移
住
ナ
ビ
の
活
用
や
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。

・
地
域
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
創
生
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
企
画

提
案
を
募
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
地
域
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組

む
た
め
、
圏
域
外
か
ら
「
地
域
を
活
性
化
し
た
い
」
と

考
え
る
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
就
業
・
移
住
希
望
者

を
募
り
、
圏
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
魅
力
あ
る
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
人
材
育
成
と
就
業
支
援
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
人
材
の
呼
び
込
み
と
定
住
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
要
件
と
し
て
は
、
生
活
の
拠
点
を
圏
域
外
か
ら
圏
域

内
に
移
し
、
住
民
票
も
異
動
さ
せ
た
者
を
新
規
雇
用
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
新
規
雇
用
者
が
圏
域
内
で

の
定
住
を
研
修
終
了
後
に
お
い
て
も
期
待
さ
れ
る
事
業

で
あ
る
。

　
今
年
度
は
五
社
、
六
名
の
方
が
採
用
さ
れ
た
。

４　

平
成
二
十
八
年
度
以
降
の
展
開

　
今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
平
成
二
十
七
年
度
の
取
り

組
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
更
な
る
事
業
展
開
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

・
社
会
起
業
家
を
育
成
・
支
援
す
る
首
都
圏
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
マ
ス
コ
ミ
と
協
働
し
、
自
ら
仕
事
を
作
り
な
が
ら

移
住
し
て
く
れ
る
人
材
を
誘
致
。
都
市
部
の
創
業
人

材
誘
致

・
移
住
者
の
獲
得
に
不
可
欠
な
「
き
っ
か
け
」
づ
く
り

と
し
て
戦
略
的
な
情
報
発
信

・
「
四
国
の
右
下
」
移
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
す
る

な
ど
の
移
住
相
談
体
制
の
強
化

・
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
「
お
試
し
ツ
ア
ー
」
や
「
お
試

し
滞
在
」
を
実
施
し
、
「
四
国
の
右
下
」
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
の
推
進

・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
拡
大
と
し
て
は
、
圏

域
内
他
地
域
へ
の
更
な
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
創

業
の
拡
大
の
た
め
、
都
市
部
企
業
（
循
環
型
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
）
と
地
元
企
業
（
滞
在
型
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
）
と
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
式
で
連
携

し
て
い
く
。
情
報
発
信
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
認
定

制
度
、
人
材
育
成
を
四
本
の
柱
と
し
、
ま
す
ま
す
の

制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
ず
は
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
体
験
を
し
て
い
た
だ

き
、
循
環
型
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
へ
、
そ
し
て
最

終
的
に
滞
在
型
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
へ
と
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

５　

お
わ
り
に

　
奇
し
く
も
、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
阿
南
市

と
牟
岐
町
・
海
陽
町
そ
れ
ぞ
れ
と
の
定
住
自
立
圏
の
調

印
式
が
共
同
で
執
り
行
わ
れ
た
。
阿
南
市
と
那
賀
町
・

美
波
町
と
で
そ
れ
ぞ
れ
平
成
二
十
三
年
三
月
に
既
に
調

印
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
南
部
圏
域
「
四
国

の
右
下
」
が
す
べ
て
結
ば
れ
た
こ
と
と
な
っ
た
。
定
住

自
立
圏
は
阿
南
市
と
そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
結
ば
れ
て
い
る

が
、
阿
南
市
が
中
心
と
な
り
そ
の
一
市
四
町
で
ま
す
ま

す
協
力
し
合
う
こ
と
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
圏
域
内
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
面
に
お
い
て
南
部
総
合
県
民
局
の
役
割
が
更
に

大
き
な
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

互
い
の
市
町
が
連
携
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
き
め

細
や
か
な
支
援
と
情
報
共
有
は
欠
か
せ
な
い
。
若
者
創

生
協
議
会
と
定
住
自
立
圏
と
の
相
乗
効
果
で
ま
す
ま
す

の
協
力
を
図
り
た
い
。

　
課
題
解
決
の
た
め
に
も
、
移
住
の
取
り
組
み
を
今
だ

け
の
事
業
と
し
て
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
こ
れ
か
ら
全
国
各
地
で
移
住
希
望
者
を
取
り
合
い
に

な
る
中
で
、
移
住
希
望
者
の
関
心
を
何
で
引
き
寄
せ
る

か
、
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
る
よ
う
な
興
味
を
持
て
る

事
業
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
地
域

と
交
流
し
て
い
た
だ
き
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
く
。
そ

の
後
移
住
、
更
に
は
定
住
へ
と
繋
が
る
よ
う
な
、
つ
ま

り
は
人
と
人
と
が
繋
が
る
よ
う
な
事
業
を
段
階
的
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
、
若
者
た
ち
だ
け
で
な
く
、
老
若
男
女
が

生
き
生
き
と
し
た
人
た
ち
で
溢
れ
る
よ
う
、「
四
国
の

右
下
」
南
部
圏
域
全
域
が
、
ま
す
ま
す
事
業
を
展
開
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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し
く
な
る
の
で
す
。

　
資
金
は
町
（
市
・
村
）
税
だ
し
、
町
の
も
の
を
買
う

た
め
だ
け
に
使
う
べ
き
じ
ゃ
な
い
の
か
な
？
町
全
体
を

公
平
に
扱
う
た
め
に
均
等
に
費
用
配
分
す
る
べ
き
で
は

な
い
の
か
な
？
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
の
で
す
。

　
に
し
阿
波
は
、
二
市
二
町
を
縦
横
無
尽
に
動
け
る

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
市
・
町
の
境
を
越
え
て
情
報
を
提
供
し
、
纏
ま
っ
て

活
動
で
き
る
よ
う
調
整
す
る
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
「
に
し
阿
波
Ｂ
Ｉ
Ｚ
」
と
い
う
名
前
か
ら

解
る
よ
う
に
、
課
題
解
決
の
手
法
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
私
た
ち
は
、
商
売
を
知
ら
な
い
公
務
員
で

す
。
物
を
売
っ
た
こ
と
も
な
い
公
務
員
が
商
売
を
先
導

で
き
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
各
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
達
に
加

わ
っ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
に
ち
は
、
に
し
阿
波
Ｂ
Ｉ
Ｚ
で
す
。

　
平
成
二
十
七
年
八
月
七
日
。
蝉
し
ぐ
れ
の
降
り
注
ぐ
、

真
夏
日
。
に
し
阿
波
を
代
表
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
達

が
西
部
総
合
県
民
局
の
一
角
に
集
い
ま
し
た
。

　
産
・
官
・
学
・
金
・
労
・
言
の
連
携
体
「
に
し
阿
波
・

地
域
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
支
援
事
業
運
営
協
議
会
」
の

誕
生
で
す
。（
以
下
、
に
し
阿
波
Ｂ
Ｉ
Ｚ
）

～
に
し
阿
波
Ｂ
Ｉ
Ｚ
の
仲
間
達
～

　
構
成
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す

　
◯産 

商
工
会
や
、
産
業
振
興
機
構

　
◯官 

４
市
町
、
県
民
局
の

　
　
　

企
画
・
産
業
担
当
部
署

　
◯学゙
高
校
、
大
学

　
◯金 
地
方
銀
行
や
信
用
保
証
協
会

　
◯労 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
◯言 

地
元
新
聞

　
徳
島
西
部
は
、
い
い
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
に
美
味
し
い
食
べ
物
が
あ
り
、
カ

リ
ス
マ
性
の
あ
る
人
が
居
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
町
職
員
の
経
験
か
ら
し
ま
し
て
、
市
町
村

境
を
こ
え
て
、
何
か
し
よ
う
と
す
る
と
、
と
た
ん
に
難

▼にし阿波 B I Z のおさいふ

　「にし阿波ＢＩＺ」とは？

西部総合県民局企画振興部主事（にし阿波振興担当）　吉　本　晃　子
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こ
う
し
て
、
に

し
阿
波
Ｂ
Ｉ
Ｚ
は

誕
生
し
ま
し
た
。

　
で
は
、
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
「
に

し
阿
波
Ｂ
Ｉ
Ｚ
」

が
八
か
月
間
で

や
っ
て
き
た
こ
と

を
、
事
業
計
画
に

そ
っ
て
見
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

m
ission1

各
市
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

野
菜
戦
隊
シ
ン
セ
ン
ジ
ャ
ー
！

　
シ
ン
セ
ン
ジ
ャ
ー
・
パ
ー
プ
ル
（
な
す
）、
シ
ン
セ
ン

ジ
ャ
ー
・
レ
ッ
ド

（
い
ち
ご
）。
東
み
よ

し
町
の
新
鮮
野
菜
を

擬
人
化
し
た
正
義

の
味
方
、
シ
ン
セ
ン

ジ
ャ
ー
。

　
こ
れ
は
、
東
み
よ

し
町
で
関
西
学
院
大

学
の
四
人
が
行
っ
た
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

成
果
発
表
の
様
子
で

す
。

　
長
く
住
ん
で
い
る
と
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
や
、
課
題

が
分
か
ら
な
く
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
圧
倒
的
に
足
り
な
い
の
が
大
学
生
の
年
代
の

視
点
で
す
。

　
そ
こ
で
行
っ
た
こ
と
が
、「
大
学
生
を
活
用
し
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
以
下
、FW

）」
で
す
。

　
今
年
度
、
多
く
の
大
学
生
が
、
に
し
阿
波
を
訪
れ
、

地
域
の
方
と
触
れ
あ
い
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

【
美
馬
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・FW

実
施
日

：

平
成
二
十
七
年
八
月
十
日
～
十
二
日
、

平
成
二
十
七
年
八
月
三
十
一
日
～
九
月
六
日

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
鴻こ

う

鵠こ
く

塾
じ
ゅ
く

主
催
「
※
四
国
か

す
が
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
美
馬
市
を
舞
台
に
展
開

（
※
学
生
と
社
会
人
が
参
加
し
、
企
業
の
課
題
解
決

実
施
ま
で
を
体
験
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

・
参
加
者

：

首
都
圏
の
大
学
生
六
名

・
美
馬
市
の
地
域
活
性
化
を
テ
ー
マ
にFW

を
実
施
。

発
案
し
た
農
家
民
泊
で
の
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
、
郷
土

料
理
を
作
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

・
成
果
発
表
会

：

平
成
二
十
七
年
九
月
十
九
日
東
京

（
鴻
鵠
塾
の
事
業
と
し
て
の
発
表
）
、
平
成
二
十
七

年
十
一
月
二
日
美
馬
市
役
所
穴
吹
庁
舎

・
学
生
か
ら
の
提
案

・
地
域
の
魅
力
発
信
・
交
流
促
進
を
図
る
学
生
団
体

の
立
ち
上
げ

・
学
生
と
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
交
流
事
業
の
実
施

【
三
好
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・FW

実
施
日

：

平
成
二
十
七
年
九
月
十
四
日
～
十
七
日

・
立
教
大
学
の
大
学
生
二
十
二
名

・
住
民
と
の
意
見

交
換
や
古
民
家

再
生
事
業
者
等

へ
の
聞
き
取
り

を
実
施
。
観
光

に
よ
る
地
域
振

興
の
課
題
解
決

策
を
考
察

・
成
果
発
表
会

：

平
成
二
十
七
年

九
月
十
七
日
池

田
総
合
体
育
館

・
学
生
か
ら
の
提
案

・
日
本
一
幸
せ
な
山
を
目
指
す

・
人
間
関
係
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の
が
こ
の

地
域
の
資
源
で
あ
る
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こ
の
後
、
三
好

市FW

の
成
果
を

受
け
、
一
般
社

団
法
人
そ
ら
の
郷

に
よ
り
、
新
た

な
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
商
品
を
造
成
、

Ｈ.

Ｉ.

Ｓ.

な
ど
首

都
圏
へ
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

【
つ
る
ぎ
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・FW

実
施
日

：

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日
～

二
十
三
日

・
徳
島
大
学
の
大
学
生
十
二
名

・
山
間
地
集
落
の
鳥
獣
害
対
策
を
テ
ー
マ
と
し
たFW

を
実
施
。
岐
阜
県
で
狩
猟
体
験
を
営
む
団
体
「
猪
鹿

庁
」
へ
も
赴
き
、
そ
の
手
法
も
学
ぶ
。

・
成
果
発
表
会

：

平

成
二
十
八
年
二
月

二
十
六
日
就
業
構

造
改
善
セ
ン
タ
ー

・
学
生
か
ら
の
提
案

・
ハ
ン
タ
ー
の
養

成
を
ビ
ジ
ネ
ス

化
・
「
罠
猟
・
解
体

教
育
ツ
ア
ー
」
、

「
狩
猟
＆
ビ

ジ
エ
ツ
ア
ー
」
、
「
狩
猟
＆
田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ

ア
ー
」

・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
料
金
設
定
ま
で
踏
み
込
み
、
具
体

的
に
提
案
。
今
後
は
、
つ
る
ぎ
町
が
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
図
り
、
平
成
二
十
八
年
度
中
の
ツ
ア
ー

開
催
を
目
指
す
。

【
東
み
よ
し
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・FW

実
施
日

：
平
成
二
十
七
年
十
一
月
八
日
～
九
日
、

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
二
日
～
十
四
日

・
関
西
学
院
大
学
の
大
学
生
四
名

・「
女
子
力
の
活
用
」「
女
子
力
目
線
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
住
民
と
の
意
見
交
換
や
、
聞
き
取
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加

・
成
果
発
表
会

：

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
二
日
吉
野

川
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

・
学
生
か
ら
の
提
案

・
地
元
産
品
「
木
の
紙
」
を
使
っ
た
カ
ー
テ
ン
、

「
い
ち
ご
」
を
使
っ
た
化
粧
水

・
「
土
産
物
と
し
て
買
う
の
で
は
な
く
、
地
域
の
人

と
触
れ
あ
い
な
が
ら
自
ら
作
る
ツ
ア
ー
が
あ
れ
ば
、

女
子
は
食
い
つ
き
ま
す
！
」

・
地
元
野
菜
を
擬
人
化
し
た
野
菜
戦
隊
シ
ン
セ
ン

ジ
ャ
ー

　
大
学
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
成
果
発

表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、FW

に
参
加
し
た
大
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、

感
想
を
交
え
た
暖
か
い
お
礼
の
手
紙
も
届
き
ま
し
た
。

m
ission2

部
会
の
開
催

　「
先
輩
、
こ
の
前
の
三
好
市
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

ど
う
で
し
た
か
」

　「
フ
ジ
カ
ワ
君
よ
う
、
そ
れ
な
…
…
」

　
ま
る
で
高
校
生
の
先
輩
と
後
輩
が
話
し
て
い
る
よ
う

な
会
話
で
す
。

　
部
会
は
こ
の
よ
う
に
ラ
フ
に
話
さ
れ
ま
す
。

（
※
フ
ジ
カ
ワ
君
は
、
に
し
阿
波
Ｂ
Ｉ
Ｚ
を
運
営
し
て

い
る
係
長
で
す
）

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
実
現
す
る
た
め
、
創
業
・

起
業
支
援
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
、
特
産
品
振

興
な
ど
必
要
に
応
じ
て
「
課
題
ご
と
」「
事
業
者
ご
と
」

に
部
会
を
設
置
し
ま
す
。

　
高
齢
化
、
販
売
力
不
足
、
後
継
者
問
題
に
直
面
す
る

事
業
者
。
一
方
で
事
業
拡
大
、
販
路
開
拓
を
目
指
す
事

業
者
。
地
域
ご
と
の
課
題
は
同
じ
よ
う
に
見
え
て
も
、

事
業
者
ご
と
で
は
多
種
多
様
な
の
で
す
。

　
部
会
の
進
行
管
理
は
各
市
町
が
担
当
し
ま
す
。

　
に
し
阿
波
Ｂ
Ｉ
Ｚ
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
の
色
ん
な
人
や
色
ん
な
団
体
で
部
会
は
成
り
立
ち
ま

す
。
色
ん
な
団
体
ど
う
し
が
出
会
う
う
ち
に
、
ビ
ジ
ネ

ス
ア
イ
デ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
も
作
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
十
月
七
日
は
二
市
二
町
の
商
工
会
経

営
指
導
員
と
行
政
担
当
者
で
、
実
務
担
当
者
部
会
（
物

産
振
興
）
を
開
催
。
今
年
度
の
首
都
圏
商
談
会
や
見
本
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市
の
企
画
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
年
度
は
二
つ
の
首
都
圏
商
談
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

・
平
成
二
十
八
年
二
月
三
日
～
五
日

　「
グ
ル
メ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
シ
ョ
ー
」

　
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

　
総
来
場
者
二
八
、七
一
二
名
、
出
店
者
数
二
〇
五
社

　
東
み
よ
し
町
商
工
会
と
の
連
携
に
よ
り
に
し
阿
波

ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
出
展
。

・
平
成
二
十
八
年
三
月
八
日
～
十
一
日

「FO
O

D
EX

 JA
P
A
N
 2

0
1
6

」

幕
張
メ
ッ
セ

総
来
場
者
七
六
、五
三
二
名
、
出
展
者
数
三
、一
九
七
社

　
四
市
町
と
、
各
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
民
間
事

業
者
等
と
と
も

に
出
展
。

　
各
団
体
に
よ

り
選
出
さ
れ
た

約
六
十
商
品
を

展
示
。

　
卸
売
り
、
小

売
り
等
バ
イ

ヤ
ー
と
の
商
談

を
行
う
。

m
ission3

情
報
発
信　

広
報
活
動
の
推
進

　
平
成
二
十
七
年
一
月
十
八
日
、
午
前
六
時
三
十
分
。

空
は
漆
黒
の
闇
。

　
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
阿
波
お
ど
り
空
港
の
自
動
ド

ア
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
搭
乗
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
数

十
人
の
列
。
出
発
時
刻
表
に
は
、
欠
航
、
発
着
見
合
わ

せ
の
文
字
が
。

　
羽
田
空
港
へ
着
く
と
東
京
の
電
車
も
早
朝
か
ら
欠
便
、

遅
延
が
相
次
い
で
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
Ｈ.

Ｉ.

Ｓ.

な
ど
旅
行

会
社
と
、
渋
谷
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
営
業
に
出
か
け

た
日
の
様
子
で
す
。

　
立
教
大
学
生
に
よ
るFW

で
生
ま
れ
た
旅
行
商
品
を

首
都
圏
旅
行
会
社
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
と
、
手
応
え
は
よ
く
、

ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
に
し
阿
波
の
現
状
を
お
話

し
す
る
と
、
三
月
に
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
行
お
う
と
い
う

話
に
な
り
ま
し
た
。

m
ission4

情
報
共
有
、
情
報
交
換

　
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
執
筆
者
の
吉
本
は
に
し
阿
波

Ｂ
Ｉ
Ｚ
のFacebook

編
集
長
に
任
命
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　Facebook

の
利
点
は
即
時
性
で
す
。
執
筆
者
は
現

在
六
名
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

～
載
せ
て
い
る
の
は
こ
ん
な
情
報
～

・
各
構
成
団
体
が
実
施
す
る
事
業
、
施
策

・FW

の
動
き

・
に
し
阿
波
の
人
々
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
、S

O

誘
致
す
る
人
々
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
す
る
人
々
な
ど
、

も
り
だ
く
さ
ん
！
）

　
特
に
重
要
性
を
感
じ
た
の
は
助
成
金
情
報
で
す
。

　
国
←
→
県
←
→
市
町
村
は
ス
ム
ー
ズ
に
通
知
が
と
ど

く
の
で
す
が
、
問
題
は
そ
の
周
辺
で
す
。

　
民
間
の
事
業
者
や
、
そ
の
他
団
体
へ
告
知
す
る
に
は
、

あ
ま
り
に
期
間
が
短
い
の
で
す
。
広
報
掲
載
に
も
間
に

合
い
ま
せ
ん
。

　
年
明
け
か
ら
は
、
民
間
の
方
が
利
用
で
き
る
助
成
金

や
各
種
施
策
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
速
く
掲
載
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
助
成
金
検
索
に
便
利
な
検
索
エ
ン
ジ
ン
も
色
々
あ
る
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よ
う
で
す
。

・
ゆ
め
バ
ン
ク
と
く
し
ま
（
と
く
し
ま
県
民
活
動
プ
ラ

ザ
が
運
営
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
な
ど
の
一
覧
を

随
時
更
新
）

・
ミ
ラ
サ
ポ
（
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け
支
援

情
報
。
詳
細
な
条
件
付
検
索
が
可
能
。
国
・
都
道
府

県
・
市
区
町
村
の
施
策
の
一
覧
・
比
較
出
力
が
可

能
）

・
公
益
財
団
法
人
助
成
財
団
セ
ン
タ
ー
（
詳
細
な
条
件

付
き
検
索
に
よ
り
、
約
一
〇
〇
〇
の
助
成
団
体
が
行

う
助
成
金
の
検
索
が
可
能
）

m
ission5

各
団
体
と
の
連
携

　
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を

調
整
し
て
い
ま
す
。

１
　
市
町
村
＋
商
工
団
体

　
→

特
産
振
興
部
会
を
設
置
し
、
随
時
情
報
交
換
。

FO
O

D
EX

 JA
P
A
N
 

へ
の
協
力
体
制
の
構
築
（
出
展

事
業
者
の
選
定
な
ど
）

３
　
信
用
保
証
協
会
＋
つ
る
ぎ
高
校

　
→

ビ
ジ
ネ
ス
科
高
校
生
向
け
に
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

４
　
阿
波
池
田
商
工
会
議
所
＋
三
好
高
校
＋
四
国
大
学

　
→

　「
も
ろ
こ
（
魚
）」
の
商
品
化
に
向
け
て
勉
強
中

５
　
市
町
村
＋
産
業
振
興
機
構

　
→

徳
島
市
内
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
西
部
に
誘
致
（
二
月

と
三
月
）

６
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
徳
島
市
内
の
異
業
種
間
地
域
活
性
化
に

と
り
く
む
と
こ
ろ
）
＋
商
工
会

　
→

県
民
局
声
が
け
で
、
小
規
模
零
細
事
業
者
の
新
た
な

特
産
品
開
発
を
支
援

　
つ
る
ぎ
高
校
で
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
時
に
は
終
了
後
に

高
校
生
か
ら
講
師
あ
て
に
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。「
周

り
と
の
葛
藤
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
自
分
の
道
を
自

分
で
選
択
し
た
い
」
と
、
書
い
て
い
ま
し
た
。
情
熱
あ

ふ
れ
る
講
師
に
よ
る
熱
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

m
ission6

会
議
の
開
催

　
運
営
協
議
会
は
年
二
回
。
緊
急
時
に
は
必
要
に
応
じ

て
臨
時
開
催
し
ま
す
。

最
後
に

沖
縄
ハ
ブ
空
港
に
つ
い
て

　
午
前
二
時
。
深
夜
の
沖
縄
空
港
。
暗
闇
の
空
か
ら
、

次
々
と
飛
行
機
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。

　
飛
行
機
は
貨
物
倉
庫
前
に
並
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
れ

ま
で
静
か
だ
っ
た
貨
物
倉
庫
内
も
、
途
端
に
あ
わ
た
だ

し
く
な
り
始
め
ま
し
た
。

　
カ
ー
ト
が
行
き
交
い
、
場
内
ス
タ
ッ
フ
が
数
名
の
グ

ル
ー
プ
に
な
っ
て
持
ち
場
へ
早
足
で
向
か
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
去
年
十
一
月
末
の
沖
縄
で
の
様
子
で
す
。

　
二
十
四
時
間
発
着
が
可
能
で
、
沖
縄
県
協
力
の
も
と
、

税
関
も
深
夜
検
査
が
可
能
。
飛
行
機
か
ら
飛
行
機
へ
、

そ
の
場
で
荷
物
を
積
み
替
え
、
ア
ジ
ア
の
空
港
へ
飛
行

機
は
飛
び
立
っ
て
行
き
ま
す
。
日
本
か
ら
ア
ジ
ア
各
国

へ
の
中
継
地
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沖
縄
空
港

の
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
「
沖
縄
ハ
ブ
空
港
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
日
本
で
唯
一
の
貨
物
専
用
機
を
も
つA

N
A

と
、
国
内
流
通
の
一
大
企
業
ヤ
マ
ト
。
そ
の
他
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
の
連
携
の
も
と
二
十
四
時
間
空
港
「
沖
縄
ハ

ブ
」
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
国
内
各
空
港
を
離
陸
し
て
か
ら
十
二
時
間
で
、
ア
ジ

ア
の
空
港
へ
食
品
等
を
運
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ア
ジ

ア
二
十
億
人
の
巨
大
市
場
が
す
ぐ
そ
こ
に
広
が
っ
て
い

る
の
で
す
。

　
に
し
阿
波
Ｂ
Ｉ
Ｚ
も
、
こ
の
地
域
を
世
界
へ
発
信
す

る
た
め
、
連
携
の
一
助
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
共
に
悩
み
な
が
ら
、
地
方
の
都
市
か
ら
日
本
の
文
明

を
作
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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vol.88

宝くじのイメージキャラクター「クーちゃん」です。

みなさ～ん

宝くじは徳島県内で

買ってね。

なぜ県内で買って欲しいのかって？それは、徳島県内で売られた宝

くじの収益金は、徳島県の収入になるからだよ。そうしたお金が道

路や橋、学校、公園の整備など県内の公共事業に使われているから

さ。みんなの豊かな生活のためにたいへん役立っているのです。
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